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1. 本事業の概要 

1.1 目的 

教育における情報化が進展する中で、児童生徒の学びの質を向上させるため、平成 30 年

の学校教育法等の一部改正等により「デジタル教科書」（以下、特に明記しない限り、デジ

タル教科書の表記は学習者用デジタル教科書を指す）が制度化された。また、多様な子供た

ちを誰一人取り残すことのない、個別最適な学びを全国の学校現場で持続的に実現するた

め、文部科学省では GIGA スクール構想を推進しており、デジタル教科書の一層の活用促進

が期待されている。さらに、昨今の新型コロナウイルスの感染拡大を受け、GIGA スクール

構想における、ハード・ソフト・人材を一体とした整備を加速すべく、令和 2 年度補正予算

が計上された。 
このような状況から、今後、デジタル教科書の学校における更なる活用が想定されるため、

デジタル教科書の活用による効果・影響を踏まえた最適な制度の在り方を検討することが

急務である。また、デジタル教科書に対しては、児童生徒の教育面、健康面への影響等につ

いて不安を持つ教師・保護者等も一定数存在する。デジタル教科書の活用を促進するために

は、教師・保護者等の理解醸成が不可欠であり、これらの不安を払拭することが、活用促進

の前提となる。 
こうした状況を踏まえ、本事業では、デジタル教科書と紙の教科書の効果・影響を比較す

る実証研究を行い、紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用することにより得られる教

育効果や、健康に関する影響等について明らかにすることを目的とした。また、デジタル教

科書をより効果的に用いる手法を明らかにすることを目的に、ヒアリング調査や諸外国の

事例調査も行った。 

1.2 概要 

本調査の概要及び実施事項は以下のとおりである。 

(1) 学習者用デジタル教科書の使用による効果・影響等に関する実証研究の計画・実施 

令和元年度「学習者用デジタル教科書の効果・影響に関する実証研究事業」を踏まえ、学

習者用デジタル教科書を使用することによる効果・影響等を検証するため、4 地域 5 校での

実証を行った。 
本調査では、①紙の教科書をデジタル教科書に置き換えることによる効果・影響を明らか

にすることを主目的としつつ、②デジタル教科書の効果をより高める方法も多様な観点か

ら明らかにすることも目的とした。①の調査に関しては、実証を通して定量的な調査を行う

と同時に、教師へのヒアリングといった定性的な調査も実施した。また、②の調査に関して

は、デジタル教科書の効果をより高める方法を模索するという性質上、教師や有識者等から

のヒアリングといった定性的方法により明らかにした。 
本業務項目の進め方は以下のとおりである。なお、調査の各段階で適宜、各研究協力校の

担当となる研究者等からの助言を得た。 
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 研究協力校の選定／調査設計の検討・決定 
「実証」を行う研究協力校や「ヒアリング」「実証」の調査設計を、検討・決定した。 

 ヒアリング 
主にデジタル教科書の効果をより高める（負の影響をより低減する）方法について

「教師ヒアリング」「医師・人間工学有識者ヒアリング」を行った。なお、「教師ヒ

アリング」は「実証」における検証項目検討のための事前ヒアリングとしても実施し

た。 
 検証項目の再検討・決定 

上記ヒアリングに基づき「実証」における検証項目の再検討を行った。 
 実証 

「研究協力校との事前調整・ヒアリング」「実証授業（各種データの取得も含む）」

「研究協力校へのヒアリング（実証結果に関するヒアリング）」の 3 段階に分けて進

めた。 
 調査結果の分析 

実施したヒアリングや実証の結果の分析を行った。 
 

(2) 諸外国におけるデジタル教科書・教材の使用状況の実態調査 

デジタル教科書に関する制度設計の示唆を得るため、児童生徒の学校や家庭での学習に

おいて、主たる教材としてデジタル教科書またはデジタル教材を使用している国・地域を選

定し、使用状況等の調査を行った。具体的には、学校における ICT の活用が進んでいる国・

地域を 6 か所選定し、文献調査及び国内有識者へのヒアリング調査を行った。 

(3) 有識者会議の開催 

(1)についての助言を得るため、各研究協力校の担当となる研究者等による有識者会議と

して、令和 2 年度「学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業」実証研

究委員会を開催し、具体的な調査手法等について検討を行った。各回の開催概要及び有識者

会議の委員は以下のとおりである。なお、主査、副査とは定期的に打合せを行い、さらに詳

細な助言を受けた。 

表 1-1 令和 2 年度「学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業」 
実証研究委員会 開催概要 

回数 開催日 主な議事 

1 2020 年 9 月 2 日 
・本事業の概要及び年間の進め方について 
・実証研究設計・実施方法について 
・諸外国調査について 

2 2020 年 12 月 8 日 
・実証事業全般の状況 
・個別の実証地域の状況（実証計画、委員報告、意見交換等） 

3 2021 年 2 月 26 日 
・実証事業の結果報告 
・示唆等の検討 

 



 

3 
 

表 1-2 令和 2 年度「学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業」 
実証研究委員会 委員一覧 

氏名 所属等 

◎中川 一史 放送大学 教授 

〇稲垣 忠 東北学院大学文学部 教授 

宇津見 義一 公益社団法人日本眼科医会 学校保健委員会 副委員長 

岡部 恭幸 
神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 教授 
神戸大学附属学校部部長 

小澤 亘 立命館大学 産業社会学部 現代社会学科 教授 

加藤 直樹 東京学芸大学 ICT センター 准教授 

亀谷 みゆき 朝日大学 経営学部・英語教育センター 准教授 

清遠 和弘 東京書籍株式会社 教育文化局 教育事業本部 ICT 制作部 

黒川 弘一 光村図書出版株式会社 専務取締役 

坂井 聡 
香川大学教育学部 特別支援教育領域 教授 
言語聴覚士 公認心理師 

〇中橋 雄 武蔵大学 社会学部 メディア社会学科 教授 

福本 徹 国立教育政策研究所 

前田 康裕 熊本大学大学院教育学研究科  准教授 

村井 万寿夫 
北陸学院大学人間総合学部 
子ども教育学科教授 博士（教育学） 

山本 真哉 株式会社三省堂 営業統括部 教科書企画課 課長 

（◎は主査、〇は副主査、主査を除き五十音順、敬称略） 
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2. 学習者用デジタル教科書の使用による効果・影響等に関する実証研究の計画 

2.1 目的 

本実証研究では、下記を目的とした。最終的には、これらを踏まえ、学習者用デジタル教

科書が紙の教科書に代えて活用可能であるか、教育面・健康面等の多面的視点から明らかに

することを目指した。 
①紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用することによる効果・影響を明らかにする。 
②デジタル教科書の効果をより高める方法を明らかにする。 

2.2 実証研究概要 

上記①の目的を達成するため、研究協力校 5 校での実証を行い、その中で児童・教師等へ

のアンケート調査や教師へのヒアリングを実施した。また、②の目的に対応した調査に関し

ては、デジタル教科書の効果をより高める方法を模索するという性質上、教師や有識者等か

らのヒアリングにより明らかにした。 
本実証研究の具体的な実施項目及びそれらの実施手順は図 2-1 のとおりである。なお、

調査の各段階で適宜、各研究協力校の担当となる研究者等からの助言を得た。 
 

 

図 2-1 調査フロー 

（出所）株式会社三菱総合研究所で作成 

 
  

1 研究協力校候補の選定

2 プレヒアリング

3 研究協力校決定／担当有識者決定

8 有識者（医師）ヒアリング

4 教師ヒアリング

5 研究協力校との事前調整

6 実証

7 事後ヒアリング

9 調査結果の分析

研究協力校の再検討が
必要となった場合

同日実施
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2.3 研究協力校 

本実証研究における研究協力校を下記に示す。なお、各研究協力校における実証研究の詳

細は「3 研究協力校における実証」に記載した。 

表 2-1 研究協力校  

学校名 教科 学年 対象人数 備考 
朝日町立さみさと小学校 
朝日町立あさひ野小学校 

算数 6 50 名 さみさと小学校のみ 
英語 6 67 名  

荒川区立第一日暮里小学校 
国語 5 31 名  
算数 4 12 名 習熟度別クラス 
社会 6 29 名  

D 校 国語 1,2,4,5 6 名 発達障害のある児童が対象 

E 校 
国語 2,4 7 名 日本語指導が必要な（日本語に

通じない）児童が対象 
 

2.4 実証計画 

2.4.1 実証の観点 

実証は「観点」を設定し、その観点ごとに検証項目・調査項目を検討した上で実施した。

観点の設定にあたっては「紙の教科書からデジタル教科書に代えることにより生じる効果・

影響の種類」と「本実証研究の目的」といった 2 軸を考慮した。具体的には、下記のとおり

である。 
 
【軸 1：紙の教科書からデジタル教科書に代えることにより生じる効果・影響の種類】 

 資質・能力の三つの柱の育成（A） 
 健康面への影響（B） 
 授業方法の検討（C） 
 教師の負担低減（D） 
 特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上の困難低減（E） 

 
【軸 2：本実証研究の目的】 

 デジタル教科書に代替することによる効果・影響（目的①） 
 デジタル教科書の効果をより高める方法の検討（目的②） 

 
上記の 2 軸により設定される 10 の観点（図 2-2）ごとに検証項目・調査項目を設定した。 
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図 2-2 実証の観点 

（出所）株式会社三菱総合研究所で作成 

 

2.4.2 検証方法の概略 

実証は「紙の教科書使用期間」と「学習者用デジタル教科書使用期間」に分けて実施した。

まず、紙の教科書を使用し、次に学習者用デジタル教科書を使用するといった順序を基本と

するが、各研究協力校の事情に合わせ、順序を入れ替えている学校（教科）もある。各学校

（教科）の、紙の教科書と学習者用デジタル教科書を使用する順序は「3 研究協力校におけ

る実証」内に示した。また、それぞれの期間中にアンケートやペーパーテストを実施してデ

ータを取得・分析した。 
データの分析方法は、「紙の教科書使用期間」と「学習者用デジタル教科書使用期間」で

取得した各データを比較する「前後比較」の分析か、「紙の教科書使用期間」と「学習者用

デジタル教科書使用期間」の差を、これらの期間のうち、順序が後の期間終了後にデータと

して取得する「変化把握」の分析のいずれかを実施した。 
なお、健康影響に関する児童の自己認識に関するデータ（アンケートで取得）については、

授業内での学習者用デジタル教科書の使用時間に大きく影響を受ける可能性が想定される

ため、「学習者用デジタル教科書使用期間」中に 2 回（単元の途中、単元の終了時）アンケ

ートを実施した。 
 

A 資質・能力の三つの柱の育成

B 健康面への配慮

C 授業方法の検討

D 教師の負担軽減

E
特別な配慮を必要とする
児童生徒の学習上の
負担軽減

②デジタル教科書の効果を
より高める方法の検討

①デジタル教科書に代替することによる
効果・影響

観点A1
デジタル教科書に代替することによる
資質・能力の3つの柱に関する効果・影響

観点A2
デジタル教科書を用いる場合の、
資質・能力の3つの柱の育成を一層促す指導法
（観点C2とも連動させながら取りまとめ）

観点B1
デジタル教科書の活用による健康面への影響

観点C1
デジタル教科書に代替することによる
授業方法の変化

観点C2
デジタル教科書を用いる場合の、
授業の評価・改善方法
（観点A2とも連動させながら取りまとめ）

観点D1
デジタル教科書に代替することによる
教師の負担の変化

観点D2
デジタル教科書を用いる場合の、
教師の負担を一層低減させる方法

観点E1
デジタル教科書に代替することによる
特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上の
困難低減への効果

観点E2
デジタル教科書を用いる場合の、
学習上の困難低減を一層促す方法

観点B2
デジタル教科書の活用時の健康面への影響を
低減する方法
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【「分析①：前後比較」を行う検証方法例】 

 ペーパーテストの「知識及び技能」に関する正答率を、デジタル教科書を使う場合と使

わない場合で比較 
 実証授業において、児童・生徒に目の疲労感に関するアンケートをとり、デジタル教科

書を使う場合と使わない場合で比較 

 
【「分析②：変化把握」を行う検証項目例】 

 実証授業において、教師に対し授業設計・運営に関するアンケートをとり、デジタル教

科書を使わなかった場合に比べて「深い学び」が可能となる授業設計・運営ができたか

把握 

 
 

 

図 2-3 実証・分析方法イメージ 

（出所）株式会社三菱総合研究所で作成 

2.4.3 各観点の基本方針 

(1) A1：デジタル教科書に代替することによる資質・能力の三つの柱に関する効果・影響 

新学習指導要領の「資質・能力の三つの柱」に沿って、紙の教科書からデジタル教科書に

代替することによる、各資質・能力の修得・育成・涵養に関わる効果・影響を検証した。 
各資質・能力の評価方法は図 2-4 のとおり多岐に及ぶが、①教師が実施する評価基準が

各児童によりばらつかないこと、②学校への負担を可能な限り軽減することを意図して、各

学校が既に行っている評価方法を採用することとした。 
本観点の検証には、上記の学校が実施する評価に加え、児童自身の各資質・能力に関する

成長実感を問うアンケートを用いた。 

ペーパーテスト、評価
アンケート調査

紙の教科書
使用期間終了後

ペーパーテスト、評価
アンケート調査

デジタル教科書
使用期間終了後

分析②：変化把握

実証前と実証期間中の差をヒアリング
調査等も踏まえながら把握。

分析①：前後把握

実証前と実証期間中（後）それぞれ
でデータを取得し、各データを比較
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図 2-4 資質・能力の三つの柱における評価の観点及び方法 

（出所）学習評価の在り方ハンドブック1（国立教育政策研究所）を基に当社作成 

 

(2) B1：デジタル教科書の活用による健康面への影響 

紙の教科書のみを用いる授業と、デジタル教科書を用いる授業で、身体の各部位に生じる

疲労感等を比較した。比較は、①紙の教科書使用期間後、②デジタル教科書使用期間（初期）、

③デジタル教科書使用期間後に、児童を対象に実施するアンケート調査に基づいて行った。 
なお、姿勢や、目と画面との距離等とクロス分析を行うことにより、健康面に与える影響

の要因もあわせて定量的に分析した。 
  

                                                        
1 文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック（小中学校

編）」（2020 年 8 月 31 日閲覧）https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/gakushuhyouka_R010613-01.pdf 

学習指導要領に
示す目標や内容 観点別学習状況評価の各観点 各観点の評価方法

ペーパーテスト※2

観察・実験

論述・レポート

発表（授業中の発言）

グループでの話合い

作品の制作・表現

ノートの記述

教師による行動観察

児童生徒による
自己評価・相互評価

知識・技能

思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、
人間性等

• 個別の知識及び技能の習得状況。
• それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、概念等

として理解したり技能を習得したりしているか。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考
力、判断力、表現力等を身に付けているかどうか。

※観点別評価や評定にはなじまず、個人内評価を通じて見取る部分

① 知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたり
することに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面

② ①の粘り強い取組の中で、自らの学習を調整しようとする側面

知識・技能

思考・判断・表現

感性、思いやりなど※1

主体的に学習に取り組む態度

※1：本調査では評価の対象外とする。
※2：ペーパーテスト内で、文章による説明や、式やグラフでの表現等を問う等の工夫を行う必要がある。
※3：出所である「学習評価の在り方ハンドブック」では、「ノートの記述」は「思考・判断・表現」の評価対象として位置付けられていないが、授業における表現力を

評価する際、特に小学校ではノートにまとめていることも多いことから、ノートも１つの要素として考慮する。

※3
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(3) C1：デジタル教科書に代替することによる授業方法の変化 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する分析を実施した。 
「実現したい子供の姿2」を基に、主体的な学び、対話的な学び、深い学びの要素を分解

し、紙の教科書・デジタル教科書のうち、どちらの方がよりできたと思うかをアンケートで

確認した。なお、このアンケートを実施するのは「紙の教科書使用期間」「デジタル教科書

使用期間」のうち、後に行われた実証期間後である。 

表 2-2 主体的・対話的で深い学びにより実現したい子供の姿 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 
 興味や関心を高める 
 見通しを持つ 
 自分と結びつける 
 粘り強く取り組む 
 振り返って次につな

げる 

 互いの考えを比較する 
 多様な情報を収集する 
 思考を表現に置き換え

る 
 多様な手段で説明する 
 先哲の考え方を手掛か

りとする 
 共に考えを創り上げる 
 協働して課題解決する 

 思考して問い続ける 
 知識・技能を習得する 
 知識・技能を活用する 
 自分の思いや考えと結

び付ける 
 知識や技能を概念化す

る 
 自分の考えを形成する 
 新たなものを創り上げ

る 
 

(4) D1：デジタル教科書に代替することによる教師の負担の変化 

デジタル教科書に代替することにより、教師の「授業前」「授業中」の負担がどの程度変

化するのかを分析した。いずれの負担も教師へのヒアリング調査に基づいて分析する。 
なお、ここでいう「授業前」の授業負担は、プリント準備等の授業準備にかかる時間を想

定しており、「授業中」の授業負担は、主に板書やプリント配付・回収といった負担を想定

している。 
  

                                                        
2 独立行政法人教職員支援機構「資質・能力の育成を目指す主体的・対話的で深い学びのイメージ図」

（2020 年 8 月 31 日閲覧）https://www.nits.go.jp/jisedai/achievement/jirei/images/student_image_h30_2.pdf 
独立行政法人教職員支援機構「ピクトグラム一覧」（2020 年 8 月 31 日閲覧）

https://www.nits.go.jp/jisedai/achievement/jirei/pictogram.html 
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(5) E1：デジタル教科書に代替することによる特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上の

困難低減への効果 

発達障害のある児童、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童を対象に検証を行っ

た。 
紙の教科書からデジタル教科書に替えることで、上記の各児童に効果があると思われる

項目を、教師に対する事前ヒアリングに基づいて挙げ、児童へのアンケート調査で、それら

の項目にどの程度効果があったのかを検証した。その際、アンケート調査は、平易な日本語

で作成する点に留意した。また、アンケート調査の結果に基づいて、ヒアリング調査で深堀

調査を行った。 
なお、本検証により得られたデジタル教科書の効果や、効果的な活用方法等は事例集とし

て取りまとめた。 

(6) A2～E2：デジタル教科書の効果をより高める方法 

主に教師を対象としたヒアリング調査で収集した。 
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2.5 詳細な実施事項 

本章では「図 2-1 調査フロー」（p.4）に示した各実施項目に沿って、詳細な実施事項を

示す。 

2.5.1 研究協力校候補の選定 

研究協力校の選定は、下記方針で実施した。 

 研究協力校は 5 校程度とする。 
 小学校外国語（英語）は必ず対象に含める。 
 1 つの学校で複数教科の実証を行える学校を優先的に選定。 
 日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童生徒を対象とした実証では集住地域で

はなく散在地域の学校を対象とする。 

2.5.2 プレヒアリング 

研究協力校候補の中から、実際に研究協力校を選定するためプレヒアリングを行った。本

事業の趣旨に照らし、ヒアリング調査の項目は下記とした。 
【プレヒアリング調査項目】 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響を踏まえた今後の授業予定 
 日常的な授業における「学習者用デジタル教科書」等の活用状況 

 「学習者用デジタル教科書」を活用されている教科及び教科書発行者 
 児童の端末保有状況 
 「学習者用デジタル教科書」と「デジタル教材」の具体的な活用場面 
 「学習者用デジタル教科書」と「デジタル教材」の大まかな活用割合 
 「学習者用デジタル教科書」の導入年度 及び 教師・児童の活用期間 
 その他の日常的な ICT 活用状況 

（大型提示装置の活用、端末持ち帰りまたは個人保有端末での家庭学習、ネ

ットワーク環境の整備等） 

 具体的な実施方法 

 対象となる教師、学年、クラス 
 実施時期、訪問回数、頻度等 
 対照実験の実施方法 
 現時点で実施が想定される単元 
 既存の単元テスト等の活用可能性 
 調査に当たっての懸念、疑問等 

2.5.3 研究協力校決定／担当有識者決定 

プレヒアリングの結果に基づいて、研究協力校を決定した。その後、有識者会議において、

各研究協力校の担当有識者を決定した。 
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2.5.4 教師ヒアリング 

教師ヒアリングは、主に下記の 2 点のために実施した。なお、教師ヒアリングは「2.5.5 研

究協力校との事前調整」と同日に実施した。 

 「2.1 目的」の「②デジタル教科書の効果をより高める方法を明らかにする」ため、

デジタル教科書活用上の工夫等を聴取する。 
 実証内で行う教師・児童生徒向けアンケート調査項目に関する意見を聴取する。 

上記を踏まえ、教師ヒアリングの調査項目は下記とした（検証項目リストと対応）。なお、

今回は、あったらよいと思う機能に関しては調査対象外とした。 
【教師ヒアリング調査項目】 
（★印は、実証の結果を踏まえ、事後ヒアリングでも聴取する事項） 
 

 デジタル教科書を用いることによる、資質・能力の三つの柱に関する効果・影響 
 デジタル教科書が育成に資すると考えられる「知識及び技能」の要素 ★ 
 「知識及び能力」の習得に資する、デジタル教科書等を使った指導法 
 デジタル教科書が育成に資すると考えられる「思考力、判断力、表現力」の要

素 ★ 
 「思考力、判断力、表現力」の育成に資する、デジタル教科書等を使った指導

法 
 デジタル教科書が育成に資すると考えられる「学びに向かう力、人間性等」の

要素 ★ 
 「学びに向かう力、人間性等」の涵養に資する、デジタル教科書等を使った指

導法 
 

 デジタル教科書を用いることによる、授業改善方法の変化 
 デジタル教科書使用時における「主体的な学び」を促進するために有効な指

導法 
 デジタル教科書使用時における「対話的な学び」を促進するために有効な指

導法 
 デジタル教科書使用時における「深い学び」を促進するために有効な指導法 

 
 デジタル教科書を用いることによる、教師の負担の変化 

 デジタル教科書を用いることによる授業中・授業前後の負担の変化★ 
※発達障害のある児童生徒や、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童

生徒の指導を行う教師に対しては、そのような児童生徒の指導特有の変化に

ついても調査 
 教師の負担を一層低減させることのできる、デジタル教科書の活用方法 

 
 デジタル教科書を用いることによる、特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上

の困難低減 
 【発達障害】デジタル教科書が困難低減に資すると考えられる学習時の要素

★ 
 【発達障害】学習上の困難を一層低減させることのできる、デジタル教科書

の活用方法 
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 【日本語指導が必要な（日本語に通じない）】デジタル教科書が困難低減に資

すると考えられる学習時の要素★ 
 【日本語指導が必要な（日本語に通じない）】学習上の困難を一層低減させる

ことのできる、デジタル教科書の活用方法 
 

 教師・児童生徒向けアンケート調査の調査項目に関するご意見 

2.5.5 研究協力校との事前調整 

実証を行うにあたり、下記の点を事前に確認した。「2.5.4 教師ヒアリング」と同日に実施

した。 

表 2-3 研究協力校との事前調整内容 

実証授業 

 授業内容について 
 学習指導案の共有・議論 
 上記を踏まえたデジタル教科書の活用方法 

 訪問方針について 
 訪問のタイミング、訪問想定時期・回数 

 検証方法について 
 「資質・能力の三つの柱」の評価方法 
 （特別支援教育の場合）児童生徒を対象としたアンケート調査

等の実施可否 

アンケート  児童生徒アンケート、教師アンケート、保護者アンケートの実施・

回収スケジュール 

その他 

 児童生徒のノートの回収可否（実証前のノートも含む） 
※ノート以外の評価材料があれば写し等のご提供を依頼 

 授業中のビデオ・写真撮影の可否と具体的方法 
※児童生徒の手元が見えるような撮影方法・場所 

 各児童生徒がデジタル教科書に書き込んだこと等が記録されてい

るか 
 家庭の端末からのクラウド上のデジタル教科書へのアクセス状況 

等 

2.5.6 医師等有識者ヒアリング 

デジタル教科書を使って、下記の部位に疲れを感じにくい利用方法・条件を明らかにした。 

 頭 
 首・肩 
 腰・背中 
 手 
 目 
 姿勢（姿勢が悪くなりにくい利用方法・条件を明らかにする）への影響 
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2.5.7 実証 

(1) 実証の概要 

実証の期間は「紙の教科書使用期間」と「学習者用デジタル教科書使用期間」それぞれ 3
週間程度以上3を目途とし、その期間中、研究協力校は下記の活動を実施した。 

 実証授業 
 ペーパーテスト 
 アンケート調査（児童生徒向け（3 回）、教師向け、保護者向け） 

※教師向けヒアリング調査は、実証の前後にそれぞれ 1 回ずつ実施した。 

(2) 実証授業 

学習者用デジタル教科書の効果・影響を分析できるよう、各校の担当有識者と学習指導案

の精査を行った。精査の結果に応じ、授業の進め方について学校とすり合わせた。 

(3) ペーパーテスト 

資質・能力の三つの柱に関する効果・影響（観点 A1）の分析を行うために実施した。 
※詳細は「2.4.3(1)A1：デジタル教科書に代替することによる資質・能力の三つの柱に関

する効果・影響」（p.7）を参照のこと。 

  

                                                        
3 「3 週間」は 1 単元分の期間を想定している。実際には、実証授業の対象となる単元の学習期間や、妥

当性のある調査結果を得られる期間、学校の負担感を総合的に加味し、3 週間以上の期間で実証を行うこ

ととした。 
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(4) アンケート調査 

1) 児童生徒アンケート 

児童生徒アンケートは実証期間中に全 3 回実施した。 
 

【児童生徒アンケート調査項目】 
 

 資質・能力に関する成長実感（紙、デ②） 

 「知識・技能」に関する成長実感 
 「思考力、判断力、表現力等」に関する成長実感 
 「学びに向かう力、人間性等」に関する成長実感 

 健康面への影響（紙、デ①、デ②） 

 身体の各部位に関する疲労感 

 授業改善に関する所感（全 3 回のアンケートのうち最後のアンケート実施時） 

 「主体的な学び」の達成度 
 「対話的な学び」の達成度 
 「深い学び」の達成度 

 デジタル教科書の使いやすさ（デ②） 
 デジタル教科書を用いることによる、特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上

の困難低減（紙、デ②） 

 【発達障害】デジタル教科書が困難低減に資すると考えられる学習時の要素 
 【日本語指導が必要な（日本語に通じない）】デジタル教科書が困難低減に資

すると考えられる学習時の要素 

 層別分析に必要となる情報（全 3 回のアンケートのうち最初のアンケート実施時） 

 学校外でのスマートフォン・タブレット活用状況 
 学校外での学習時間 

 
※（ ）内は、いつ実施するアンケートでデータを取得するかを示す。なお、各記号の

意味は下記のとおりである。 

 紙：紙の教科書使用期間後 
 デ①：デジタル教科書使用期間（初期） 
 デ②：デジタル教科書使用期間後 
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2) 教師アンケート 

教師アンケートは、実証授業を行った教師のみに実施し、事後ヒアリングにおける質問材

料として活用した。 
 

【教師アンケート調査項目】 
 

 デジタル教科書を用いることによる、資質・能力の三つの柱に関する効果・影響 

 紙の教科書を使用した単元とデジタル教科書を使用した単元を比較した児童

の「思考力、判断力、表現力」の各要素の成長評価 
 紙の教科書を使用した単元とデジタル教科書を使用した単元を比較した児童

の「学びに向かう力、人間性等」の各要素の成長評価 

 
 デジタル教科書を用いることによる、授業改善方法の変化 

 紙の教科書を使用した単元とデジタル教科書を使用した単元を比較した「主

体的な学び」の各要素の実現度 
 紙の教科書を使用した単元とデジタル教科書を使用した単元を比較した「対

話的な学び」の各要素の実現度 
 紙の教科書を使用した単元とデジタル教科書を使用した単元を比較した「深

い学び」の各要素の実現度 

 
 デジタル教科書を用いることによる、教師の負担の変化 

 デジタル教科書を使用しない／使用した場合の授業前・中・後の各作業にか

かる時間 
 

 層別分析に必要となる情報 

 学習者用デジタル教科書の利用状況 
 ICT 機器を活用した授業の実施歴 
 学校外でのスマートフォン・タブレット利用歴 
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3) 保護者アンケート 

学習者用デジタル教科書に関する保護者の意向を把握するため、保護者アンケートを追

加的に実施した。調査結果は、今後、学習者用デジタル教科書を活用するにあたり、学校が

保護者に対して周知しておくべき点として整理し、取りまとめた。 
調査項目は「『デジタル教科書』に関するアンケート結果（小学校・中学校編）4」（文部

科学省、2016）を参考にして作成した。 
 

【保護者アンケート調査項目】 
 

 デジタル教科書に対する期待感・不安感の程度 
 デジタル教科書に期待する事項 
 デジタル教科書に対する懸念・不安 

 
 
なお、保護者がアンケートに回答する際、学習者用デジタル教科書に関する各回答者の予

備知識に差があることが予想され、これが分析結果に影響を及ぼす可能性が懸念された。こ

れを踏まえ、アンケートを依頼する際には下記の工夫を行い、各回答者の予備知識の差によ

る影響を可能な限り排除することを企図した。 

 学習者用デジタル教科書に関する基礎的事項やこれまでの検討経緯を記載した依頼

状の添付 
 学習者用デジタル教科書に関する概要が理解できる資料の添付 
 アンケート回答上必須と思われる学習者用デジタル教科書に関する事項（上記 2 点

よりも端的なもの）を、調査票上部に記載 

  

                                                        
4 文部科学省初等中等教育局教科書課（2016）「『デジタル教科書』に関するアンケート結果（小学校・

中学校編）」（2021 年 3 月 24 日閲覧）

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/110/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2015/12/24/1365538_4.pdf 
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2.5.8 事後ヒアリング 

実証期間中に得られた結果に対する考察と、実証期間中の所感を把握するため、教師を対

象とした事後ヒアリングを行った。事後ヒアリングの調査項目は下記のとおりである。 
 

【教師事後ヒアリング調査項目】 
 

 本実証における授業設計について 

 デジタル教科書活用時、効果の最大化のため特に意識いただいた活動・指導 

 
 デジタル教科書を用いることによる、資質・能力の三つの柱に関する効果・影響 

 児童の評価の根拠となったデータ（テスト、ノート、見取り等） 
 「知識及び技能」について 

 上がった／下がったと考えられる知識・技能とその判断の根拠 
 デジタル教科書やそれを使用した授業方法がどのように寄与したか 
 上記の一層の向上を図るために実施すべきと考えられる取組 

 
 教師アンケート「思考力・判断力・表現力等」の回答について 

 上がった／下がったと考えた根拠 
 デジタル教科書やそれを使用した授業方法がどのように寄与したか 
 上記の一層の向上を図るために実施すべきと考えられる取組 

 
 教師アンケート「学びに向かう力、人間性等」の回答について 

 上がった／下がったと考えた根拠 
 デジタル教科書やそれを使用した授業方法がどのように寄与したか 
 上記の一層の向上を図るために実施すべきと考えられる取組 

 
 その他、単元全体を通じて育成されたと考えられる資質・能力等 

 
 デジタル教科書を用いることによる、授業方法の変化 

 教師アンケート「主体的・対話的で深い学び」について 

 「学習者用デジタル教科書の単元の方ができた」とした項目の回答理由と

対応する授業内の活動 
 「紙の教科書の単元の方ができた」とした項目の回答理由と対応する授業

内の活動 
 上記活動の、学習者用デジタル教科書に代替できる可能性 
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 デジタル教科書の利用状況及び他の教材・ツールとの組み合わせについて 

 本実証におけるデジタル教科書を使用した授業において、デジタル教科書

と紙の教科書を使用した割合及びその理由 
 本実証期間中（単元全体）に用いた教材・ツールと、それぞれのおおよそ

の活用割合 
 それぞれのツールの組み合わせ・使い分けに関する意見 

 

 学習者用デジタル教科書によって変化した「共有」の方法 
（グループでの共有や、クラス全体に向けた発表、教師との共有に関する、紙

の教科書使用時からの変化） 

 
 継続的または単元全体でデジタル教科書を用いることにより期待できる授業

方法の変化、活用方法 

 
 デジタル教科書を用いることによる、教師の負担の変化 

 教師アンケート「デジタル教科書を用いることによる授業前の負担の変化」

について 

 増えた／減ったと考えられる授業準備作業 
 学習者用デジタル教科書を使うことで、より減らせると考えられる授業準

備作業 
 

 教師アンケート「デジタル教科書を用いることによる授業中の負担の変化」

について 

 増えた／減ったと考えられる授業内での指導以外の活動 
 学習者用デジタル教科書を使うことで、より減らせると考えられる指導以

外の活動 
 

 デジタル教科書を用いることによる健康面への影響 

 使用機器について（ディスプレイサイズ、明るさ、画面の反射） 
 実証期間に行った授業（単元全体）のうち、学習者用デジタル教科書を見てい

た平均時間（概算） 
 ICT 機器を使用する際の姿勢や、画面と目との距離（30cm 程度以上離すこ

と）に関する指導の有無 
 端末の画面の反射を抑えることや、画面への映り込みを防止するため、児童

生徒に対し端末の画面の角度を調整する指導の有無 
 具体的な当該指導の頻度や方法 
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 【発達障害、日本語指導が必要な（日本語に通じない）】デジタル教科書を用いる

ことによる、特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上の困難低減 

 紙の教科書使用時とデジタル教科書使用時における、各児童に見られた変化 
 デジタル教科書が困難低減に資すると考えられる学習時の要素 

 
 その他 

 紙の教科書にできて、デジタル教科書にできない活動等の有無 
 デジタル教科書の活用が向く学年・教科 等 

 
 

2.5.9 調査結果の分析 

「2.4.2 検証方法の概略」に記載したとおり、すべての検証項目において「分析①（前後

比較）」「分析②（変化把握）」のいずれかの分析を行った。 
なお、健康影響の分析については重回帰分析を行った。カイ 2 乗検定の方法については下

記のとおりである。 

 使用した教科書種別、姿勢、目と教科書紙面・画面との距離を独立変数、身体への影

響を目的変数とした重回帰分析（強制投入法）を行った。 
 教科書種別はダミー変数として設定し、紙を基準カテゴリとした。 
 目的変数である「身体への影響」は、頭の疲れや痛み、首や肩の疲れや痛み、腰や背

中の疲れや痛み、手の疲れや痛み、目の疲れ、目の乾きの 6 つの身体影響についてそ

れぞれ分析した。 
 本報告書では有意水準を一律で 5%とし、これを下回る場合に「有意」という表現を

用いている。 
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3. 研究協力校における実証 

3.1 朝日町立さみさと小学校・あさひ野小学校 

3.1.1 研究協力校における実証概要 

実証概要は下表のとおりである。 
なお、実証においては「学習者用デジタル教材が『一体となった』デジタル教科書を紙の

教科書に代えて使用する場合の効果・影響を検証すること」を重点的な検証事項として位置

付けた。 

表 3-1 実証概要（朝日町立さみさと小学校、あさひ野小学校） 

教科 算数 英語 
学年 6 年 

クラス数 
2 クラス 

（さみさと小学校：2 クラス） 

3 クラス 
（さみさと小学校：2 クラス、 
あさひ野小学校：1 クラス） 

人数 50 名 67 名 
教科書発行者 東京書籍 三省堂 
学習者用デジタル教

科書の種別 
学習者用デジタル教材が一体となった学習者用デジタル教科書を

使用 

単元 

紙の教科書 比例と反比例 I am hungry. 
デジタル 
教科書 

データの調べ方 It was green. 

主に使用し

た機能 
拡大、書き込み、保存・表示 

拡大、書き込み、保存・表示、機

械音声 
主に使用し

た教材 
― 

朗読、単語をタップすると音読

されるツール 

実証順序 
①紙の教科書を利用する単元5、②学習者用デジタル教科書を利用

する単元の順で実証。 
利用した ICT 機器 タブレット端末、大型提示装置（英語のみ） 

実証前の ICT 機器 
活用状況 

 2020 年度 2 学期より一人 1 台での学習者用デジタル教科書の

活用を開始しており、実証が 2 学期内であったため、実証前

に学習者用デジタル教科書はあまり活用されていなかった。 
 指導者用デジタル教科書は 2015 年度に導入されており、実

証前も概ね毎時間活用していた。 
 その他、授業支援ツール（ロイロノート・スクール）や、ス

クリーン、プロジェクターが各学級 1 台ずつ整備して活用さ

れていた。 

                                                        
5 英語については、毎時間の冒頭 10 分程度はデジタル教材（単語をタップすると朗読されるツール）を

利用した。 
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3.1.2 授業例 

実証期間における学習者用デジタル教科書を使用した授業の一例を下記に示す。 

(1) 算数 

表 3-2 授業例（朝日町立さみさと小学校、算数） 

 形態 授業内容 
学習者用デジタル教科書 

活用ポイント 
導 
入 

一斉 ･ 本時の目標を提示する。  

展 
開 

一斉 ･ ヒストグラムと棒グラフの図を黒

板に貼り、これらの図の違いを児

童が発言する。 
･ 本時の中心的なテーマであるヒス

トグラムに関連した教科書上の重

要な文を、学習者用デジタル教科

書上で拡大し、全員で読み合わせ

る。 

･ 学習者用デジタル教科書上で重要

な文を拡大することで、その他の

領域を隠し、文を読むことに集中

させる。 

一斉 ･ 度数分布表をヒストグラムに表す

活動を行うための手順を黒板で示

す。 

 

個別 ･ 学習者用デジタル教科書を 2 画面

表示にし、左側に度数分布表、右側

にヒストグラムの記入領域を映

す。 
･ 書き込み機能を用いてヒストグラ

ムを作成する。 
･ 教師は机間指導を行う。 

･ 書込み・削除が容易であることを

踏まえ、気付いたことを書いてみ

る、という試行錯誤を促す。 
･ 度数分布表を参照しながらヒスト

グラムを作ることができるよう、2
画面表示にしてもよい旨を伝え

る。 
･ 児童によっては、ヒストグラムの

説明を参照しながら作成してい

た。 
グループ ･ 3～4 名のグループを組む。 

･ 作成したヒストグラムを用いて、

グループでワークシート（平均値

を含む階級を調べたり、散らばり

の特徴を記述したりするもの）を

進める。 

･ 各自分からない単語があれば、2 画

面表示でヒストグラムを映しなが

ら、当該単語の説明が記載されて

いるページを参照していた。 

一斉 ･ ヒストグラムやワークシートの答

えをクラス全体で確認する。 
･ 確認は、黒板に貼ったパネルや大

型提示装置に投影した指導者用デ

ジタル教科書を用いて行う。 
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発表 ･ 作成したヒストグラムの特徴を各

グループの代表から発表する。 
 

ま 
と 
め 

一斉 
個別 

･ ヒストグラムで表現することのメ

リットをクラス全体で確認する。 
･ ノートに本日の振り返りを書き、

クラス全体に共有する。 

 

(2) 外国語（英語） 

表 3-3 授業例（朝日町立さみさと小学校・あさひ野小学校、英語） 

 形態 授業内容 
学習者用デジタル教科書 

活用ポイント 
導

入 
一斉 ･ 指導者用デジタル教科書を大型提

示装置に投影し、 [k]や[g]という

発音から始まる単語を、指導者用

デジタル教科書のリズムに乗せて

発音する。 

 

一斉 ･ 教師が読み上げた単語を、児童が

発音しながら、手元の学習者用デ

ジタル教科書の該当する絵をタッ

プして発音を聞く。 

･ 自身の発音と朗読音声を比較でき

るよう、自身で発音しながら学習

者用デジタル教材の朗読音声を聞

く。 
展

開 
個別 ･ 学習者用デジタル教科書の絵の中

に描かれているものをタップする

と、その単語が朗読音声で発音さ

れるデジタル教材を用いて、順に

各単語の音声を聞いていく。 
･ 発音を聞いた単語は、同じ絵が描

かれているワークシートの該当部

分に蛍光ペンを引いて記録する。 
･ この活動を 2 回繰り返すが、2 回

目は、発音しながらその絵をタッ

プする。 
※蛍光ペンは 1 回目と違う色にす

る。 

･ 発音を聞くべき単語を教師が指定

するのではなく、児童自身が聞き

たい単語の音声を能動的に選択す

る。 
 

一斉 
 

･ 大型提示装置に指導者用デジタル

教科書に描かれた「モノ」を映し、

全員で「It is ….」と発音する。ま

た、その原料を考え「It was ….」
と発音させ、過去形の表現方法を

学ぶ。 

 

グループ ･ 先に使った、絵の中の単語をタッ

プすると朗読音声が再生される教

材には、現在の様子と過去の様子

･ 書込み・削除が容易であることを

踏まえ、思ったことを書いてみる、

という試行錯誤を促す。 
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が描かれているが、変化のあった

項目を〇印で囲み、それらを線で

結んだあと「It is … .」「It was 
….」とペアで発音しあう。 

 
･ この活動を行う前に、教師は指導

者用デジタル教科書を大型提示装

置に投影し、児童が学習者用デジ

タル教科書で行う活動を全体に提

示する。 

･ 学習者用デジタル教科書と同じ画

面を指導者用デジタル教科書で投

影しながら個別学習で行う活動を

説明することにより、児童の行う

活動を明確かつ分かりやすく示

す。 

発表 ･ 学習者用デジタル教科書に書き込

んだ結果を、数人の児童がクラス

全体に共有する。 
･ 共有された結果は、投影している

指導者用デジタル教科書上に教師

が書き込み、共有された情報を可

視化する。 

･ 児童が自身の手元と大型提示装置

を見比べられるよう、学習者用デ

ジタル教科書と同じ指導者用デジ

タル教科書の絵を投影する。 

一斉 ･ 指導者用デジタル教科書にあるサ

ッカーの試合のイラストと応援の

文を大型提示装置に映し、朗読音

声を聞く。 

 

個別 
一斉 

･ 児童の手元で学習者用デジタル教

科書の音声を聞きながら、応援の

文中の[k]から始まる単語には青

線、[g]から始まる単語には赤線を

引く。 
･ 本時の導入で行った活動も参考に

するよう指示する。 
･ 個別学習終了後、大型提示装置上

で解答を確認し、全体で発音する。 

･ 聞き取ることができるまで、何度

でも手元で音声を聞く。 
･ 書込み・削除が容易であることを

踏まえ、思ったことを書いてみる、

という試行錯誤を促す。 

一斉 ･ 机上で実施できるカーリングゲー

ムを書画カメラで映しながら、ク

ラスの代表の児童数名が挑戦す

る。 
･ 残りの児童は全員で先の応援を行

う。 

 

ま

と

め 

個別 ･ ワークシートに本日の振り返りを

記入する。 
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3.1.3 アンケート等調査結果 

以下にアンケート等の調査結果を示す。今回の実証では紙の教科書と学習者用デジタル

教科書で異なる単元で実証をしているため、一律の比較ができないことに留意が必要であ

る。 

(1) 算数 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力、人間性等」のいずれにおいても、できた（「できた」「少し

できた」の合計）と回答した割合は、紙の教科書、デジタル教科書で同等程度である。 

 

 

図 3-1 「知識・技能」の自己評価（さみさと小学校：算数） 
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図 3-2 「思考力、判断力、表現力等」の自己評価（さみさと小学校：算数） 

 

 

 

図 3-3 「学びに向かう力、人間性等」の自己評価（さみさと小学校：算数） 

  

32.6 

52.2 

34.7 

26.5 

32.6 

17.4 

46.9 

36.7 

28.3 

19.6 

14.3 

24.5 

6.5 

6.5 

4.1 

8.2 

4.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普段の生活の中のどんなところに比例の関係があるか分かり
ましたか。

普段の生活の中にある比例の関係を、式か表かグラフで表
すことができましたか。

自分が考えたことや計算方法を振り返って、もっとよい考え方
や計算方法がないかを、粘り強く考えることができましたか。

今回学習したことを次の学習やふだんの生活に活かしていこ
うと思うことができましたか。

紙
の

教
科

書
（

比
例

と反
比

例
）

[N
=

46
]

デ
ジ

タル
教

科
書

（
デ

ー
タの

調
べ

方
）

[N
=

49
]

できた 少しできた どちらともいえない あまりできなかった できなかった

15.2 

21.7 

16.3 

26.5 

32.6 

37.0 

34.7 

30.6 

26.1 

30.4 

26.5 

24.5 

17.4 

4.3 

18.4 

14.3 

8.7 

6.5 

4.1 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分が考えたことや計算方法を振り返って、もっとよい考え
方や計算方法がないかを、粘り強く考えることができました

か。

今回学習したことを次の学習やふだんの生活に活かしてい
こうと思うことができましたか。

自分が考えたことや計算方法を振り返って、もっとよい考え
方や計算方法がないかを、粘り強く考えることができました

か。

今回学習したことを次の学習やふだんの生活に活かしてい
こうと思うことができましたか。
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2) 授業方法 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、ほぼすべての項目においてデジタ

ル教科書の方がそう感じる（「そう感じる」「ややそう感じる」の合計）と回答した割合が

高い。特に、デジタル教科書の方がそう感じるという回答が多い項目として、「7. いろいろ

な情報を集める活動ができる授業だった」「11. 友だちと一緒に考えをつくり上げる活動を

おこなえる授業だった」が挙げられる。 
実証後に実施した教師ヒアリングでは、学習者用デジタル教科書のもつ「すぐに書き込め、

すぐに消せる」という特性を活かし、躊躇なく自身の考えを書き込めることを意識した活動

を行ったとの意見があった。 

 

図 3-4 授業方法に関する評価（さみさと小学校：算数）  
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4. 粘り強く取り組める授業だった

5. 学習を振り返り、次の学習につなげることのできる授業だった

6. 友だちと、お互いの考えを比べることのできる授業だった

7. いろいろな情報を集める活動ができる授業だった

8. 自分の考えたことを、文字や図にして書いたり、他の人に話したりするこ
とができる授業だった

9. いろいろな方法で他の人に説明する活動をおこなえる授業だった

10. 資料をつかって、おとなや昔の人たちの考え方をヒントに考えられる授
業だった

11. 友だちと一緒に考えをつくり上げる活動をおこなえる授業だった

12. 自分自身で考えたり、新しい疑問を発見できたりする授業だった

13. 知っていることや、できることが増える授業だった

14. 自分が知っていることやできることを使って活動を行うことのできる授業
だった
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16. 自分の知っていることやできることを、他の人にも分かりやすいように表
現したり説明したりする活動を行える授業だった
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3) 学習成果 

学習成果の評価は、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」については、いずれも

宿題、ドリル、授業中の様子、ノートへの書き込み及びペーパーテストにより行った。また、

実証順序は、①紙の教科書を利用する単元、②学習者用デジタル教科書を利用する単元であ

る。 
単元が異なるため一律に比較することはできないが、「知識・技能」については、紙の教

科書の方が評価が良い児童が多かった。これは、取り扱った単元の差によるものが大きいと

の報告が教師よりあった。実際、図 3-5 で示しているグラフからも分かるように、紙の教科

書で扱った単元の方が平均点が高いことが分かる。また、現状では書き込んだ結果を保存で

きないことにより、自身で見直しづらかったことも影響しているのではないかとの意見が

あった。「思考力・判断力・表現力等」については同等程度であった。 
 

  

図 3-5 「知識・技能」の評価の分布（さみさと小学校：算数）6 
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表 3-4 「知識・技能」の評価（さみさと小学校：算数） 

 
 

  

図 3-6 「思考力、判断力、表現力等」の評価の分布（さみさと小学校：算数）7 

 

表 3-5 「思考力、判断力、表現力等」の評価（さみさと小学校：算数） 

  

                                                        
7 赤線は平均点を示す。 
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4) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間

未満」、休日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、その他の回答もほぼ均等に分布してい

た。 

 

図 3-7 1 日あたりのスマートフォン利用時間（さみさと小学校：算数） 

 
学校外での学習時間は、平日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間未満」、

休日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間未満」であった。 

 

図 3-8 1 日あたりの学校外での学習時間（さみさと小学校：算数） 
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(2) 英語 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、全般的には「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」のいずれにおいてもデジタル教科書の方

ができた（「できた」「少しできた」の合計）と回答した割合が高い。 
 

 

図 3-9 「知識・技能」の自己評価（朝日町立さみさと小学校・あさひ野小学校：英語） 
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図 3-10 「思考力、判断力、表現力等」の自己評価（朝日町立さみさと小学校・あさひ

野小学校：英語） 

 

 

図 3-11 「学びに向かう力、人間性等」の自己評価（朝日町立さみさと小学校・あさひ

野小学校：英語） 
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2) 授業方法 

すべての項目においてデジタル教科書の方がそう感じる（「そう感じる」「ややそう感じ

る」の合計）と回答した割合が高い。特に、デジタル教科書の方がそう感じるという回答が

多い項目として、「8. 自分の考えたことを、文字や図にして書いたり、他の人に話したりす

ることができる授業だった」「4. 粘り強く取り組める授業だった」が挙げられる。なお、単

元特性による差に留意が必要である。 
実証後に実施した教師ヒアリングでは、学習者用デジタル教科書に付属する教材の「何度

も音声を聞き直せる」という特性を活かし、個に応じた学習を充実させることを意識した指

導・活動を行ったとの意見があった。紙の教科書の使用時には、指導者用デジタル教科書の

音声や ALT の発音をすべての児童が同じタイミングで何回か聞く、という活動であったが、

学習者用デジタル教科書では、発音が分からない単語や興味のある単語を何度でも聞ける

ので、そのような児童の活動を促進できるような指導が行われていた。 
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図 3-12 授業方法に関する評価（朝日町立さみさと小学校・あさひ野小学校：英語） 
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3) 学習成果 

学習成果の評価は、「知識・技能」についてはペーパーテストを中心として、「思考・判

断・表現」については ALT や教師とのコミュニケーションテストを中心として、「主体的

な学習態度」については、発表や授業中の発言・行動観察、児童による自己評価・相互評価、

ALT や教師とのコミュニケーションテスト、その他クイズづくり等の活動をもとに行った。

また、実証順序は、①紙の教科書を利用する単元、②学習者用デジタル教科書を利用する単

元である。 
単元が異なるため一律に比較することはできないが、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「主体的な学習態度」のいずれの項目においても、デジタル教科書の方が評価が

よい児童が多かった。特に「主体的な学習態度」において差が大きかった。 
 

 

図 3-13 各資質・能力の評価の差異（朝日町立さみさと小学校・あさひ野小学校：英

語） 
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4) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間

未満」、休日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、その他の回答もほぼ均等に分布してい

た。 

 

図 3-14 1 日あたりのスマートフォン利用時間（朝日町立さみさと小学校・あさひ野小学

校：英語） 

 
学校外での学習時間は、平日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間未満」、

休日は「1 時間～2 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間未満」であった。 

 

図 3-15 1 日あたりの学校外での学習時間（朝日町立さみさと小学校・あさひ野小学校：

英語） 
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3.2 荒川区立第一日暮里小学校 

3.2.1 研究協力校における実証概要 

実証概要は下表のとおりである。 
なお、実証においては「コンテンツ付随のないデジタル教科書を紙の教科書に代えて使用

する場合の効果・影響を検証すること」を重点的な検証事項として位置付けた。ただし、一

部の授業において、紙の教科書における二次元バーコードから閲覧できるコンテンツを使

用している（二次元バーコードにより参照したコンテンツは、下表「主に使用した教材」に

含めている）。 

表 3-6 実証概要（荒川区立第一日暮里小学校） 

教科 国語 算数 社会 
学年 5 年 4 年 6 年 

クラス数 1 クラス 
1 クラス 

（習熟度別クラス） 
1 クラス 

人数 31 名 12 名 29 名 
教科書発行者 光村図書 東京書籍 東京書籍 
学習者用デジタル

教科書の種別 
学習者用デジタル教材の付随のない学習者用デジタル教科書を使用 

単

元 
 

紙の教科書 
想像力のスイッチを

入れよう 
面積のはかりかたと

表し方 
町人の文化と 
新しい学問 

デジタル 
教科書 

固有種が教えて 
くれること 

計算のやくそくを 
調べよう 

明治の国づくりを 
進めた人々 

主に使用した

機能 
拡大、書き込み、保

存・表示 
拡大、書き込み、保存・

表示 
拡大、書き込み、保存・

表示 

主に使用した

教材 
抜き出し、参考資料

（画像） 

ドリル、動画、シミュ

レーション、アニメー

ション、ワークシート 

指導者用デジタル教

科書 

実証順序 
①学習者用デジタル教科書を利用する単元、②紙の教科書を利用する

単元の順で実証。 

利用した ICT 機器 タブレット端末、大型提示装置、書画カメラ、授業支援ツール 

実証前の ICT 機器 
活用状況 

 2020 年度 2 学期より学習者用デジタル教科書の活用を開始して

おり、実証が 2 学期内であったため、実証前に学習者用デジタル

教科書はあまり活用されていなかった。 
 タブレット端末は 5 年前に整備が完了していた。 
 指導者用デジタル教科書は実証前から日常的に利用されていた。 
 その他、大型提示装置への NHK for School の投影や、書画カメ

ラの使用がされていた。 
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3.2.2 授業例 

実証期間における学習者用デジタル教科書を使用した授業の一例を下記に示す。 

(1) 国語 

表 3-7 授業例（荒川区第一日暮里小学校、国語） 

 形態 授業内容 学習者用デジタル教科書 
活用ポイント 

導

入 
一斉 ･ 黒板に課題（文章の構成を考えて

大まかな内容をとらえよう）を板

書し、前回までの内容を振り返る。 

 

一斉 ･ 学習者用デジタル教科書の本文

に、太い線と細い線を使い分けて

線を引いている事例を紹介する

（太い線が重要な部分、細い線が

その理由）。 
･ 今日の授業で使う線の色を指定す

る。 

･ 学習者用デジタル教科書上で、文

や語句の役割（作者の主張、その

根拠等）に合わせて色を変えて書

き込みを行わせ、児童の考えが整

理できるよう工夫する。 

展

開 
発表 ･ 「この段落をまとめるとどのよう

なことが書いてあるか」を問いか

け、数人の児童に発表させる。児

童が発表する際は、その児童の端

末の画面を大型提示装置に投影す

る。 
･ 全員にその意見でよいかを問い、

他の意見の発表を促す。全体とし

て合意が取れたら、その内容を黒

板にまとめ、児童はそのまとめを

ノートに書き写す。 
※当該活動を複数段落で実施。 

･ 意見の共有がしやすくなるよう、

児童の学習者用デジタル教科書の

画面を大型提示装置で投影する。 
･ ノートにまとめとして書くほどの

ことでなくても、気付きを積極的

に学習者用デジタル教科書に書き

込む児童もいた。 

発表 ･ 本時までに扱った文章全体の内容

を再確認したのち、文章を 2 つに

分けるとしたらどこで区切るかを

問いかけ、数人の児童に発表させ

る。意見が割れたのを受け、それ

ぞれの理由を問う。 
･ 児童の発表内容を、大型提示装置

に投影中の教師の学習者用デジタ

ル教科書に書き込む。 
･ 児童の意見をまとめ、区切る位置

を確認する。 

 
 
 
 
 
 
･ 児童と同様の画面に書き込みを行

い、発表内容や意見を視覚的に共

有する。 

ま

と

め 

個別 ･ ノートに今日の学習感想を書か

せ、回収する。 
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(2) 算数 

表 3-8 授業例（荒川区第一日暮里小学校、算数） 

 形態 授業内容 
学習者用デジタル教科書 

活用ポイント 
導

入 
一斉 ･ 教師が、簡単な掛け算を用いて難

しい掛け算の解き方を考えること

を説明する。 
･ 大型提示装置に問題を提示すると

ともに、同じ問題を黒板に板書す

る。児童は問題をノートに書き写

す。 

 

個別 ･ 児童に問題を解かせる。簡単な掛

け算を活用して解いたことがわか

るよう、途中式を書くよう指示す

る。 
･ ノートで問題を解かせていたが、

児童からの希望により学習者用デ

ジタル教科書の使用に変更する。 
･ 大型提示装置に、途中式が穴抜き

になった学習者用デジタル教科書

のページを表示し、児童にも同じ

ページで問題に取り組むよう指示

する。 
･ 教師は机間指導を行う。 

 
 
 
 
 
 
･ 学習者用デジタル教科書上での書

込み・削除が容易であることを踏

まえ、思ったことを書いてみる、

という試行錯誤を促す。 
 

一斉 ･ 数人の児童の学習者用デジタル教

科書画面を大型提示装置に投影し

て答えを発表させ、その内容を板

書する。児童全体に今の答えでよ

いかを尋ねる。 
･ 黒板に注目させ、昨日学んだ計算

の決まり（「交換」）を用いている

ことを確認する。 

･ 意見の共有がしやすくなるよう、

児童の画面をそのまま大型提示装

置で投影する。 
 

展

開 
一斉 ･ 今日のめあてを黒板に板書する。

児童は一旦端末をしまい、ノート

にめあてを書き写す。 
･ 大型提示装置に、学習者用デジタ

ル教科書上のいくつかの掛け算が

並んだページを提示し、掛け算の

性質を見つけたら余白に書き込む

よう指示する。書き込んだあとは

スクリーンショットを撮って保存

し、ノートにまとめることも指示

･ 試行錯誤の際は学習者用デジタル

教科書、学びの結果を記録するの

はノート、というように、デジタ

ルとアナログを使い分ける。 
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 形態 授業内容 
学習者用デジタル教科書 

活用ポイント 
する。 

個別 ･ 児童は各自の学習者用デジタル教

科書で問題に取り組む。 
･ 教師は机間指導を行う。 

･ 書込み・削除が容易であることを

踏まえ、思ったことを書いてみる、

という試行錯誤を促す。 
グループ ･ 隣同士で答えを見せ合わせる。  
発表 ･ 児童の学習者用デジタル教科書の

画面を大型提示装置に投影して答

えを発表させ、その内容を板書す

る。 

･ 意見の共有がしやすくなるよう、

児童の画面をそのまま大型提示装

置で投影する。 

一斉 ･ まとめを黒板に板書する。児童は

それをノートに書き写す。 
 

一斉 ･ 大型提示装置に問題を提示し、も

とにした簡単な掛け算がわかるよ

う、途中式を書きつつ解くよう指

示する。 

 

個別 ･ 児童はノートで問題に取り組む。  
発表 ･ 数人の児童に答えと考え方を発表

させ、発表内容を板書し解説する。 
 

ま

と

め 

個別 ･ ノートに今日の振り返り（わかっ

たこと、できるようになったこと、

気づいたこと、興味を持って学習

したこと、頑張ったこと等）を書

かせ、回収する。 
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(3) 社会 

表 3-9 授業例（荒川区第一日暮里小学校、社会） 

 形態 授業内容 
学習者用デジタル教科書 

活用ポイント 
導

入 
一斉 
発表 

･ 大型提示装置に学習者用デジタル

教科書から 2 つの写真（高麗家住

宅（江戸時代）と旧開智学校（明治

時代））を提示し、何が変わったか

を考えさせる。 
･ 何人かを指して発表させ、児童の

発表内容を、教師が黒板に板書す

る。 

 

グループ 
発表 

･ 上記の写真の違いについて、周囲

の児童と少し話し合わせたあと、

再度何人かを指して発表させ、児

童の発表内容を、教師が黒板に板

書する。 

 

展

開 
個別 ･ 大型提示装置に学習者用デジタル

教科書から別の 2 つの絵（江戸時

代の寺子屋の様子と明治時代の学

校の様子）を提示したのち、各自

の学習者用デジタル教科書で同じ

資料を表示させ、見比べて変わっ

たところを書き込ませる。 

･ 書込み・削除が容易であることを

踏まえ、思ったことを書いてみる、

という試行錯誤を促す。 
･ 拡大機能により、写真や図の細か

い部分まで確認するよう指導す

る。 

個別 ･ 書き込みが終わった児童には、ス

クリーンショットを撮って保存さ

せ、書き込んだ画面のまま端末を

閉じさせる。気付きは別途ノート

にまとめさせる。 

 

発表 
 

･ 教師が数人の児童を指し、その児

童の学習者用デジタル教科書の画

面を大型提示装置に投影し、気づ

いたことを発表させる。 
･ 児童の発表内容を、教師が黒板に

板書する。 

･ 発表する児童が、自分の思考の過

程を見せながら発表できるよう、

児童の画面をそのまま大型提示装

置で投影する。 

一斉 ･ 大型提示装置で、江戸時代と明治

時代の学校に関する映像を視聴さ

せる。 
 

･ 映像は指導者用デジタル教科書を

使用する。 

個別 ･ 各自の学習者用デジタル教科書で ･ 上記同様、試行錯誤を促す。 
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 江戸時代と明治時代の日本橋の絵

を比較させ、変わったところを書

き込ませる。教師は机間指導を行

う。 
グループ 

 
･ 江戸時代と明治時代の日本橋の比

較について、気づいた点を隣同士

で共有させる。 

 

発表 ･ 教師が数人の児童を指し、その児

童の学習者用デジタル教科書の画

面を大型提示装置に投影し、気づ

いたことを発表させる。児童の発

表内容を、教師が黒板に板書する。 

･ 気付きの種類に合わせて色を変え

て書き込みを行わせ、児童の考え

が整理できるよう工夫する。 

ま

と

め 

個別 ･ 端末を閉じさせ、今日の学習感想

（これから知りたいこと・勉強し

たいこと、疑問等）をノートにま

とめさせる。 
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3.2.3 アンケート等調査結果 

以下にアンケート等の調査結果を示す。今回の実証では紙の教科書と学習者用デジタル

教科書で異なる単元で実証をしているため、一律の比較ができないことに留意が必要であ

る。 

(1) 国語 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、全般的には「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」のいずれにおいてもデジタル教科書の方

ができた（「できた」「少しできた」の合計）と回答した割合が高い。 
 

 

図 3-16 「知識・技能」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：国語） 
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図 3-17 「思考力、判断力、表現力等」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：国

語） 
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図 3-18 「学びに向かう力、人間性等」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：国

語） 
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図 3-19 授業方法に関する評価（荒川区立第一日暮里小学校：国語） 
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6. 友だちと、お互いの考えを比べることのできる授業だった

7. いろいろな情報を集める活動ができる授業だった

8. 自分の考えたことを、文字や図にして書いたり、他の人に話したりすることができ
る授業だった

9. いろいろな方法で他の人に説明する活動をおこなえる授業だった

10. 資料をつかって、おとなや昔の人たちの考え方をヒントに考えられる授業だった

11. 友だちと一緒に考えをつくり上げる活動をおこなえる授業だった

12. 自分自身で考えたり、新しい疑問を発見できたりする授業だった

13. 知っていることや、できることが増える授業だった

14. 自分が知っていることやできることを使って活動を行うことのできる授業だった

15. 自分の思いや考えと結)びつけて考えることのできる授業だった

16. 自分の知っていることやできることを、他の人にも分かりやすいように表現したり
説明したりする活動を行える授業だった

17. 自分の考えを創り上げる活動が行える授業だった

18. 新たなものを創り上げる活動を行える授業だった

デジタル教科書の方がそう感じる デジタル教科書の方がややそう感じる どちらも同じぐらい
紙の教科書の方がややそう感じる 紙の教科書の方がそう感じる

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び

[N=31]

＜単元＞デジタル教科書：固有種が教えてくれること ／ 紙の教科書：想像力のスイッチを入れよう
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3) 学習成果 

学習成果の評価は、「知識・技能」については授業中の発言・行動観察、ノートの記述、

及びペーパーテスト、「思考力、判断力、表現力等」については、論述・レポート、ノート

の記述、行動観察及びペーパーテスト、「主体的に学習に取り組む態度」については、論述・

レポート、ノートの記述、授業中の発言・行動観察及びペーパーテストを用いて行った。ま

た、実証順序は、①学習者用デジタル教科書を利用する単元、②紙の教科書を利用する単元

である。 
単元が異なるため一律に比較することはできないが、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」のいずれにおいても評価は同等程度であった。 
 

※表中の数字は評価を示し、数字が大きいほど高評価であることを示し、各枠中の数字は当

該評価に該当する児童の人数を示す。例えば、表 3-10 において、紙の教科書を使用した単

元での評価が 2、デジタル教科書を使用した単元での評価が 3 であった児童は 1 人である。 
 

表 3-10 「知識・技能」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：国語） 

 
 

表 3-11 「思考力、判断力、表現力等」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：国語） 

  
 

表 3-12 「主体的に学習に取り組む態度」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：国語） 

   

[N=30]
デジタル

紙
3 5 0 0
2 1 22 0
1 0 1 1

3 2 1

<単元＞紙の教科書：想像力のスイッチを入れよう／デジタル教科書：固有種が教えてくれること

[N=31]
デジタル

紙
3 4 1 0
2 2 22 0
1 0 0 2

<単元＞紙の教科書：想像力のスイッチを入れよう／デジタル教科書：固有種が教えてくれること

3 2 1

[N=31]
デジタル

紙
3 8 2 0
2 1 20 0
1 0 0 0

3 2 1

<単元＞紙の教科書：想像力のスイッチを入れよう／デジタル教科書：固有種が教えてくれること
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4) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「使わない」が最も多く、次いで「1 時間未満」、休

日は「1 時間未満」が最も多く、次いで「使わない」であった。 

 

図 3-20 1 日あたりのスマートフォン利用時間（荒川区立第一日暮里小学校：国語） 

 
学校外での学習時間は、平日は「1 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間～2 時間未満」、

休日は「1 時間未満」が最も多かった。 

 

図 3-21 1 日あたりの学校外での学習時間（荒川区立第一日暮里小学校：国語） 

  

23.3 

36.7 

26.7 

26.7 

20.0 

16.7 

10.0 

10.0 

10.0 

3.3 

3.3 

6.7 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマホ利用時間（休日）
[N=30]

スマホ利用時間（平日）
[N=30]

使わない 1時間未満 1時間～2時間未満 2時間～3時間未満

3時間～4時間未満 4時間～5時間未満 5時間～6時間未満 6時間以上

13.3 

3.3 

40.0 

26.7 

16.7 

20.0 

10.0 

16.7 

3.3 

13.3 13.3 

3.3 

3.3 

13.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校外での学習時間（休日）
[N=30]

学校外での学習時間（平日）
[N=30]

していない 1時間未満 1時間～2時間未満 2時間～3時間未満

3時間～4時間未満 4時間～5時間未満 5時間～6時間未満 6時間以上
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(2) 算数 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、全般的には「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力等」については同等程度である。「学びに向かう力、人間性等」については

「できた」と「少しできた」の合算値は同等程度であるが、「できた」のみの割合は減少し

ている。これについて、教師からは、①単元特性の違いによる要因と、②振り返りの行いや

すさの違いが大きいのではないかとの意見があった。 
②について、紙の教科書やノート等、紙面で振り返りを行う場合、これまでの考えを並べ

て比較する等して振り返りができるのに対し、学習者用デジタル教科書だと画面を並べる

ことが難しいために、「できた」とした児童の数が減少したのではないかと考えられるとの

ことだった。 
 

 

図 3-22 「知識・技能」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：算数） 

 

83.3 

100.0 

100.0 

91.7 

91.7 

91.7 

8.3 

8.3 

8.3 

8.3 8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１㎠、１㎡、１㎢の大きさが分かりましたか。

正方形や長方形の面積の求め方が分かりましたか。

長方形を組み合わせた図形の面積を求めることがで
きましたか。

（ ）をつかった式を正しく計算することができました
か。

たし算、ひき算、かけ算、わり算が混ざった式を正しく
計算することができましたか。

計算には分配のきまり、交かんのきまり、結合のきまり
があることが分かりましたか。

紙
の

教
科

書
(面

積
の

は
か

り
か

た
と表

し方
) 

[N
=

12
]

デ
ジ

タル
教

科
書

(計
算

の
や

くそ
くを

調
べ

よ
う)

 [
N=

12
]

できた 少しできた どちらともいえない あまりできなかった できなかった
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図 3-23 「思考力、判断力、表現力等」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：算

数） 

  

100.0 

100.0 

100.0 

91.7 

83.3 

8.3 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80%100%

長方形を組み合わせた図形の面積を求めることができ
ましたか。

学習を通じて、正方形や長方形の面積は１ｃ㎡や
１㎡のいくつ分かで表せるのかが分かりましたか。

長方形を組み合わせた図形の面積の学習で、友だち
の考えを式や図をみて分かりましたか。

友だちの式をみて、その友だちがどんな考えをしたのかが
分かりましたか。

計算をかんたんにするために、計算のきまりを使いました
か。

紙
の

教
科

書
(面

積
の

は
か

りか
た

と表
し方

)[
N=

12
]

デ
ジ

タル
教

科
書

(計
算

の
や

くそ
くを

調
べ

よ
う)

 [
N=

12
]

できた 少しできた どちらともいえない あまりできなかった できなかった
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図 3-24 「学びに向かう力、人間性等」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：算

数） 

 

2) 授業方法 

ほぼすべての項目においてデジタル教科書の方がそう感じる（「そう感じる」「ややそう

感じる」の合計）と回答した割合が高い。特に、デジタル教科書の方がそう感じるという回

答が多い項目として、「7. いろいろな情報を集める活動ができる授業だった」「5. 学習を

振り返り、次の学習につなげることのできる授業だった」「6. 友だちと、お互いの考えを比

べることのできる授業だった」が挙げられる。なお、単元特性による差に留意が必要である。 
実証後に実施した教師ヒアリングでは、学習者用デジタル教科書のもつ「試行錯誤ができ

る」という特性を活かしつつ、その結果を積極的に他の児童と共有できるような活動を行っ

たとの意見があった。 
 
 

100.0 

91.7 

41.7 

66.7 

50.0 

25.0 

8.3 

8.3 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分が考えたことを振り返って、もっとよい考え方がないか
を、粘り強く考えることができましたか。

今回学習したことを次の学習やふだんの生活に活かしてい
こうと思うことができましたか。

自分が考えたことや計算方法を振り返って、もっとよい考え
方や計算方法がないかを、粘り強く考えることができまし…

今回学習したことを次の学習やふだんの生活に活かしてい
こうと思うことができましたか。

紙
の

教
科

書
(面

積
の

は
か

りか
た

と表
し方

) 
[N

=
12

]

デ
ジ

タル
教

科
書

(計
算

の
や

くそ
くを

調
べ

よ
う)

 
[N

=
12

]

できた 少しできた どちらともいえない あまりできなかった できなかった
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図 3-25 授業方法に関する評価（荒川区立第一日暮里小学校：算数） 

  

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

41.7 

41.7 

50.0 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

8.3 

50.0 

25.0 

33.3 

25.0 

33.3 

25.0 

33.3 

41.7 

33.3 

50.0 

50.0 

41.7 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

8.3 

8.3 

8.3 

8.3 

8.3 

8.3 

16.7 

25.0 

25.0 

33.3 

16.7 

33.3 

16.7 

25.0 

33.3 

8.3 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1. 興味や関心をもてる授業だった

2. このあと、どのような学習を行うのか、見通しを持てる授業だった

3. 自分自身のことと結びつけて考えられる授業だった

4. 粘り強く取り組める授業だった

5. 学習を振り返り、次の学習につなげることのできる授業だった

6. 友だちと、お互いの考えを比べることのできる授業だった

7. いろいろな情報を集める活動ができる授業だった

8. 自分の考えたことを、文字や図にして書いたり、他の人に話したりすることができる
授業だった

9. いろいろな方法で他の人に説明する活動をおこなえる授業だった

10. 資料をつかって、おとなや昔の人たちの考え方をヒントに考えられる授業だった

11. 友だちと一緒に考えをつくり上げる活動をおこなえる授業だった

12. 自分自身で考えたり、新しい疑問を発見できたりする授業だった

13. 知っていることや、できることが増える授業だった

14. 自分が知っていることやできることを使って活動を行うことのできる授業だった

15. 自分の思いや考えと結)びつけて考えることのできる授業だった

16. 自分の知っていることやできることを、他の人にも分かりやすいように表現したり
説明したりする活動を行える授業だった

17. 自分の考えを創り上げる活動が行える授業だった

18. 新たなものを創り上げる活動を行える授業だった

デジタル教科書の方がそう感じる デジタル教科書の方がややそう感じる どちらも同じぐらい
紙の教科書の方がややそう感じる 紙の教科書の方がそう感じる

[N=12]

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び

＜単元＞デジタル教科書：計算のやくそくを調べよう ／ 紙の教科書：面積のはかりかたと表し方
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3) 学習成果 

学習成果の評価は、「知識・技能」については授業中の発言、行動観察、ノートの記述、

学習者用デジタル教科書使用時の書き込み等の状況（スクリーンショット）及びペーパーテ

ストを用いて行った。「思考力、判断力、表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」につ

いては、これらの評価に加え、児童による自己評価・相互評価、グループでの話合いにより

評価した。また、算数では習熟度別指導を行っており、本実証の対象クラスは上位層であっ

た。なお、実証順序は、①学習者用デジタル教科書を利用する単元、②紙の教科書を利用す

る単元である。 
単元が異なるため一律に比較することはできないが、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」のいずれにおいても評価は同等程度以上であっ

た。 
 

表 3-13 「知識・技能」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：算数） 

  
 

表 3-14 「思考力、判断力、表現力等」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：算数） 

  
 

表 3-15 「主体的に学習に取り組む態度」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：算数） 

  
 

  

[N=12]
デジタル

紙
3 8 0 0
2 4 0 0
1 0 0 0

3 2 1

<単元＞紙の教科書：面積のはかりかたと表し方／デジタル教科書：計算のやくそくを調べよう

[N=12]
デジタル

紙
3 4 1 0
2 2 5 0
1 0 0 0

2 1

<単元＞紙の教科書：面積のはかりかたと表し方／デジタル教科書：計算のやくそくを調べよう

3

[N=12]
デジタル

紙
3 6 0 0
2 2 4 0
1 0 0 0

3 2 1

<単元＞紙の教科書：面積のはかりかたと表し方／デジタル教科書：計算のやくそくを調べよう
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4) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「1 時間未満」と「2 時間～3 時間未満」が多く、休

日は「1 時間～2 時間未満」が最も多かった。 

 
 

図 3-26 1 日あたりのスマートフォン利用時間（荒川区立第一日暮里小学校：算数） 

 
学校外での学習時間は、平日は「2 時間～3 時間未満」と「3 時間～4 時間未満」が多く、

休日は「1 時間～2 時間未満」が最も多かった。 

 

図 3-27 1 日あたりの学校外での学習時間（荒川区立第一日暮里小学校：算数） 
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学校外での学習時間（休日）
[N=12]

学校外での学習時間（平日）
[N=12]

していない 1時間未満 1時間～2時間未満 2時間～3時間未満

3時間～4時間未満 4時間～5時間未満 5時間～6時間未満 6時間以上
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(3) 社会 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力、人間性等」のいずれにおいてもデジタル教科書の方ができた

（「できた」「少しできた」の合計）と回答した割合が高い。 
 

 

図 3-28 「知識・技能」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：社会） 
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歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学などの町人の文化や新しい
学問がどのようなものか分かりましたか。

江戸時代の町人の文化を生み出していた人や、新しい学
問の研究をしていた人がどのような人か分かりましたか。

地図や絵、年表などの資料をよく見て、わかったことを自分な
りに、または、友だちといっしょにまとめることができましたか。

ペリーなどの来航をきっかけに日本が開国したことが分かりま
したか。

西郷隆盛、大久保利通、木戸孝允などの働きによって、江
戸幕府が終わり、新しい時代が始まったことが分かりまし…

明治政府の方針の五箇条の御誓文や、廃藩置県や富国
強兵などの明治新政府の改革がどのようなものか分かりま…

文明開化や全ての国民が平等になったことが分かりました
か。

自由民権運動がどのようなもので、なぜそのような運動が広
がったのか分かりましたか。

大日本帝国憲法がどのようなもので、憲法の制定に伊藤博
文が中心的にかかわっていたことが分かりましたか。

地図や絵、年表などの資料をよく見て、わかったことを自分な
りに、または、友だちといっしょにまとめることができましたか。
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できた 少しできた どちらともいえない あまりできなかった できなかった
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図 3-29 「思考力、判断力、表現力等」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：社

会） 
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図 3-30 「学びに向かう力、人間性等」の自己評価（荒川区立第一日暮里小学校：社

会） 

 

2) 授業方法 

すべての項目においてデジタル教科書の方がそう感じる（「そう感じる」「ややそう感じ

る」の合計）と回答した割合が高い。特に、デジタル教科書の方がそう感じるという回答が

多い項目として、「7. いろいろな情報を集める活動ができる授業だった」が挙げられる。な

お、単元特性による差に留意が必要である。 
実証後に実施した教師ヒアリングでは、①拡大機能で資料を拡大して資料を読み取る活
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示ができる機能が備わっていたため、離れたページ間の比較を行う活動を取り入れた点を

意識した授業設計を行ったとの意見があった。 
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図 3-31 授業方法に関する評価（荒川区立第一日暮里小学校：社会） 
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16. 自分の知っていることやできることを、他の人にも分かりやすいように表現したり
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＜単元＞デジタル教科書：明治の国づくりを進めた人々 ／ 紙の教科書：町人の文化と新しい学問
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3) 学習成果 

学習成果の評価は、「知識・技能」についてはペーパーテストを中心としつつ、授業中の

発言・行動観察も加味して行った。「思考力、判断力、表現力等」については、ペーパーテ

スト、レポート、ノートの記述や授業中の行動観察、また「主体的に学習に取り組む態度」

については、レポートや授業中の発言、ノートの記述や授業中の行動観察で行った。また、

実証順序は、①学習者用デジタル教科書を利用する単元、②紙の教科書を利用する単元であ

る。 
単元が異なるため一律に比較することはできないが、「知識・技能」「思考力・判断力・

表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」のいずれにおいても評価は同等程度以上であっ

た。 

表 3-16 「知識・技能」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：社会） 

  
 

表 3-17 「思考力、判断力、表現力等」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：社会） 

  
 

表 3-18 「主体的に学習に取り組む態度」の評価（荒川区立第一日暮里小学校：社会） 

  
  

[N=29]
デジタル

紙
3 12 3 0
2 4 9 1
1 0 0 0

3 2 1

<単元＞紙の教科書：町人の文化と新しい学問／デジタル教科書：明治の国づくりを進めた人々

[N=29]
デジタル

紙
3 8 2 0
2 4 12 1
1 0 2 0

2 1

<単元＞紙の教科書：町人の文化と新しい学問／デジタル教科書：明治の国づくりを進めた人々

3

[N=29]
デジタル

紙
3 10 3 0
2 3 9 0
1 0 3 1

3 2 1

<単元＞紙の教科書：町人の文化と新しい学問／デジタル教科書：明治の国づくりを進めた人々
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4) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「1 時間未満」が最も多く、次いで「使わない」、休

日は「1 時間未満」が最も多く、次いで「使わない」であった。 

 

図 3-32 1 日あたりのスマートフォン利用時間（荒川区立第一日暮里小学校：社会） 

 
学校外での学習時間は、平日は「4 時間～5 時間未満」が最も多く、次いで「1 時間～2 時

間未満」、休日は「6 時間以上」が最も多かった。 

 

図 3-33 1 日あたりの学校外での学習時間（荒川区立第一日暮里小学校：社会） 
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3.3 D 校 

3.3.1 研究協力校における実証概要 

実証概要は下表のとおりである。 
なお、実証においては、下記を重点的な検証事項として位置付けた。 

 特別支援学級における実証を行い、発達障害のある児童の学習上の困難低減への効

果を重点的に検証する。 
 対象となる児童は 6 名と限定的であるため、児童一人ひとりの変化を教師から詳細

に聴取する。 
 学習者用デジタル教材が「一体となった」学習者用デジタル教科書を紙の教科書に代

えて使用する場合の効果・影響を検証する。 
 

表 3-19 実証概要（D 校） 

教科 国語 
学年 1 年 2 年 4 年 5 年 
クラス数 1 クラス（特別支援学級） 
人数 1 名 2 名 2 名 1 名 
教科書発行者 光村図書 
学習者用デジタル

教科書の種別 
学習者用デジタル教材が一体となった学習者用デジタル教科書を使用 

単

元 

紙の教科書 くじらぐも 
お手紙 

 
プラタナスの木 

固有種が教えて 
くれること 

デジタル 
教科書 

たぬきの糸車 
わたしは 
おねえさん 

初雪のふる日 
想像力の 
スイッチ 
を入れよう 

主に使用し

た機能 
拡大、書き込み、保存・表示 

主に使用し

た教材 
朗読等、抜き出し、ドリル等 

実証順序 
①紙の教科書を利用する単元、②学習者用デジタル教科書を利用する

単元の順で実証。 

利用した ICT 機器 タブレット端末 

実証前の ICT 機器 
活用状況 

 普段はデイジー教科書を利用していた。 
 昨年度は、他の学習者用デジタル教材が一体となった学習者用デ

ジタル教科書を利用していたが、今年度はコンテンツ付随のない

ものとなったため、デイジー教科書に切り替えて利用していた。 
 普段からタブレット端末を用いた学習は行われていた。 
 タブレット端末は 5 年前に整備が完了していた。 
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3.3.2 授業例 

表 3-20 授業例（D 校、国語） 

 形態 授業内容 
学習者用デジタル教科書 

活用ポイント 
導

入 
直接指導 ･ 教師が児童の前にあるボードに本

時の目標を提示する。 
 

展

開 
直接指導 ･ デジタル教科書の本文の中で、本

時に扱う範囲の最初と最後の部分

に線を引き、学習範囲を明確にす

る。 

･ 本文の長さを感じると、学習意欲

が著しく低下してしまうため、学

習者用デジタル教科書に学習範囲

を直接書き込む。 
間接指導 ･ デジタル教材の朗読機能の音声に

合わせ、本時で扱う範囲を音読す

る。 

･ 助詞等を勝手読みしやすい児童の

場合、朗読音声に合わせて音読す

ることで、正確に音読をすること

ができる。 
直接指導 
間接指導 

･ 本文中に登場する 2 人の人物の行

動を、デジタル教科書上で、登場

人物ごとに色分けしながら線を引

く。 

 

間接指導 ･ 自身の引いた線に基づいて、2 人

の登場人物の気持ちを、本文や挿

絵を抜き出すツールを使って整理

する。 

･ 各場面における登場人物の気持ち

を書き込む場合は、端末の音声入

力機能を用いて入力する。 
･ 認識された音声が誤っていた場合

は、学習支援員が補助しながらキ

ーボードで修正を行う。 
ま

と

め 

直接指導 ･ 端末上に整理した登場人物の気持

ちを教師と一緒に確認し、振り返

る。 

 

間接指導 ･ 端末上に映された漢字をなぞりな

がら漢字の筆順を練習できるデジ

タル教材を使い、漢字を練習する。 
･ その後、練習した漢字をノートに

複数回書いて練習する。 
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3.3.3 アンケート等調査結果（参考） 

計 6 名（4 学年各 1～2 名）と非常に少数を対象として実証を行ったため、以下の結果は

一般化できるものではないことに留意が必要である。 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

各学年 1～2 名であることから、定量的な分析は行わなかった。 

 

2) 授業方法 

対象として児童が少ないためグラフは掲載しないが、ほぼすべての項目においてデジタ

ル教科書の方がそう感じる（「そう感じる」「ややそう感じる」の合計）と回答した割合が

高い。特に、デジタル教科書の方がそう感じるという回答が多い項目として、「興味や関心

をもてる授業だった」「自分の考えたことを、文字や図にして書いたり、他の人に話したり

することができる授業だった」が挙げられる。なお、単元特性による差に留意が必要である。 

3) 学習成果 

「知識・技能」についてはペーパーテストで、「思考・判断」はペーパーテストに加え、

授業中の発言・行動観察により行った。また、実証順序は、①学習者用デジタル教科書を利

用する単元、②紙の教科書を利用する単元である。 
単元が異なるため一律に比較することはできず、また、対象とした児童が少ないためグラ

フは提示しないが、知識・技能は過半数の児童がデジタル教科書の方がよいという結果とな

った。また、思考・判断については、半数の児童がデジタル教科書の方が良いという結果で

あった。デジタル教科書の方が成績が低くなった児童も 3 名存在したが、うち 1 名は文法

上のミスであり、知識・技能、思考・判断ともに向上したという認識があるとの報告が教師

よりあった。 
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4) 学習上の困難低減 

学習上の困難低減に関しては、「教科書の内容をよく理解できたと感じる」において、学

習者用デジタル教科書を利用した単元の方が評価が高かった。教科書の内容に線を引いた

り、抜き出したりすることでよく理解することができている、等の意見が聞かれた。 
 

 

図 3-34 学習上の困難低減に関する評価（D 校：国語） 

 
 

  

80.0 

66.7 

60.0 

66.7 

50.0 

60.0 

20.0 

33.3 

40.0 

33.3 

40.0 

33.3 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙の教科書 [N=5]

デジタル教科書 [N=6]

紙の教科書 [N=5]

デジタル教科書 [N=6]

紙の教科書 [N=6]

デジタル教科書 [N=5]

授
業

に
集

中
で

き
た

と感
じる

。

授
業

中
に

、友
だ

ち
や

先
生

に
自

分
の

意
見

を
伝

え
る

こと
が

で
き

た
と

感
じる

。
授

業
中

に
、教

科
書

の
内

容
を

よ
く

理
解

す
る

こと
が

で
き

た
と感

じる
。

かなり感じる 少し感じる どちらともいえない あまり感じない 全く感じない



 

65 
 

5) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「使わない」「1 時間未満」「2 時間～3 時間未満」

「3 時間～4 時間未満」、休日は「使わない」「1 時間未満」「6 時間以上」に分布していた。 
 

 

図 3-35 1 日あたりのスマートフォン利用時間（D 校：国語） 

 
学校外での学習時間は、平日は「1 時間未満」と「4 時間～5 時間未満」、休日は「して

いない」「1 時間未満」「1 時間～2 時間未満」に分布していた。 

 

図 3-36 1 日あたりの学校外での学習時間（D 校：国語） 
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3.4 E 校 

3.4.1 研究協力校における実証概要 

実証概要は下表のとおりである。なお、実証においては、下記を重点的な検証事項として

位置付けた。 

 国際教室における実証を行い、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童の学習

上の困難低減への効果を重点的に検証する。 
 学習者用デジタル教材が「一体となった」学習者用デジタル教科書を紙の教科書に代

えて使用する場合の効果・影響を検証する。 

なお、日常会話は支障なくできるが学年相当の学習言語能力が十分ではない児童を対象

として実証を行った。当該国際教室は、在籍学級で学ぶのと同じ教科・単元を取り出し指導

により少人数で学ぶ教室である。 
 

表 3-21 実証概要（E 校） 

教科 国語 
学年 2 年 4 年 
クラス数 1 クラス（取り出し指導） 
人数 4 名 3 名 
教科書発行者 光村図書 
学習者用デジタル教

科書の種別 
学習者用デジタル教材が一体となった学習者用デジタル教科書を

使用 

単元 

紙の教科書 馬のおもちゃの作り方 世界にほこる和紙 
デジタル 
教科書 

お手紙 ごんぎつね 

主に使用し

た機能 
拡大、書き込み、ルビ 拡大、書き込み、ルビ 

主に使用し

た教材 
朗読等、動画等、ドリル等 朗読等、動画等、ドリル等 

実証順序 
①学習者用デジタル教科書を利用する単元、②紙の教科書を利用

する単元の順で実証。 
利用した ICT 機器 タブレット端末、大型提示装置 

実証前の ICT 機器 
活用状況 

 学習者用デジタル教科書の活用期間は約 1 年間である。 
 学習者用デジタル教科書を投影する大型提示装置もあわせて

活用している。 
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3.4.2 授業例 

実証期間における学習者用デジタル教科書を使用した授業の一例を下記に示す。 

(1) 国語 

表 3-22 授業例（E 校、国語） 

 形態 授業内容 
学習者用デジタル教科書 

活用ポイント 
導

入 
一斉 ･ 前時までの学習内容について、紙

の掲示物を利用して流れを振り返

る。 

 

展

開 
一斉 ･ 6 の場面を音読する。 

 
･ 学習者用デジタル教科書上で、ル

ビ機能・拡大機能を用いて、読み

やすい表示とする。 
個別 ･ ごんの気持ちが分かる文に線を引

く。 
･ 学習者用デジタル教科書上で線を

引く。 
･ 個別での活動中にデジタル教材の

朗読機能を適宜使い、内容理解を

深める。 
一斉 ･ 線を引いた部分を共有して、ごん

の気持ちを考える。 
･ 児童と同様の画面に書き込みを行

い、発表内容や意見を視覚的に共

有する。 
個別 ･ ごんの行動に気づいた時の兵十の

気持ちを想像する。兵十の気持ち

がわかる文に線を引く。 

･ 学習者用デジタル教科書上で線を

引く。 

一斉 ･ 線を引いた部分を共有して、兵十

の気持ちを深める。 
･ 兵十の行動がわかる文章を拡大表

示する。 
ま

と

め 

個別 ･ 感想や考えたことをノートにまと

める。 
 

･ 漢字の習熟度チェックを行う。 ･ 学習者用デジタル教科書付属の教

材である「漢字フラッシュカー

ド」を用いて、個別に学習する。 
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3.4.3 アンケート等調査結果（参考） 

2 年生 4 名、4 年生 3 名と非常に少数を対象として実証を行ったため、以下の結果は一般

化できるものではないことに留意が必要である。 

(1) 国語（2 年） 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、全般的には「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」のいずれにおいてもデジタル教科書の方

ができた（「できた」「少しできた」の合計）と回答した割合が高い。なお、対象とした児

童が少ないためグラフは掲載しない。 
実証後に実施した教師ヒアリングでは、学習者用デジタル教科書の活用により、物語文を

しっかりと読み込み、理解できたことが「知識・技能」の修得、定着に役立ったのではない

かとの意見があった。 

2) 授業方法 

対象とした児童が少ないためグラフは掲載しないが、主体的な学びに関する評価は学習

者用デジタル教科書を使用した単元の方が高く、深い学びに関する評価は紙の教科書を使

用した単元の方が高い結果となった。なお、単元特性による差に留意が必要である。実証後

に実施した教師ヒアリングでは、学習者用デジタル教科書を使用した単元の方が、主体的な

学びに関する評価が高い要因として、音読劇の練習のためにデジタル教材の朗読機能を用

いて、気持ちの表現を確認したことが、主体的な学びにつながった可能性があるとの意見が

あった。なお、深い学びについては、単元の特性上、成果物の種類（創作劇、おもちゃ）が

異なっていることが要因として大きいのではないかとの意見があった。 

3) 学習成果 

学習成果の評価は、「知識・技能」についてはペーパーテストで、「思考・判断」の評価

はペーパーテスト、論述・レポート、グループでの話し合い、教師による行動観察、児童に

よる自己評価・相互評価により実施した（在籍学級と共通の評価軸で評価している）。また、

実証順序は、①学習者用デジタル教科書を利用する単元、②紙の教科書を利用する単元であ

る。 
単元が異なるため一律に比較することはできず、また、対象とした児童が少ないためグラ

フは提示しないが、思考・判断は半数の児童がデジタル教科書の方がよいという結果となっ

た。また、E 校では、実証前から学習者用デジタル教科書と紙の教科書の併用、実証後には

学習者用デジタル教科書のみで各単元を指導しているが、実証期間外も含む単元間のペー

パーテストの点数の比較において、特段の変化は見られなかった。 
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4) 学習上の困難低減 

学習上の困難低減に関しては、「教科書の内容をよく理解できたと感じる」において、学

習者用デジタル教科書を利用した単元の方が評価が高かった。教科書の内容を線を引くこ

とでよく理解することができている、等の意見が聞かれた。 
 

 

図 3-37 学習上の困難低減に関する評価（E 校：国語（2 年）） 
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5) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「使わない」「1 時間未満」「2 時間～3 時間未満」

「3 時間～4 時間未満」、休日は「使わない」「1 時間未満」「6 時間以上」に分布していた。 

 

図 3-38 1 日あたりのスマートフォン利用時間（E 校：国語（2 年）） 

 
学校外での学習時間は、平日は「1 時間未満」と「4 時間～5 時間未満」、休日は「して

いない」「1 時間未満」「1 時間～2 時間未満」に分布していた。 

 

図 3-39 1 日あたりの学校外での学習時間（E 校：国語（2 年）） 
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(2) 国語（4 年） 

1) 資質・能力の三つの柱の育成 

単元が異なるため一律に比較することはできないが、全般的には「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」のいずれにおいても同等程度である。な

お、対象とした児童が少ないためグラフは掲載しない。 

2) 授業方法 

対象とした児童が少ないためグラフは掲載しないが、多くの項目において紙の教科書の

方がそう感じる（「そう感じる」「ややそう感じる」の合計）と回答した割合が高い。なお、

単元特性による差に留意が必要である。 
実証後に実施した教師ヒアリングでは、単元の特性上、紙の教科書で学習する単元では

「和紙作り」という最終的な目標が子供にとって明確であったことが、主体的、対話的で深

い学び全般に影響したのではないかとの指摘があった。 

3) 学習成果 

学習成果の評価は、「知識・技能」についてはペーパーテストで、「思考・判断」の評価

はペーパーテスト、論述・レポート、グループでの話し合い、教師による行動観察、児童に

よる自己評価・相互評価により実施した（在籍学級と共通の評価軸で評価している）。また、

実証順序は、①学習者用デジタル教科書を利用する単元、②紙の教科書を利用する単元であ

る。 
単元が異なるため一律に比較することはできず、また、対象とした児童が少ないためグラ

フは提示しないが、思考・判断は過半数の児童がデジタル教科書の方がよいという結果とな

った。また、E 校では、実証前から学習者用デジタル教科書と紙の教科書の併用、実証後に

は学習者用デジタル教科書のみで各単元を指導しているが、実証期間外も含む単元間のペ

ーパーテストの点数の比較において、本学年においては学習者用デジタル教科書のみを用

いた単元の点数の方が良かった。この要因として、学習者用デジタル教科書で要約する活動

に取り組んだことにより、物語文をしっかりと読み込み、理解も従来以上にできていたこと

によるのではないかとの報告があった。 
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4) 学習上の困難低減 

学習上の困難低減に関しては、紙の教科書と学習者用デジタル教科書で同程度の結果で

あった。一方で、教師ヒアリングでは授業に集中できている、教科書の内容を書き込みを基

に理解し、考えることができている、等の意見が聞かれた。 
 

 

図 3-40 学習上の困難低減に関する評価（E 校：国語（4 年）） 
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5) 回答者属性 

スマートフォン利用時間は、平日は「1 時間未満」と「1 時間～2 時間未満」、休日は「1
時間未満」「1 時間～2 時間未満」「2 時間～3 時間未満」に分布していた。 

 

図 3-41 1 日あたりのスマートフォン利用時間（E 校：国語（4 年）） 

 
学校外での学習時間は、平日は「1 時間～2 時間未満」と「2 時間～3 時間未満」、休日は

「1 時間未満」と「1 時間～2 時間未満」に分布していた。 

 

図 3-42 1 日あたりの学校外での学習時間（E 校：国語（4 年）） 
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4. 実証結果の分析 

4.1 アンケート結果に基づいた分析 

各研究協力校でのアンケート結果は第 3 章に示したとおりであるが、授業方法、健康影

響、デジタル教科書の使いやすさ、保護者からの意見については、各研究協力校のデータを

合算して下記に示す。 

4.1.1 授業方法の変化 

授業方法に関する評価について、全学校・全教科の結果を統合した結果を下図に示す。 
すべての項目において、デジタル教科書の方がそう感じる（「デジタル教科書の方がそう

感じる」「デジタル教科書の方がややそう感じる」の合計）と回答した割合が、紙の教科書

の方がそう感じる（「紙の教科書の方がそう感じる」「紙の教科書の方がややそう感じる」

の合計）と回答した割合に比べて高い。特に、デジタル教科書の方がそう感じるという回答

が多い項目として、「いろいろな情報を集める活動ができる授業だった」「自分の考えたこ

とを、文字や図にして書いたり、他の人に話したりすることができる授業だった」が挙げら

れる。 
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図 4-1 授業方法に関する評価（全教科） 
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4.1.2 健康への影響 

健康への影響に関する児童へのアンケート結果を以下に示す。 
なお、健康影響の分析については重回帰分析を行った。カイ 2 乗検定の方法については下

記のとおりである。（2.5.9 の再掲） 

 使用した教科書種別、姿勢、目と教科書紙面・画面との距離を独立変数、身体への影

響を目的変数とした重回帰分析（強制投入法）を行った。 
 教科書種別はダミー変数として設定し、紙を基準カテゴリとした。 
 目的変数である「身体への影響」は、頭の疲れや痛み、首や肩の疲れや痛み、腰や背

中の疲れや痛み、手の疲れや痛み、目の疲れ、目の乾きの 6 つの身体影響についてそ

れぞれ分析した。 
 本報告書では有意水準を一律で 5%とし、これを下回る場合に「有意」という表現を

用いている 

(1) 全般 

健康への影響について、全学校・全教科の結果を統合した結果を下図に示す。 
紙の教科書で学習した単元（紙の教科書）、学習者用デジタル教科書を使用した単元の初

期（デジタル教科書①）、学習者用デジタル教科書を使用した単元の後期（デジタル教科書

②）の間において、ほとんどの項目で有意差は見られなかった。 
有意差が見られた項目は下記である。 

 頭の疲れや痛み： 

 紙の教科書―デジタル教科書① 
（デジタル教科書①の方が疲れや痛みを感じにくい） 

 首や肩の疲れや痛み： 

 紙の教科書―デジタル教科書① 
（デジタル教科書①の方が疲れや痛みを感じにくい） 

 手の疲れや痛み： 

 紙の教科書―デジタル教科書① 
（デジタル教科書①の方が疲れや痛みを感じにくい） 

 目の乾き： 

 紙の教科書―デジタル教科書② 
（デジタル教科書②の方が乾きを感じやすい） 
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図 4-2 健康全般への影響（全学校） 
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授業が始まる前よりも、
頭に疲れや痛みを感じる。

授業が始まる前よりも、
目が乾いた。

授業中に、目と教科書
（紙・画面）の距離を
30cm以上
離せなかった。

授業が始まる前よりも、
腰や背中に疲れや痛みを
感じる。

授業が始まる前よりも、
手に疲れや痛みを感じる。

授業中に、姿勢が悪かった。

授業中に、教科書
（紙・画面）が
見にくかった。

授業が始まる前よりも、
目に疲れを感じる。

授業が始まる前よりも、
首や肩に疲れや痛みを
感じる。
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(2) 姿勢との相関 

健康への影響の姿勢との相関について、全学校・全教科の結果を統合した結果を下図に示

す。なお、全ての目的変数（健康影響項目）において、姿勢との関係に有意な相関がみられ

た8。 

 

図 4-3 頭の疲労感・痛みへの影響（全学校、姿勢との相関） 

 
 

                                                        
8 教科書種別は問わずに分析を行った結果である。 
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図 4-4 首・肩の疲労感・痛みへの影響（全学校、姿勢との相関） 
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図 4-5 腰・背中の疲労感・痛みへの影響（全学校、姿勢との相関） 
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図 4-6 手の疲労感・痛みへの影響（全学校、姿勢との相関） 
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図 4-7 目の疲労感の影響（全学校、姿勢との相関） 

 
 

48.5

44.4

28.6

49.2

40.9

33.3

50.0

41.7

30.3

73.3

52.2

50.0

83.3

80.5

90.0

15.2

13.9

10.7

16.9

4.5

11.8

20.6

20.8

30.3

23.3

17.4

19.2

7.1

7.3
3.3

15.2

11.1

21.4

11.9

20.5

15.7

14.7

20.8

27.3
3.3

8.7

11.5
2.4

2.4

1.7

12.1

25.0

32.1

16.9

29.5

31.4

5.9

8.3

12.1

21.7

11.5

4.8

7.3

1.7

9.1

5.6

7.1

5.1

4.5

7.8

8.8

8.3

7.7
2.4

2.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙の教科書 [N=33]

デジタル教科書① [N=36]

デジタル教科書② [N=28]

紙の教科書 [N=59]

デジタル教科書① [N=44]

デジタル教科書② [N=51]

紙の教科書 [N=34]

デジタル教科書① [N=24]

デジタル教科書② [N=33]

紙の教科書 [N=30]

デジタル教科書① [N=23]

デジタル教科書② [N=26]

紙の教科書 [N=42]

デジタル教科書① [N=41]

デジタル教科書② [N=60]

姿
勢

が
悪

か
った

姿
勢

が
や

や
悪

か
った

どち
らと

も
言

え
な

い
姿

勢
が

悪
か

った
とは

や
や

思
わ

な
い

姿
勢

が
悪

か
った

とは
全

く
思

わ
な

い

全くそう思わない あまりそう思わない どちらともいえない ややそう思う とてもそう思う



 

83 
 

 

図 4-8 目の乾きへの影響（全学校、姿勢との相関） 
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図 4-9 教科書（紙面・画面）の見えにくさへの影響（全学校、姿勢との相関） 
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(3) 目と紙面・画面との距離との相関 

健康への影響の、目と紙面・画面との距離との相関について、全学校・全教科の結果を統

合した結果を下図に示す。なお、全ての目的変数（健康影響項目）において、姿勢との関係

に有意な相関がみられた9。 
 
 
 

 

図 4-10 頭の疲労感・痛みへの影響（全学校、目と紙面・画面の距離との相関） 

 

                                                        
9 教科書種別は問わずに分析を行った結果である。 
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図 4-11 首・肩の疲労感・痛みへの影響（全学校、目と紙面・画面の距離との相関） 
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図 4-12 腰・背中の疲労感・痛みへの影響（全学校、目と紙面・画面の距離との相関） 
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図 4-13 手の疲労感・痛みへの影響（全学校、目と紙面・画面の距離との相関） 
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図 4-14 目の疲労感の影響（全学校、目と紙面・画面の距離との相関） 
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図 4-15 目の乾きへの影響（全学校、目と紙面・画面の距離との相関） 
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図 4-16 教科書（紙面・画面）の見えにくさへの影響（全学校、目と紙面・画面の距離

との相関） 
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(4) スマートフォンの利用時間との相関（参考） 

健康への影響のスマートフォンの利用時間との相関について、全学校・全教科の結果を統

合した結果を下図に示す。 
本分析は検定を実施していないため参考データとして示すが、スマートフォンの利用時

間との相関の分析は、令和 3 年度以降に、引き続き実施していく必要があると考えられる。 
 

 

図 4-17 頭の疲労感・痛みへの影響（全学校、平日のスマートフォン利用時間との相

関） 
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図 4-18 首・肩の疲労感・痛みへの影響（全学校、平日のスマートフォン利用時間との

相関） 
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図 4-19 腰・背中の疲労感・痛みへの影響（全学校、平日のスマートフォン利用時間と

の相関） 
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図 4-20 手の疲労感・痛みへの影響（全学校、平日のスマートフォン利用時間との相

関） 
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図 4-21 目の疲労感への影響（全学校、平日のスマートフォン利用時間との相関） 
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図 4-22 目の乾きへの影響（全学校、平日のスマートフォン利用時間との相関） 
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図 4-23 教科書（紙面・画面）の見えにくさへの影響（全学校、平日のスマートフォン

利用時間との相関） 
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4.1.3 デジタル教科書の使いやすさ 

デジタル教科書の使いやすさの実感について、全学校・全教科の結果を統合した結果を下

図に示す。 
児童に対しデジタル教科書の使いやすさについて聞いた設問は、「とてもそう思う」「や

やそう思う」を合わせて 70％以上が使いやすいと回答した。 
使いにくさの要因は様々なものが考えられる。今回の調査では、環境ごとの個別の要因ま

では特定できていないが、教室の環境面の整備をすること、姿勢等の指導をすること、端末

や学習者用デジタル教科書の設定を個別にカスタマイズすること等により、使いやすさは

改善する可能性がある。 

 

 

図 4-24 学習者用デジタル教科書の使いやすさ（全学校） 
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4.1.4 保護者からの意見 

保護者を対象としたアンケートについて、全学校の結果を統合した結果を以下に示す。 

(1) 学習者用デジタル教科書に対する期待・不安 

保護者の学習者用デジタル教科書に対する期待・不安は、「期待している」「やや期待の

方が大きい」を合わせて 80％以上が期待していると回答した。 
 

 

図 4-25 学習者デジタル教科書に対する期待・不安（全学校） 

 

(2) 学習者用デジタル教科書が家庭で無償で使える場合の使用意向 

学習者用デジタル教科書が家庭で無償で使える場合の使用意向は、「使用させたい」「や

や使用させたい」を合わせて 90％以上が使用させたいと回答した。 

 

図 4-26 家庭で無償で使える場合の使用意向（全学校） 
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(3) 学習者用デジタル教科書に期待する点、不安な点 

保護者が学習者用デジタル教科書に期待する点として、回答が多い順に、「ICT を使える

力をもつことができるところ」「文字や図を大きくできる、書き込みができるなど、紙の教

科書ではできないことができるところ」「他の教材と一緒に使うと、動画やアニメーション

などが使えるようになるところ」「紙の教科書よりも、たくさんの情報を見て、学ぶことが

できるところ」などが挙げられた。 
 

 

図 4-27 学習者用デジタル教科書に期待する点（全学校） 
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保護者が学習者用デジタル教科書を不安に思う点として、回答が多い順に、「書く力や考

える力、知識の定着等の面で、子供の学習が充実するとは考えられない点」「目や体に悪い

と思うところ」「見せたくない情報にアクセスしたり、名前や住所などの個人情報が他の人

に知られてしまったりすると思うところ」が挙げられた。 
学習者用デジタル教科書の活用によって目指している学び方や、現状の端末の管理方法

を踏まえれば、これらの指摘の中には、必ずしも不安に感じる必要のない指摘も含まれてい

る。今後は、その活用の目的や具体的な利用方法に関して、保護者の理解を得ていくことが

必要であると考えられる。 
 

 

図 4-28 学習者用デジタル教科書の不安な点（全学校） 
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4.2 授業観察等に基づいた分析 

有識者、株式会社三菱総合研究所（以下、受託者）等による授業観察等に基づいた分析結

果を下記に記載する。 
なお、授業の様子を撮影した写真は受託者が撮影したものであり、写真に含まれている教

科書本文の本報告書への掲載については教科書発行者各社に許諾をいただいている。また、

教科書画面のキャプチャ画像については、教科書発行者各社よりご提供いただいたものを

掲載している。 

4.2.1 資質・能力の三つの柱の育成 

(1) 国語 

 色分けにより、文章構造が把握しやすくなるとともに共有活動の質も向上 
学習者用デジタル教科書の書き込み機能を用いて、筆者の考え、それを支える理由や、

資料の関わり等、児童が個々に読み取った箇所を色分けすることにより、文章の構造

を、叙述を基に捉えることができていた。なお、この活動では、積極的に自分の考え

を書き込んだり修正したりすることができていた。このような書き込みを共通ルー

ル（各色の使い方等）に基づいて行ったうえで相互に見せ合うことで、読み取りの共

通点と相違点を一目で捉えることができ、自身の考えの共有や、他者の考えとの違い

があることに気付くことができていた。このことは紙の教科書でも可能ではあるが、

使っている色ペンによっても違いが出るため、ペアやクラス全体で共有した場合、齟

齬が生じやすいと言える。従って、「書き込みやすい」「見やすい」ことが話し合い

の質を高めることになると考えられる。【思考力、判断力、表現力等（構造と内容の

把握、共有）】 

 

図 4-29 書き込みルールを決めて、活動結果を共有 

 

 色分けで気付きを可視化することにより、自らの考えの自覚と、根拠を明確にした

表現が可能に 
学習者用デジタル教科書の書き込み機能を用いて、発言者ごとにせりふを色分けし
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たり、根拠となる語や文に線を引いたりして、「学びの足あと」を残すことが容易に

行えていた。気付きを可視化するという作業を通じて、自らの考えを自覚することが

できるので、場面の様子や登場人物の心情の理解を深めることができていた。また、

共有の活動においても、書き込みを根拠として発言ができていた。思考力やそれを表

現する力の育成に資すると考えられる。実際、このような思考の手がかりが明確にな

ることにより、これまでは話し合いに参加するのが難しかった児童でも、思考や他者

への共有を行えている様子が見られた。【知識及び技能、思考力、判断力、表現力等】 

   

図 4-30 登場人物の行動の色分け（左）、本文を拡大し根拠となる文に線を引く（右） 

(2) 社会 

 比較・書き込みや、それらの活動の共有を容易に行えることにより、情報を適切にま

とめる技能や自身の考えを表現する力を育成 
資料を拡大しながら 2 画面表示等を用いて比較する活動、また、それによる気付きを

手元の画面内の資料に書き込む活動、さらにその各自の書き込みを大型提示装置で

共有する活動を行っていた。これらの活動は、様々な資料を通して情報を適切にまと

めるといった技能の習得とともに、自身の考えたことを適切に表現する力の育成に

資すると考えられる。【知識及び技能、思考力、判断力、表現力等】 

 

  

図 4-31 教科書掲載の資料を拡大、比較しながら気付きを書き込み 
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(3) 算数 

 学習のねらいの視覚的な確認により、問題の正しい理解を促進 
ページの一部分のみを表示し、重要な箇所に下線を引く活動を行っていた。この活動

は、学習のねらいを視覚的にも確認し、問題の正しい理解の促進に資すると考えられ

る。【知識及び技能】 
 

 書き込み・削除が容易であることにより試行錯誤が可能となり、積極的な学習態度

を涵養 
参照するデータのページとグラフの軸のみが書かれたページを 2 画面表示しながら、

グラフを作成するという活動を行っていた。この活動は、データを適切にグラフ化す

るという技能の習得とともに、容易に書き込みや削除ができることから、自身の考え

をまず視覚化し試行錯誤するという積極的な学習態度の涵養に資すると考えられる。

【知識及び技能、学びに向かう力】 

 

 

図 4-32 教科書への書き込みにより試行錯誤 

 

(4) 外国語（英語） 

 朗読機能で繰り返し音声を聞くことにより、自分のペースで着実に語彙力を向上さ

せることが可能 
各児童が、音声読上げ機能を用いて語彙の発音練習や文章のシャドーイングを行っ

ていた。これらの活動は、語彙力等の知識・技能の向上に資するとともに、各児童が

個人のペースで学習を進めることにより、学びに向かう力を涵養すると考えられる。

【知識及び技能、学びに向かう力】 
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図 4-33 音声読み上げ機能を活用して個人で学習を行う 

 
 「聞くこと」「読むこと」を関連付けた活動により、一層の語彙力向上が可能 

イラストが描かれたページのなかから興味を持った箇所をタッチし、読み上げられ

た音声を聞いて、ワークシート上の単語リストから該当の単語に○をつけたり、異な

る発音をする箇所に別の色で線を引いたりするといった活動を行っていた。この活

動は、単語の意味（イラスト）、発音、綴りを結び付けて学習できるため、「聞くこ

と」「読むこと」の技能の向上、語彙力の向上に資すると考えられる。【知識及び技

能】 
 

 必要なときに音声を自分で確認しながら英語を自己表現するといった活動により、

思考力や表現力の育成を促進 
学習者用デジタル教科書の音声読上げ機能を用いて各自で聞き取り練習を行った例

文や、指導者用デジタル教科書で再生された例文等をもとに、各児童がそれらの学習

した英文を活用して、自分のことについて英語で表現するといった活動を行ってい

た。この活動は、英語で自己表現する過程で、発音や文を音声で確認しながらより適

切に表現しようとするため、思考力や表現力の向上に資すると考えられる。【思考力、

判断力、表現力等】 
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4.2.2 授業方法の検討 

(1) 国語 

 共通ルールに基づいた書き込みを比較することにより、他者との考えの違いが見え

やすくなり共有活動を促進することが可能に 
「4.2.1(1)国語」において、書き込み機能を用いた文章の構成の把握や、それに基づい

た共有活動が、思考力、判断力、表現力等の育成に資することを述べた。共通ルール

に基づいて書き込みを行ったうえで相互に見せ合うことで、読み取りの共通点と相

違点を一目で捉え、自身の考えの共有や他者の考えとの違いがあることに気付くこ

とができるこのような活動は、対話的な学びの促進にもつながる活動であると言え

る。【対話的な学び（互いの考えを比較する）】 

 

 

図 4-34 共通ルールに基づく教科書への書き込み 

 
 学習者用デジタル教科書と他の教材等との適切な組み合わせにより、単元全体での

考えの深化、その考えの共有、内容の振り返り等を効果的に実現 
教科書・教材・教具の使い分けについて、児童に対しては、デジタル教科書への書き

込みによる作業、ノートへのまとめという使い分けがされていた。教師においては、

大型提示装置に注目すべき点の掲示、黒板に本時の学習事項や児童の意見等を板書、

紙の掲示物で単元全体の要点の掲示という使い分けがされていた。このような使い

分けがされることで、授業・単元全体を通じて考えを深め、共有するという活動と、

授業内容の確認や振り返りとを両立できていた。【主体的な学び、対話的な学び（共

に考えを創り上げる、振り返って次につなげる）】 
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図 4-35 大型提示装置、黒板（左）と紙の掲示（右）の使い分け 

 

 学習者用デジタル教科書を、考えを形成するためのツールとして位置付けることに

より、思考することに集中することが可能 
国語では、重要な文に線を引く、さらにデジタル教材の機能を用いて重要な文を抜き

出すといった活動が行われることが多い。文章を抜き出す活動を行う際に、「1～2 文

字の欠けが生じても気にしない」ことを指導したり、補足の文章やメモを端末上に書

く場合には「丁寧に書くことができなくても良い」ということを確認したりすること

で、児童が思考することに集中できる。【深い学び（自分の考えを形成する）】 
 

 学習者用デジタル教科書上の「学びの足あと」に基づいてノートに振り返りをする

ことにより、児童の意欲を喚起した振り返りを実現 
「4.2.1(1)国語」で述べた「学びの足あと」を残すことにより、振り返りも効果的に行

えている様子が見られた。具体的には、色分けをしながら本文に書き込みを行ってい

き、それを基にノート上に作成した単元初期の感想と、単元の最後での感想を比較す

るといった活動が行われていた。この活動で児童には、自身の考えの変化に対する驚

きがあり、振り返りを通して児童の意欲を喚起できている様子が見られた。【主体的

な学び】 
 

(2) 社会 

 複数の資料からの情報の読み取り、それによる自身の考えの形成を容易にすること

により、主体的な学習課題の追求や解決を促進 
「4.2.1(2)社会」において、資料を拡大しながら比較し、それによる気付きを手元の画

面内の資料に書き込み、さらにその書き込みを大型提示装置で共有する活動が、知識

及び技能、思考力、判断力、表現力の育成に資することを述べた。このような、複数

の資料から情報を読み取り、自分の考えを形成するといった活動は、対話的な学びや、

深い学びの促進にもつながる活動であると同時に、主体的に学習課題を追求したり

解決したりする活動につながると言える。【主体的な学び、対話的な学び（多様な情

報を収集する）、深い学び（自分の考えを形成する）】 
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図 4-36 児童が書き込んだ教科書を掲示して共有 

 
 気付いたことを資料に直接書き込めるため、思考を表現する活動を円滑に行うこと

が可能 
学習者用デジタル教科書上の資料を見て気付いたことをそのまま書き込めるので、

思考を止めずに自身の考えを画面上に表現することができていた。また、実証期間後

に学習者用デジタル教科書を使用していない授業を行った際、紙の教科書に書き込

む児童も見られたことから、児童にとっても学びやすい方法であったと考えられる。

【主体的な学び】 
 

 資料の拡大やカラーでの読み取りにより、資料の詳細な把握・比較が可能 
上記のような教科書上の資料への書き込みを行う場合、従来の紙の教科書では、書込

みを消すことができない等の理由から、紙のプリントを準備していた。しかし、この

場合は資料がモノクロ印刷になってしまうため、重要な点に気付けない可能性もあ

る。学習者用デジタル教科書は、カラーで資料の拡大等もしながら、資料の詳細把握

や比較ができるため、紙のプリント使用時よりも深い学びが可能となる。さらに、こ

のような深い学びによって、社会的な見方・考え方を醸成することができると考えら

れる【深い学び】 
 

 2 画面表示により、資料を活用した多様な活動が可能 
一部教科書会社の機能として実装されている 2 画面表示の機能を活用することによ

り、資料の比較や、資料を参照しながら考えを深める活動等、多様な活動が期待でき

る。【対話的な学び、深い学び】 
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(3) 算数 

 試行錯誤しながら画面上で図形を操作できることにより、一人ひとりが粘り強く考

え抜く主体的な学びを実現 
個数の数え方について複数の式での表し方があるような場合に、図形を学習者用デ

ジタル教科書の画面内で動かしたり、書き込みを行ったりといった活動によって試

行錯誤するような場面が見られた。一人ひとりが試行錯誤を経て、粘り強く多様な考

えを作ろうとしているこのような活動は、主体的な学びを促進する活動であると言

える。 

  

図 4-37 教科書への書き込みにより試行錯誤 

 

(4) 外国語（英語） 

 各自のペースで学習を行えることで、できるようになるまで粘り強く取り組めるよ

うな主体的な学びを実現 
「4.2.1(4)外国語（英語）」において、児童が音声読み上げ機能を用いて個別に発音練

習やシャドーイングを実施する活動が、知識及び技能、学びに向かう力に資すること

を述べた。このような、各自のペースで練習を行える活動は、自分ができるようにな

るまで粘り強く取り組める点で、主体的な学びにもつながる活動であると言える。

【主体的な学び（粘り強く取り組む）】 
 

 自分の興味に応じた順番で学習できることにより、自己主導的な学習を実現 
「4.2.1(4)外国語（英語）」において、イラストが描かれたページのなかから児童が興

味を持った箇所をタッチし、読み上げられた単語をワークシート上で〇をつけると

いう活動が、知識及び技能の涵養に資することを述べた。このような、自身の興味に

応じて語彙を習得する活動は、自己主導的に学習を進められる点で、主体的な学びに

もつながる活動であると言える。【主体的な学び（興味や関心を高める）】 
 

 容易に書き込み・削除を行って試行錯誤ができることにより、主体的に学びを促進 
指導者用デジタル教科書で英語の会話・対話を流し、会話・対話のなかで話されてい

る対象を、学習者用デジタル教科書上で〇をつける、という活動を行っていた。この

ように、学習者用デジタル教科書は容易に書き込みや削除を行って試行錯誤できる
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点で、児童が主体的に学習に取り組む動機づけとなっている。【主体的な学び（粘り

強く取り組む）】 

(5) 各教科共通の事項 

 紙の教科書でないとできない活動は、本実証研究内では確認されず 
実証期間終了後の事後ヒアリング時に、各担当教師に対して、学習者用デジタル教科

書ではできないが紙の教科書ではできる活動がないかを確認したが、そのような活

動は確認されなかった。事後ヒアリング内では、算数の作図等、デジタル端末では行

いにくい活動も挙げられたが、このような活動は紙のノート等で行うことが可能で

あると考えられる。 

 

 学習支援ツールの使用により共有が一層容易になり、考えの深化がさらに促進 
学習者用デジタル教科書に書き込んだ事項を他の児童と共有する際には、紙の教科

書の場合と同様に端末を持ち運び、見せ合うだけでなく、学習支援ツールを使うこと

もできる。学習支援ツールを用いることにより、学級全体での共有がより容易になる

ため、これまで以上に考えを練り上げたり、広げたりすることができると考えられる。

ただし、特別な支援を要する児童生徒の中には、回答を共有する活動自体が苦手であ

ったり、抵抗感を示したりする者もいるため、児童生徒の特性を踏まえて対応するこ

とが重要である。 
 

 ICT 機器を使った学習自体が、主体的な学びの促進要素となっている可能性あり 
学習者用デジタル教科書の利用を通した ICT 機器の使用により、ICT 機器の使用に

苦手意識のあった児童も抵抗がなくなり、むしろ、自分自身で操作ができることに喜

びを感じ、主体的に学べる様子が見られた。このことから、学習者用デジタル教科書

を使用した授業自体が、情報活用能力の一要素である端末の操作方法を身に付けな

がら、主体的な学びを促進できるものであると考えられる。 
 

4.2.3 教師の負担軽減 

 学習課題提示のために手作りしていた素材を手元の画面上に容易に表示できるため、

準備のための負担が軽減 
冒頭に教師が教科書にある素材を提示し、それを基に学習課題が設定され、その学習

課題を解決していくケースの授業では、学習者用デジタル教科書がない場合、この素

材となるプリント等を教科書を拡大コピーするなどして手作りしているケースが見

られた。一方、学習者用デジタル教科書を使うことにより、児童の手元に教科書の素

材を拡大表示し書き込みをさせることができるため、授業準備段階における教師の

負担が低減していた。 
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図 4-38 ワークシート作成の負担軽減 

 
 全体に提示すべき重要な事項を大型提示装置に映すことにより、これまで手作りし

ていた素材を準備する教師の負担が軽減 
教師が重要な文を提示する授業場面では、学習者用デジタル教科書がない場合、この

素材を手作りしているケースが見られた。一方、学習者用デジタル教科書と大型提示

装置を使うことにより、大型提示装置に教科書の文を表示することができるため、授

業準備段階における教師の負担が低減していた。また、授業の進行に伴い、必要な文

を容易に掲示しなおすことができるため、円滑に授業を進行することができていた。 

 

  

図 4-39 大型提示装置に教科書を表示（左）、必要な文のみを抜き出し（右） 

 
 プリント配付時間の削減、円滑な共有等により、授業中の教師の負担が軽減し、児童

と対話する時間等が増加 
手元の学習者用デジタル教科書に課題を映し出すことによりプリント配付時間が削

減されたり、大型提示装置と組み合わせることによって円滑な共有ができたりする

ことから、授業中の教師の負担が軽減し、児童の考える時間や教師が児童と対話する

時間を増やすことができていた。 
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 授業支援システムとの組み合わせにより机間指導の負担が軽減 
各児童の書き込みの様子を教師の手元で一覧してみることのできる授業支援システ

ムと組み合わせることにより、机間指導の負担が軽減したと同時に、手の止まってい

る児童をすぐに支援できるようになった。 
 

 朗読機能（教材）は、発音に自信のない教師の指導を補助的ツールとして活用可能 
特に外国語（英語）の授業においては、朗読機能により児童が各自でネイティブの発

音を確認することができるため、発音に自信のない教師でも外国語（英語）の指導が

しやすくなる。 
 

 ノートの評価を急いで行う必要はなくなったが、課題も存在 
ノートを回収して行う評価は、回収後なるべく早く児童に返却しなければならない

が、画面のスクリーンショット等で評価を行う場合は返却する必要がない。一方、ス

クリーンショットは、各児童の画像ファイルを開いて評価するといった繰り返しの

作業に時間がかかり、負担感を感じている。この負担感が解決すれば、ノートの内容

により行う評価よりも負担は軽減するだろうとの指摘があった。 
 

 共有活動が増えたことにより、板書の機会が増加したとの声も存在 
児童の意見を交流する機会が増えた結果、板書等で意見を整理する機会が多くなっ

たとの指摘があった（授業支援システムなしで共有の活動をする場合）。一方で、児

童の考えを容易に共有できる授業支援システムと大型提示装置を利用することによ

り、負担なく交流や共有を行うことができる。 

 

 学習者用デジタル教科書の導入により、ワークシートの量が増加したとの声も存在 
学習者用デジタル教科書の導入により、紙の教科書の使用時から指導方法が変わっ

たため、作成するワークシートの量は増えたとの意見もあった。ただし、このワーク

シートは、デジタル教材の朗読機能で聞いた語を記録しておく等、学習者用デジタル

教科書・デジタル教材の機能を効果的に活用するためのものであり、紙の教科書を使

用していた際に作成していたワークシートとは目的が異なるものである。 
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4.2.4 特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上の困難軽減 

(1) 発達障害のある児童生徒の学習上の困難軽減 

学習者用デジタル教科書への代替は、発達障害のある児童の、下記のような学習上の困難

低減に資することが明らかになった。 

 自立課題等の利用で切れ目のない学習を行うことにより、集中力を持続 
集中力が持続しない児童に対しては、集中力が途切れるような間を空けずに、スムー

ズに次の活動に移行する工夫が行われていた。具体的には、書き込み機能や、学習者

用デジタル教材の機能であるフラッシュカード機能等の自立課題を与えており、担

当教師からは集中力の持続や興味喚起に有効であるとの意見があった。 
 

 文章の構造を可視化することにより、文章全体の内容の把握や文章をまとめる活動

が可能に 
文章全体の内容を捉えたり、まとめたりするのが難しい児童は、書き込み機能や、教

科書本文を抜き出すデジタル教材を用いて、文章の構造を可視化する活動を挟むこ

とによって、文章の要旨を捉え、まとめることができていた。このことは、学習上の

困難低減だけでなく、思考力、判断力、表現力等の育成にも資する活動であると言え

る。【思考力、判断力、表現力等（構造と内容の把握、共有）】 

 

 

図 4-40 書き込み機能や抜き出し機能（デジタル教材）を活用してまとめる 

 

 線をまっすぐ引くことへのこだわりが強い児童には、直線を書き込める機能が有効 
教科書に線を引くときにまっすぐに引けないことが気になり、従来、定規を用いて線

を引いていた児童に対しては、定規なしにまっすぐ線を引く機能も有効であったと

の意見があった。 
 

 黒板を書き写すことに集中してしまう児童に対しては、文章の抜き出しを行えるデ

ジタル教材が有効 
黒板を書き写すことに集中してしまう児童に対しては、文章の抜き出しを行えるデ
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ジタル教材を活用することで、書き写す作業がなくなり、内容理解のための時間を多

く確保することが可能となる。 
 

 動画コンテンツは有効だが、個に応じた教材の使い分けも重要 
学習者用デジタル教材の動画は、興味喚起に有効であるとの意見が聞かれた。ただし、

必ずしも授業の導入部分で使用するのではなく、一度、教科書本文を読み、本文のキ

ーワードとなる語への疑問を持たせた後に動画を見せる等、興味喚起の方法に工夫

が必要である旨の意見があった。なお、動画には、教科書本文の解説動画のほか、教

科書本文を紙芝居形式で朗読する機能もあるが、児童によって興味の示し方が異な

るので、個に応じた教材の使い分けができることが重要である。 
 

 書き込み機能や朗読機能の活用により、正確に読む活動を促進 
読むことが苦手な児童は、紙の教科書では助詞等を勝手読みしてしまうケースが見

られた。そこで、助詞だけ線を引く等、勝手読みしてしまう傾向のある箇所に書き込

み機能でハイライトしながら読む、朗読機能の音声と一緒に読み上げる等の工夫が

あるとよいとの意見が、担当教師から聞かれた。そのような活動を起点として、本文

中の事例と意見を色分けしながら線を引く等、本文の内容理解に資する学習を行う

ことができていた。 

 

 

図 4-41 朗読機能（デジタル教材）を活用して勝手読みをなくす 

 
 扱う文章の範囲を視覚的に分かりやすく限定することにより、集中力・意欲を向上 

新しい文章を扱う際、文章の長さを見て苦手意識を持ってしまう児童がいる。このよ

うな児童に対しては、紙の教科書で授業を行う場合は、形式段落に番号を振り、当該

授業で扱うのがどの段落までかを明示していた。一方、学習者用デジタル教科書では、

赤色等の目立つ色で、当該授業で扱う範囲に区切り線を引いていた。これにより、扱

う文章の範囲を視覚的に分かりやすく限定でき、集中力や意欲が向上している様子

が見られた。 
 

 手元の書き込みを根拠とすることによる主体的な共有活動の実現 
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学習者用デジタル教科書に直接書き込みを行うことにより、手元の書き込みを根拠

として、自身の考えを教師等に対して説明しやすくなっているのではないか、という

担当教師からの意見が聞かれた。実際、自身の考えを整理した結果、交流学級におい

て自信をもって発表する児童の姿も見られた。 
 

 各児童をよく観察し、操作で生じている障壁を低減する工夫が必要 
デジタル教材の本文を抜き出す機能において、複数行にわたる文を選択する際、行の

最下部から次の行にわたるときに指を離してしまうことにより、選択したい箇所を

うまく選択できないといった事象が見られた。このような操作に関して生じている

課題は、教師や支援員が各児童をよく観察し、操作方法に関する指導を行っていくこ

とが重要と考えられる。 
 

 各児童をよく観察し、負担を低減する設定が必要 
今回の実証では発生しなかったが、特別な配慮を必要とする児童生徒の中には、まぶ

しさを感じやすかったり、フォントの種類によっては文字が読みにくかったりする

児童もいると考えられる。これらは、端末や学習者用デジタル教科書のアクセシビリ

ティに関する設定（画面の明るさ、コントラスト、フォントの種類・大きさ等）を工

夫することにより、負担を軽減することができる。教師や支援員は児童生徒の状況に

応じて設定を調節していくことが重要と考えられる。 

(2) 日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童生徒の学習上の困難低減 

学習者用デジタル教科書への代替は、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童の、

下記のような学習上の困難低減に資することが明らかになった。 
 

 拡大機能・ルビ機能により、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童が日本語

の文章を読む際の困難を低減 
学習者用デジタル教科書の文字拡大、ルビ機能により、児童が音読する場面や、場面

の様子や登場人物の行動を表す文を探すような場面において、日本語指導が必要な

（日本語に通じない）児童が日本語の文章が読みやすくなっていた。これは、語彙習

得や文章の内容理解に資する取組と考えられる。 
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図 4-42 拡大機能とルビ機能を利用 

 
 朗読機能（教材）により、日本語の発音の確認等が可能に 

デジタル教材の朗読機能は、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童が日本語

の発音を確認したり、文章を理解したりする際に、自らの音読の代替として活用され

ていた。これは、語彙習得や文章の内容理解に資する取組と考えられる。 

 

 教科書本文を容易に抜き出す機能の活用により、日本語を書くことの困難を低減 
デジタル教材の教科書本文の抜き出し機能は、ノートへの抜き出しの代替として活

用されていた。これは、日本語を書くことに困難を感じやすい日本語指導が必要な

（日本語に通じない）児童の作業負担の軽減に役立つ取組であり、それにより削減し

た時間は話し合いや共有の時間として活用されていた。 

 

図 4-43 本文抜き出し機能（デジタル教材）の利用 
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 映像資料の活用は、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童が視覚的イメージ

をつかむために有効 
デジタル教材の映像資料の活用は、国語の説明文や社会の学習において、日本語指導

が必要な（日本語に通じない）児童が視覚的にイメージをつかむためには効果的であ

るとの意見があった。 
 

 漢字ドリル機能により、意欲的な学習を促進 
デジタル教材のフラッシュカードを活用した漢字ドリル機能により、意欲的に漢字

の読みに関する学習に取り組むことができていた。小テストなどと組み合わせるこ

とで、より効果的な活動となる可能性が指摘された。 

 

図 4-44 フラッシュカード（デジタル教材）での漢字の学習 

 
 デジタル教材内で挿絵や文章を並び替える活動を行うことにより、文章の大体の流

れを把握しやすくすることが可能 
デジタル教材の挿絵や文章を並び替える機能により、文章の内容の大体や流れを把

握するのに役立っていた。これにより、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児

童にとって、理解しやすい授業が行われていた。特に、日本語を習得段階にある児童

にとっては、教科書の本文ではなく、当該機能を中心とした指導の有効性も指摘され

た。 
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図 4-45 挿絵の並び替え（デジタル教材）での内容の確認 

 
 個別学習を促進できるコンテンツの利用により、教師は個に応じた支援・指導を行

う時間を確保可能 
デジタル教材のフラッシュカードを用いた漢字の学習や朗読機能を用いた文章の把

握を行うことにより、当該活動の時間、教師は個別の児童の支援や指導を行うことが

できていた。児童の学習意欲を維持させるとともに、学級内での日本語能力の差によ

る学習上の困難軽減に役立っていた。 
 

 学習者用デジタル教科書の家庭での利用により、日本語指導が必要な（日本語に通

じない）児童が日本語に触れる機会が増加 
学習者用デジタル教科書を持ち帰って、家庭学習を行うことによって、朗読機能（教

材）を活用した学習が行われ、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童の家庭

でも正確な日本語の発音を聞ける機会が増加する。また、家庭での指導が難しい場合

にも、学習者用デジタル教科書を持ち帰ることで、児童が自分自身で音読練習や学習

内容の予習・復習が容易に行える。このように、家庭での日本語との接触機会の増加

が日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童の日本語習得や授業内容の確実な理

解に対して好影響を与える可能性がある。 
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5. 本事業からの示唆 

5.1 資質・能力の三つの柱の育成 

(1) 学習者用デジタル教科書は、多様な資質・能力の育成について、紙と同等またはそれ以

上の効果があると言える。一方、一部指導上の留意が必要な点も存在。 

本調査では、資質・能力の三つの柱の育成という観点で、①児童の自己評価、及び、②テ

ストや成績等の学習成果に関するデータでの評価により分析を行った。 
①の児童の自己評価については、「あまりできなかった」「できなかった」と回答した児

童の割合に着目すると、デジタル教科書は紙の教科書に比べ、同程度あるいは低い水準とな

っており、デジタル教科書を使うことによる資質・能力に関する自己評価の低下は確認され

なかった。むしろ「できた」「少しできた」と回答した児童の割合に着目すると、学習者用

デジタル教科書は、紙の教科書に比べ、同等またはそれ以上の効果が得られていると考えら

れる。 
また、②のテストや成績等の学習成果に関するデータについては、紙の教科書に比べ、学

習者用デジタル教科書の方が学習成果の高かった児童、低かった児童が存在したものの、そ

れらの数は概ね同数であった。ただし、朝日町立さみさと小学校の算数においては、紙の教

科書の方が成績の良い児童が多いという結果も見られた。この結果については、担当教師か

ら単元特性によるもの、及び、使用した教科書に保存機能がついていなかったことによる影

響が大きいとのコメントが得られている。 
以上を踏まえると、学習者用デジタル教科書を紙の教科書に代えて使用することによっ

て、資質・能力の三つの柱の育成の程度に大きな違いが生じることはない、あるいは、紙の

教科書以上の効果が得られると考えられる。一方、上記に記載のとおり、紙の教科書の方が

学習成果が高かった児童も一定数確認されている。もちろん、これは単元特性や難易度によ

る影響が大きいという指摘も聞かれたが、授業の中での児童生徒の様子を適切に捉え、各学

年・学級・児童生徒にとって最も適切と考えられる機能利用し、指導を行うことが最も重要

であると考えられる。 
 

(2) 視覚・聴覚的情報を組み合わせた学習により、言語学習の場面で正しい発音、リズム、

抑揚等を教科書紙面（画面）上の文字情報と関連付けながら学ぶことが可能となる。 

今回の国語・英語の実証の中で、朗読機能を使った指導・活動が行われた。朗読機能自体

は学習者用デジタル教科書本体ではなく付属教材だが、朗読音声を聞きながら教科書本文

を音読する活動や、朗読音声をもとに教科書本文に書き込む活動といった、視覚・聴覚的情

報を組み合わせた学習により、正しい発音やリズム、抑揚等を学ぶことができていた。これ

は、学習の基盤となる言語能力の育成に資するものであると考えられる。 
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(3) 教科書への書き込みによる情報の整理・比較、それらの情報の共有活動、更には端末の

操作等といった活動により情報活用能力の育成が期待される。 

本実証で行われた授業において、教科書本文を色分けすることによる文章構造の把握や、

資料に直接書き込みを行うことによる自身の気付きの可視化、他の資料との比較等、学習者

用デジタル教科書に書き込みを行うことによって、情報を整理・比較している様子が見られ

た。従来、紙の教科書では書き込みが消えない（あるいは消した跡が残ってしまう）ため、

同様の活動はノートで行うことが多かった。一方、学習者用デジタル教科書を使用すると、

教科書上に直接書き込むことが容易になるため、情報を整理・比較する活動を一層促進す

ることが可能になると考えられる。 
また、自分と他者との考えを共有する際、ノートではそれぞれの整理方法が異なるが、学

習者用デジタル教科書では同じ画面内に書き込んだうえで共有を行うことが可能になるた

め、比較等の共有の活動が容易になると考えられる。 
以上のような情報の整理・比較、それらの情報の共有活動に加え、このような活動を行う

際に生じる端末を操作する活動により、多様な観点での「情報活用能力」の育成が期待され

る。 
 

(4) 主体的な学びを促進することにより、問題を定義し、試行錯誤を繰り返しながらそれを

解決していくといった深い学びが実現され、問題発見・解決能力の育成が期待される。 

学習者用デジタル教科書への書き込みを保存することによって「学びの足あと」を残すこ

とができ、それに基づいて単元最後の振り返りを行うことで、単元全体を通した自身の考え

の変化に気付くことができるといったコメントが教師から聞かれている。学習者用デジタ

ル教科書は、このような深い振り返り活動を促進することが期待される。 
このことや前項(3)に記載した内容を踏まえると、情報を整理することによって物事の中

から問題を見いだし、共有活動を踏まえながら解決の方向性を決定・実行し、保存された自

らの学びの足あと（書き込み）を見ながら振り返って次の問題発見・解決に繋げていくとい

った深い学びの実現を図ることを通じて、問題発見・解決能力が育成されることが期待され

る。 
 

5.2 授業方法の検討 

(1) 児童生徒は、紙の教科書に比べ、学習者用デジタル教科書の使用時の方が主体的・対話

的で深い学びができたと感じている。 

本実証における児童へのアンケートの結果、主体的な学び、対話的な学び、深い学びのす

べてにおいて、学習者用デジタル教科書の方がそのような学びをできたと感じていること

が明らかになった（4.1.1）。 
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(2) 授業時間の配分を変化させ、単元全体でより思考を伴う活動の時間を確保できる。 

本実証研究では、学習者用デジタル教科書の使用によって、授業中に板書をノートに書き

写す時間や、プリントを配付する時間等を削減できる可能性があることが明らかになった。

これにより、授業時間の配分を変化させ、単元全体で思考を伴う個別学習や協働学習等の

時間をより確保できることが可能になると考えられる10。なお、「思考を伴う個別学習や協

働学習等」は、学習者用デジタル教科書を活用して行えるが、必ずしもすべての活動を学習

者用デジタル教科書を使って行う必要はないことに留意が必要である。 

 

(3) 学習者用デジタル教科書の利用を前提とした指導方法の開発が求められる。 

以前より使用されていたノート、プリント、黒板、指導者用デジタル教科書等に加えて、

学習者用デジタル教科書（場合によっては、それに加え、デジタル教材、大型提示装置や授

業支援ツール）を使用することによって、授業の方法に下記のような多様な選択肢が加わる

こととなる。 

 個別学習の場面で、学習者用デジタル教科書の書き込み機能や拡大機能等を有効に

活用した活動を行う。 
 個別学習の場面で、教師が授業支援ツールを活用しながら、支援が必要な児童を特定

し、机間指導中の支援を行う。 
 グループでの共有の場面で、他者との考えの比較を行いやすいよう、同じ画面、同じ

記載ルールで書き込みしたものを共有する。 
 クラス全体での共有の場面で、児童の多様な意見を引き出せるよう、授業支援ツール

を活用しながら指名を行う。 等 

 
従来の指導方法も含めた多様な選択肢の中から、主体的・対話的で深い学びの実現、さら

にはそれによる資質・能力の三つの柱の育成に最も資すると思われる方法を選択して指導

することが重要である。そのためには、本事業で改訂した「学習者用デジタル教科書 実践

事例集」や、様々な教員研修の場を活用して教師に学習者用デジタル教科書を活用した指

導方法例を認知してもらう必要がある。 
 

(4) 活動に応じて学習者用デジタル教科書とデジタルの教材・教具、アナログの教材・教具

の使い分けを意識して、授業作りを行う必要がある。 

前項で、学習者用デジタル教科書等によって、授業方法の選択肢が大幅に広がるため、適

切な授業方法を選択することが重要である点を述べた。適切な授業方法を選択するために

は、学習者用デジタル教科書やデジタルの教材・教具（デジタル教材や大型投影装置）、ア

                                                        

10 例えば、本時のめあてをノートに書き写す等、ノートに書き写す行為そのものが重要であるケースもあ

る。そのため、どの活動の時間を削減して思考を伴う活動を確保するかは、学年や特別な配慮の要否等に

より判断されるべきであると考えられる。 
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ナログの教材・教具（ノートや黒板）といった、多くのツールの中から適切なツールを選択

することが重要となる。この使い分けは、児童生徒の実態や使用する機器や教材の特性を踏

まえて授業改善の過程で各教師が工夫したり、児童生徒が選択できるように配慮するべき

ものと考えられるが、下記に、本実証研究で聞かれた意見に基づいた使い分けの例を示す。 
 
【学習者用デジタル教科書や、他のツールとの使い分け（例）】 
 

 学習者デジタル教科書とノートの使い分け 
学習者用デジタル教科書は、試行錯誤しながら教科書上で書いたり消したりするこ

とが容易にできる。一方ノートは、学習者用デジタル教科書に比べ、書いたり消した

りするのに時間がかかるが、自身の考えを紙面に残すことができるため、どこに振り

返りを記載したのかを参照しやすく、後から振り返ることが容易であると考えられ

る。これを踏まえ、学習者用デジタル教科書は試行錯誤しながら考えるためのツール

として使い、ノートは自分の考えを表現・記録するツールとして使用するのが有効で

ある。 
 

 黒板と大型提示装置の使い分け 
大型提示装置は、児童が書き込んだ学習者用デジタル教科書の画面をそのままクラ

ス全体に提示することができる11ため、自分の書き込みに基づきながら自身の考えを

説明することができる。一方、黒板は本時の学習のプロセスを俯瞰的に見ることでき

るため、各場面の重要な点を、授業全体を通して提示するのに役立つ。 
 

 
 

(5) 学習者用デジタル教科書に書き込んだ内容を評価材料にする方法を確立する必要がある。 

デジタル教科書等の使用により授業方法の選択肢が広がると、それに伴って評価方法の

選択肢も広がることに留意が必要である。特に、学習者用デジタル教科書上の児童の書き込

みを見て評価をする場合には工夫が必要である。 
そのような評価を行う際、例えば、学習者用デジタル教科書の画面をスクリーンショット

で保存させ、それを教師が確認する等の方法が考えられるが、スクリーンショット 1 枚だけ

では一時点の考えしか見取ることができないことや、教師が画像ファイルを一つ一つ開い

て確認しないといけないこと等に留意が必要である。 
このような留意点を踏まえながら、各教師の普段の評価方法や、学校のネットワーク環境

等を考慮し、適切な評価方法を確立することが求められる。 

 

                                                        
11 授業支援ツールを使用した場合。 
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5.3 健康面への影響 

(1) 紙の教科書と学習者用デジタル教科書を比較すると、目の乾きへの影響は確認された。

一方、頭や首・肩、手の疲れは軽減が確認された 

児童へのアンケートにより、紙の教科書に比べ、デジタル教科書の方が頭や首・肩、手に

疲れや痛みを感じにくい点、一方、紙の教科書に比べ、デジタル教科書の方が目の乾きを感

じやすい点が明らかになった。 
なお、デジタル教科書での健康影響については、アンケートを 2 回実施して把握したが、

1 回目と 2 回目にも一定程度の差が見られた。この差の要因分析は、今後の調査・分析の課

題とすべきと考えられる。 

(2) 学習者用デジタル教科書の使用による目の乾きをはじめとする各種健康影響を軽減する

ため、姿勢や、目と教科書画面との距離を離すように指導することが重要。 

児童へのアンケートにより、姿勢が良かったと感じている児童、また、目と教科書画面と

の距離を 30cm 以上離せたと感じている児童ほど、目の疲れ・乾きを感じていない傾向が見

られた。そのため、姿勢を正すこと、また、目と画面との距離を 30cm 以上離すことを指導

することで、健康面への影響を最小限に抑えることが重要である。 
 

5.4 教師の負担軽減 

(1) 学習者用デジタル教科書の使用初期は、効果的な授業設計のための検討の負担が大きく

なるという指摘はありつつも、慣れてくると負担が軽減するという声が多数。 

本実証研究の研究協力校は、学習者用デジタル教科書を導入して間もない小学校が多か

ったため、学習者用デジタル教科書導入の初期段階は、端末の操作方法に加え、学習者用デ

ジタル教科書の効果を最大限に引き出すことのできる授業設計の検討に時間がかかったと

いう意見が多く聞かれた。一方で、多くの教師から、使用しているうちに端末の操作に慣れ

てきたり、機能を理解したりできるようになったため、紙の教科書使用時よりも負担感が

減ったとの声が聞かれた。教師や有識者から聞かれた、減少したと考えられる負担の例を下

記に示す。 

 授業準備時におけるワークシートの作成にかかる負担が軽減した。 
 クラス全体に提示する模造紙等の作成にかかる授業準備時の負担が軽減した。 
 授業中のプリント配付時間が削減され、児童に向き合う時間を増やすことができた。 
 学習者用デジタル教科書画面のスクリーンショットで評価を行うことにより、授業

後のノート確認を急いで行う必要がなくなった。 

なお、全体としては負担が軽減したという声が多かった。教師によっては、学習者用デジ

タル教科書を活用して学級内で共有を行った内容を記す板書量の増加、授業設計が紙の教

科書とは異なることによる事前に準備するワークシートの増加等、授業準備や授業中の教

師の活動が変化したという声も聞かれている。これらは学習者用デジタル教科書を前提と
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する授業設計に習熟し、また、後述の授業支援ツールにより解決すると考えられる。どのよ

うな使用方法をすれば教師の負担を軽減しつつ効果的な授業が実施できるかという点は、

実践を踏まえながら、更に検討を進めていく必要があると考えられる。 
 

(2) 授業中、授業後の負担軽減のためには、授業支援ツールとの組み合わせが有効。 

前項で、負担感が増大している作業要素については、負担感を軽減するために適切な方策

を検討する必要があると述べた。その方策の一つとして考えられるのが「授業支援ツール」

であるという声が、教師や有識者より聞かれた。授業支援ツールにより軽減できると考えら

れる負担感の例を下記に示す。 

 学習者用デジタル教科書を使うことで共有活動が多くなり、その結果を全体に提示

するために板書の量が増えたが、児童の考えを容易に共有することのできる授業支

援ツールを導入することにより、この負担を軽減できる可能性がある。 
 書き込みのある学習者用デジタル教科書画面のスクリーンショットを使って評価す

る際、一つ一つのファイルを開きながら確認するのは負担感がある12が、全員の画面

を集約して教師が見ることのできる授業支援ツールがあれば、このような負担を軽

減できる可能性がある。 

各学校で生じている負担感に応じ、このような授業支援ツールの活用を進めることが有

効であると考えられる。 
 

5.5 特別な配慮を必要とする児童生徒の学習上の困難軽減 

(1) 各児童生徒の学習上の困難を踏まえた機能利用をすることが前提。 

本実証研究では、発達障害のある児童と、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童

を対象としたが、これらの児童を画一的に捉えて同様の機能利用をすることは適切ではな

い。各児童が抱えている学習上の困難を教師が適切に捉え、個に応じた機能利用を行うこ

とが前提となることに留意が必要である。 
 

(2) 集中力が持続しない児童生徒が切れ目なく活動することや、動画教材等のコンテンツを

使用することにより集中力が持続する可能性がある。 

本実証研究において対象とした、集中力を持続させることに困難のある児童は、紙の教科

書使用時には、線をまっすぐに引くことや、黒板を書き写すこと等の授業の内容とは直接関

係のない事柄に注意が向いてしまっていた。一方、学習者用デジタル教科書を使用し、線を

まっすぐに引く機能を使用したり、板書を写す時間を削減したりしたことによって、注意

が散漫にならず、授業に集中することができていたとの声が、教師より聞かれた。 

                                                        
12 このような意見を得た教師からは、本意見とともに、ノートの評価を急いで行う必要がなくなったこと

により、負担感が軽減した要素もあるとの声が聞かれている。 
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さらに、教師が他の児童を指導している間接指導の際に、デジタル教材の機能であるフラ

ッシュカード機能等の自立課題を与えたり、扱う文章の範囲を視覚的に分かりやすく、書き

込みによって限定したりすることによって、集中力の持続や、意欲向上を図ることができ

ていた。 
 

(3) 音読が苦手な児童に正しく読むことを促し、それにより正確な文章理解を促進できる。 

教科書本文を正確に読むことに困難のある児童は、読み飛ばしや勝手読みをしてしまう

ことがある。実証期間中、このような児童に対しては、読み飛ばしやすい文字（例えば助詞

等）に書き込み機能を使って線を引いて音読の際に注意させたり、デジタル教材の朗読機

能と一緒に音読することによって、自分が読み飛ばしてしまったことを自ら気付かせたり

するといった工夫が見られた。このような工夫は正しく読むだけでなく、それによる正確な

文章理解も促進することが可能であると考えられる。 
 

(4) 自己表出が苦手な児童生徒でも、主体的に意見を述べられるようになることが期待され

る。 

自己表出が苦手な児童生徒が学習者用デジタル教科書に直接書き込みを行うことにより、

自身の考えを手元の書き込みを根拠として、教師等の他者に説明しやすくなる可能性があ

る。これは、自己表出が苦手といった学習上の困難が低減するだけでなく、共有活動を促進

して対話的な活動の実現につながることも期待される。ただし、児童生徒によっては、共有

する活動自体が苦手であったり、抵抗感を示したりすることもあるため、児童生徒の特性を

踏まえて対応することが重要である。 
 

(5) 日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童生徒の「読むこと」や「書くこと」にお

ける困難を低減することができる。 

学習者用デジタル教科書の拡大機能やルビ機能、またデジタル教材の朗読機能により、日

本語指導が必要な（日本語に通じない）児童生徒の「読むこと」に関する困難の低減が期待

できる。また、デジタル教材の教科書本文の抜き出し機能は「書くこと」に困難を感じやす

い児童の作業負担軽減に役立つことが期待される。 
 

(6) 挿絵の並び替えや映像コンテンツは、日本語指導が必要な（日本語に通じない）児童生

徒が視覚的なイメージをもつことができるようになる点で有効。 

デジタル教材で挿絵を並び替える活動や、映像コンテンツを見る活動は、日本語指導が必

要な（日本語に通じない）児童生徒が、視覚的に教科書本文の内容を理解することに有効で

あると考えられる。 
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6. 諸外国におけるデジタル教科書・教材の使用状況の実態調査 

6.1 調査概要 

6.1.1 目的 

デジタル教科書に関する制度設計の示唆を得るため、児童生徒の学校や家庭での学習に

おいて、主たる教材としてデジタル教科書またはデジタル教材（以下「デジタル教科書等」

とする）を使用している国・地域を選定し、使用状況等の調査を行った。 

6.1.2 調査方針 

学校における ICT の活用が進んでいる国・地域を選定し、文献調査及び国内有識者への

ヒアリング調査を行った。なお、調査対象国・地域の選定時にも有識者からの意見を聴取し

（プレ有識者ヒアリング調査）、調査対象の適切性を担保した。 
文献調査においては、既存の調査研究で既に明らかにされている事項は、既存の日本語文

献等を参照して効率的に情報を収集し、制度の設計に際し重要な論点となると思われる項

目については、重点的に調査する項目（以下「重点調査項目」とする）として設定し、有識

者ヒアリング調査や関連機関による文献の調査等を通じて、効果的に情報を収集した。なお、

調査対象国・地域により取組の状況が異なることが考えられるため、対象により異なる重点

調査項目を設定した。 
 

 

図 6-1 諸外国調査の流れ 

 

調査結果の
まとめ

調査の実施 調査対象国・地域におけるデジタル教科書等の
使用状況等に関し文献調査を実施。

文献調査

調査結果を一覧可能な表として整理するとともに、報告書内により詳細な情報と示唆を記載。

調査結果の整理・分析

調査対象国・
地域の選定

諸外国のデジタル教科書等の使用状況等に関する有識者にヒアリング調査を行い、
調査対象として選定すべき国・地域について意見を聴取。

プレ有識者ヒアリング調査

当社の事前調査・プレ有識者ヒアリング調査の結果をもとに文部科学省と協議を行い、
調査対象国・地域を決定。

文部科学省との協議

調査対象国・地域におけるデジタル教科書等の
使用状況等に関し有識者ヒアリング調査を実施。

各国・地域に関する有識者ヒアリング調査
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6.1.3 調査対象 

(1) 調査対象国・地域 

事前の文献調査とプレ有識者ヒアリング調査の結果を踏まえ、以下の観点（表 6-1）から、

調査対象国・地域を「大韓民国」「オーストラリア連邦（クイーンズランド州）」「デンマ

ーク王国」「シンガポール共和国」「アメリカ合衆国」「エストニア共和国」に決定した。 
 

表 6-1 調査対象国・地域選定の観点 

 学校における ICT の活用が進んでいる国・地域 
 学校における ICT 活用の推進に対し、政府や地方自治体等の公的機関が関与して

いる国・地域 
 ICT 活用に関する教員研修やデジタル教科書等の影響に関する研究等、デジタル教

科書等の効果を高めるための取組を実施している国・地域 

 

(2) 有識者 

本調査でヒアリング調査を行った有識者は表 6-2・表 6-3 のとおりである。 
 

表 6-2 プレ有識者ヒアリング調査 

氏名 所属・役職 

上松 恵理子 武蔵野学院大学 准教授 
 

表 6-3 各国・地域に関する有識者ヒアリング調査 

国・地域名 氏名 所属・役職 
オーストラリア連邦

クイーンズランド州 
青木 麻衣子 北海道大学 准教授 

シンガポール共和国 
シム チュン・

キャット 昭和女子大学 准教授 
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6.1.4 調査項目 

文献調査及び国内有識者へのヒアリング調査の項目は、以下のとおりである。 
 

表 6-4 調査項目 

大項目 中項目 小項目 

基礎情報 

教科書制度（紙の教科書を含む）の

概要 
― 

デジタル教科書等の導入の時期 ― 
デジタル教科書等の導入の目的 ― 
デジタル教科書等の編集・製作や 
導入、活用促進を担う主体 

― 

「デジタル教科書

等」を使用した先進

的かつ効果的な授業

方法・学習方法（原

則として児童生徒が

1 人 1 台の端末を使

用している環境を前

提とする） 

授業や学習の事例 

 学校種 
 教科 
 授業や学習におけるデ

ジタル教科書等の使用

場面・工夫 

その他 

 外国語の授業や学習へ

の活用 
 特別なニーズを持つ子

ども（障害、母語が異な

る等）に対する授業や学

習への活用 

上記を行うために必

要な制度と環境 

デジタル端末やネットワーク回線等

の整備状況、整備のための公的支援 
― 

デジタル教科書等の活用に関する 
教員研修 

― 

公教育におけるデジタル教科書等の

位置付け 
― 

デジタル教科書等の使用を 
支援する仕組み 
（ICT 使用に関する補助員の加配、

ポータルサイトをはじめとするプラ

ットフォーム、教材の質の保証等） 

― 

「デジタル教科書

等」を使用すること

による児童生徒への

効果・影響 

成績・学習態度・学習意欲等の変化 ― 

健康状態・生活習慣等の変化 ― 

新型コロナウイルス

の流行による状況の

変化 
 ― 
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6.2 調査結果 

ここでは、文献調査と国内有識者ヒアリングで得られた情報を基に、各国のデジタル教科

書等の使用状況等をまとめる。まず、基礎情報として、各国の教科書制度の概要とデジタル

教科書等の概要を記述し、次に、デジタル教科書等の使用に関する各国の特徴的な取組を記

す。 

6.2.1 大韓民国 

(1) 基礎情報 

1) 教科書制度の概要13 

大韓民国（以下「韓国」とする）では、教科書は「学校で児童生徒の教育のために使用さ

れる、児童生徒用の書籍・音盤・映像及び電子著作物等」と定義され、私立学校も含め、す

べての学校が使用する義務を有する。国定・検定・認定の制度があり、いずれの教科書を使

用するかは、学年・教科ごとに、教育行政を司る教育部が定めている。国定教科書が存在す

る教科については、国定教科書を使用する義務があるが、検定・認定教科書は、各学校にお

ける学校運営委員会で審議ののち、各学校長が採択を決定する。発行主体は国定・検定・認

定のいずれかにより異なっており、国定教科書は教育部が、検定・認定教科書は民間の図書

出版社が発行している。なお、初等教育・前期中等教育段階の教科書は無償給与されるが、

後期中等教育の教科書は有償である。 

2) デジタル教科書の概要 

韓国では、デジタル教科書は法的根拠のある「教科書」の一つとして位置付けられており

（6.2.1(1)1)に記載のとおり、教科書の定義に電子著作物を含むため）、教育部では、デジタ

ル教科書を、「書籍型教科書に多様な学習資料（英語辞典、マルチメディア、評価項目、深

化・補修教材など）と学習支援機能を付加し、提供する児童生徒用の教材」としている 13,14。

紙の教科書とデジタル教科書に主従の位置付けはなく、教師の教育権の範囲において、教育

活動全体で両者を使用すれば、使用義務を充足していると見なされる15。 
デジタル教科書のコンテンツは教育部が所管しているが、ビューアとプラットフォーム

は韓国教育学習情報院（KERIS）が規格を統一している 15。 
デジタル教科書の導入の背景としては、「社会から教育の変化が求められているため」「紙

                                                        
13 松本麻人（2020）「大韓民国」公益財団法人教科書研究センター『海外教科書制度調査研究報告書』, 
p.28, 111-118 
14 なお、検定教科書を PDF 化した「e 教科書」と呼ばれるものも存在する。（伊勢呂裕史（2011）「各国

の教科書制度」公益財団法人教科書研究センター『教科書・教材のデジタル化に関する調査研究外国調査

報告書 韓国・シンガポール・アメリカ・イギリス』, p.15） 
15 伊勢呂裕史（2016）「Ⅰ. 韓国 1. 教科書制度と著作権」公益財団法人教科書研究センター『諸外国に

おけるデジタル教科書・教材の活用について～平成 26～28 年度科研研究現地調査から～』, p.2-4
（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/110/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2016/11/07/1378984_7.pdf
） 
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の教科書に限界があるため」「デジタル教科書の導入により期待される効果があるため」が

挙げられ16、2015 年からすべての学校における使用が解禁された。デジタル教科書の配布

（予定）状況は表 6-5 のとおりであり、2018 年 8 月時点でのデジタル教科書使用率は、初

等教育学校で 80.4%、前期中等教育学校で 69.8%である（「教師あるいは児童生徒がデジタ

ル教科書を使用した記録がある」学校を、デジタル教科書を使用している学校としてカウン

トしている）13。 
 

表 6-5 デジタル教科書の配布（予定）状況 

教育段階 学年 教科 

初等教育17 
第 3・4 学年 「社会」「科学」「英語」（2018 年） 
第 5・6 学年 「社会」「科学」「英語」（2019 年予定） 

前期中等教育 17 
第 1 学年 「社会」「科学」「英語」（2018 年） 
第 2 学年 「科学」「英語」（2019 年予定） 
第 3 学年 「科学」「英語」（2020 年予定） 

後期中等教育 13 ― 「英語」「英会話」「英語Ⅰ」「英語読解と作文」 
 

(2) 特徴的な取組 

1) デジタル端末やネットワーク回線等の整備状況、整備のための公的支援 

韓国は、1990 年代から教育の ICT 化を推進しており、「スマート教育推進戦略」の第 1
期（1996～2000 年）において、教師 1 人 1 台の PC、学校インターネットの 100%整備を達

成した18。また、児童生徒用 PC1 台当たりの児童生徒数は、初等教育学校 7.2 人、前期中等

学校 6.5 人、後期中等学校 4.9 人である。現在、政府は無線 LAN の整備に注力しており、

2021 年までに全初等・前期中等学校への無線 LAN アクセスポイント（1 校あたり最大 4 か

所）とタブレット端末（1 校あたり最大 60 台）を整備することを目指している 13。 

2) デジタル教科書等の活用に関する教員研修【重点調査項目】 

韓国では、デジタル教科書の効果的な活用のため、教師の能力向上に力を入れている。具

体的には、ICT に関する講師の養成研修を中央で行い、その受講者が地方や学校で研修を実

施するというかたちで教員研修を実施している 15。また、教育部、首都・州の教育オフィス、

学校や KERIS の協力により、オンライン・オフラインの研修を実施している。研修の内容

                                                        
16 金シミン（2010）「韓国のデジタル教科書事情」『教育テスト研究センター第 19 回研究会報告書』, 
p.1-9（http://www.cret.or.jp/files/3224e441107b8af8b40316cd3abb9ac4.pdf） 
17 Ministry of Education, KERIS（2018）「2018 White Paper on ICT in Education Korea Summary」p.3, p.38
（https://www.keris.or.kr/main/cf/fileDownload.do?fileKey=49add0c26539f68b177a706b01f426c7） 
18 株式会社富士通総研（2015）「教育分野における先進的な ICT 利活用方策に関する調査研究 報告

書」（https://www.soumu.go.jp/main_content/000360824.pdf） 
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としては、デジタル教科書等の理解だけでなく活用の実践等を含んでおり19、日々の指導に

生かすことのできる内容となっていると考えられる（表 6-6）。 
また、教材制作会社によっても、教師向けのガイドが作成されている。例えば WeDu 

communications 社が作成しているデジタル教科書のなかには、ID とパスワードで管理され

た教師用の教科指導関連コンテンツが収録されており、デジタル教科書のコンテンツの活

用ガイドラインや 2～3 種の指導案等が提供されている。さらにその延長として、モデル校

での実践事例の映像を、「Edunet」（後述）にて共有している20。 

3) デジタル教科書等の質の保証 

デジタル教科書のコンテンツ21については、KERIS の委託事業として全教科の標準案が作

成され、教科横断での共通化が図られた。当初はボタンのサイズや位置等も統一されていた

ものの、徐々に各教科の受託者のカスタマイズが追加された22。 
また、韓国は、大規模なデジタル端末の整備に対する支援を行わない代わりに、標準技術

（HTML5、EPUB3）とクラウドを活用することで、原則、端末や時間・場所に制限のない

デジタル教科書を開発することとしている 18。また、教科書発行者向けに、上記のような標

準技術に関するガイドライン（「Production Guideline of Digital Textbook」）を作成すること

で、デジタル教科書の標準化を目指している 19。 

  

                                                        
19 Ministry of Education, KERIS（2017）「2017 White Paper on ICT in Education Korea Summary」
（https://keris.or.kr/main/cf/fileDownload.do?fileKey=0c906615b9fcaa2d5e1810d61d3a2674） 
20 田野勝之（2011）「Ⅰ. 韓国調査 4. 教材制作会社 4.1. WeDu communications 社」公益財団法人教科

書研究センター『教科書・教材のデジタル化に関する調査研究外国調査報告書 韓国・シンガポール・ア

メリカ・イギリス』, p.35-37 
21 小松剛（2011）では、「紙面からのリンクをもたないオリジナルの付録といった意味だと思われる」と

の説明がある 22。 
22 小松剛（2011）「Ⅰ. 韓国調査 4. 教材制作会社 4.2. ESL EDU 社」公益財団法人教科書研究センター

『教科書・教材のデジタル化に関する調査研究外国調査報告書 韓国・シンガポール・アメリカ・イギリ

ス』, p.38-40 
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表 6-6 デジタル教科書等の使用に関する教師の能力向上支援状況（2012～2016 年）23 
 

2012 2013 2014 2015 2016 

研修内容 
未来の学校環境、デジタル教科書等の理解、デジタル教科書等

と Wedorang24の活用実践、指導デザイン実践等 

中
央
の
単
位 

研修 
プログラム 

オフライン 2 4 4 8 11 

オンライン 8 4 - 4 4 

教員研修 
選定人数 122（5 回） 218（6 回） 391（5 回） 213（4 回） 216（3 回） 

研修回数/年 381 702 524 299 257 

 クラス研究ミーティングの

運営 
- 67 34 34 34 

市
や
州
の
単
位 

一般的な教員研修回数／年 132,770 104,153 68,655 38,676 
5,188 

※8 月現在 

合計 138,458 106,003 69,179 38,975 5,445 

 

4) ポータルサイト等のプラットフォーム 

KERIS が「Edunet」と呼ばれる教育情報総合サービスを運営しており 18、教師と児童生徒

はそこからデジタル教科書を検索・ダウンロードすることを推奨されている25。「Edunet」
は、教師向けには指導用デジタルコンテンツや問題集作成機能等、学習者向けには学習コン

テンツや試験対策用コンテンツ等を提供するサービスである 18。また、「Edunet」が統合さ

れているクラウド基盤のプラットフォームは、「Wedorang」という SNS 機能を有しており、

デジタル教科書と連動させながら、学習過程を共有することができる26。 

                                                        
23 Ministry of Education, KERIS（2017）「2017 White Paper on ICT in Education Korea Summary」, p.49
（https://keris.or.kr/main/cf/fileDownload.do?fileKey=0c906615b9fcaa2d5e1810d61d3a2674）をもとに三菱総合

研究所作成 
24 教育部が運営する、学習過程の情報を共有する SNS サービスで、デジタル教科書とも連動している。26 
25 Pyung Kim, Jeong-Su Yu（2019）「A Study on Online Delivery of Digital Textbooks in Korea」『Universal 
Journal of Educational Research 7(5A)』, p.92-102
（https://www.researchgate.net/publication/335296452_A_Study_on_Online_Delivery_of_Digital_Textbooks_in_K
orea/fulltext/5d5d45c1299bf1b97cfb93c8/A-Study-on-Online-Delivery-of-Digital-Textbooks-in-Korea.pdf） 
26 曺圭福（2015）「海外における ICT 活用教育―韓国と日本の比較を中心として―」『情報処理』Vol56, 
No.4, p.331-336
（https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_action_common_downl
oad&item_id=141499&item_no=1&attribute_id=1&file_no=1&page_id=13&block_id=8） 
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5) 特別なニーズへの対応 13 

特別なニーズへの対応として、国立特別支援教育院が、障害のある児童生徒のためのデジ

タル教科書形態のデジタル教授・学習コンテンツである「デジタルブック」を、2012～2016
年に開発した。デジタルブックは、写真、映像、イメージ等の資料、ドラッグ＆ドロップ、

線引き、選択、テキスト作成、置換等のモジュールを備えており、教師による独自の教材作

成が可能となっている。2017 年からは、聴覚障害のある児童生徒のための指文字や手話映

像、視覚障害のある児童生徒のための電子点字資料や音声図書資料等を備えた、「マルチメ

ディアブック」の開発を開始している。 

6) デジタル教科書等を使用することによる児童生徒への効果・影響 

韓国では、デジタル教科書の使用に関する効果や影響について、様々な研究が実施されて

いる。 
2014～2016 年に実施されたデジタル教科書継続使用の縦断的研究によれば、デジタル教

科書と紙の教科書を併用した場合に、学習効果が高いという結果が得られている 15。 
また、129 校の初等教育学校（5・6 年生）を対象とした研究では、学力面では、農山漁村

地域や成績下位グループ、男子は国語、女子は理科でデジタル教科書の使用が有効であるこ

と、学習態度の面では、2 年以上デジタル教科書を活用している研究校でより有意に有効（た

だし教科による差あり）であること、自己学習能力の面では、総合的に肯定的な影響がある

こと、といった結果が報告されている27。 
さらに、2014～2017 年に行われた研究では、デジタル教科書の使用前後を比較すると、

自己主導的学習能力、創造力・イノベーション能力、情報活用能力、協働力、批判的思考力

等が向上したとの結果が得られている28。 

 
 

                                                        
27 著者不明（発行年不明）「資料名不明」（2020 年 10 月 7 日閲覧）

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/06/26/1305484_05_1.p
df 
28 Ministry of Education, KERIS（2018）「2018 White Paper on ICT in Education Korea Summary」
（https://www.keris.or.kr/main/cf/fileDownload.do?fileKey=49add0c26539f68b177a706b01f426c7） 
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図 6-2 研究校におけるデジタル教科書使用前後の学習者の能力の変化（5 段階評価）

（2017 年）29 

7) デジタル教科書等を使用した先進的かつ効果的な授業方法・学習方法30 

デジタル教科書の研究校に指定されているソウルグァンヒ中学校では、PC が埋め込まれ

た机とヘッドセットが各生徒に対して整備されているデジタル教科書専用教室で、英語の

授業を行っている。英語の授業では、各アクティビティにおいて、各生徒が個人 PC で練習

を行い、その後一斉授業として確認を行っている。 

8) 新型コロナウイルスの流行による状況の変化31 

新型コロナウイルスの流行を受け、韓国では、2020 年 4 月 9 日から前期中等教育と後期

中等教育の最終学年に対してオンライン授業を開始した。その後、徐々にその対象学年を広

げ、4 月 20 日には初等教育から後期中等教育の全学年がオンライン授業を受講するに至っ

た。 
オンライン授業の準備の一つとして、オンライン学習コンテンツの拡充が図られ、134 冊

のデジタル教科書が公的なプラットフォームでアクセス可能となった。また、教育部、科学

技術情報通信部、主要な通信会社 3 社の協力により、デジタル教科書の Web サイトを含む

教育向け Web サイトは、一時的に、データの通信量に換算されず、無料でアクセス可能と

された。 
                                                        

29 Ministry of Education, KERIS（2018）「2018 White Paper on ICT in Education Korea Summary」, p.74
（https://www.keris.or.kr/main/cf/fileDownload.do?fileKey=49add0c26539f68b177a706b01f426c7）をもとに三菱

総合研究所作成 
30 小松剛（2011）「Ⅰ. 韓国調査 3. 学校 3.2. ソウルグァンヒ（光煕）中学校」公益財団法人教科書研

究センター『教科書・教材のデジタル化に関する調査研究外国調査報告書 韓国・シンガポール・アメリ

カ・イギリス』, p.31-34 
31 Ministry of Education（2020）「Responding to COVID-19: Online Classes in Korea A Challenge Toward the 
Future of Education」
（http://www.moe.go.kr/boardCnts/fileDown.do?m=0303&s=english&fileSeq=0da904a1ab25a9ae9d7273b7433120e
5） 
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なお、全国の初等教育から後期中等教育の教師 443,132 人のうち 224,894 人が回答した、

2020 年 4 月 27～29 日の教育部による調査によれば、最も頻繁に利用したオンライン学習コ

ンテンツとしてデジタル教科書を挙げたのは、回答者のうち 17.2%であった。 
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6.2.2 オーストラリア連邦（クイーンズランド州） 

(1) 基礎情報 

1) 教科書制度の概要32 

オーストラリア連邦（以下「オーストラリア」とする）では、教科書・教材は、オースト

ラリアン・カリキュラムの内容や到達度スタンダードを満たす授業を行うためのツールで

ある、という教科書観が持たれている。オーストラリアン・カリキュラムとは、2013 年か

ら運用が開始されたオーストラリア初のナショナル・カリキュラムであり、各州にその運用

が義務付けられている。ただし、オーストラリアン・カリキュラムの運用にあたっては、オ

ーストラリアン・カリキュラムをそのまま導入したり、各州の既存のカリキュラム・フレー

ムワークと整合するよう新たにカリキュラム・フレームワークを開発したりする等、州によ

り方針が異なる。 
オーストラリアでは、教科書の国定・検定・認定の制度や使用義務等は存在せず、各学校

の責任で教材の選定や開発が行われている。教科書の発行主体は主に民間の教科書会社で

あるが、他の教材に関しては、各学校や、連邦及び州の政府組織が開発する場合もある。 
なお、オーストラリアでは教科書は高価であることが多いため、教科書を使用する場合は

学校が所有し、児童生徒に貸与することが多い。 

2) デジタル教科書の概要33 

オーストラリアでは、デジタル教科書は教材としての位置付けであり、教科書としては位

置付けられていない 32。デジタル教科書の使用は、各学校の任意である34。 
デジタル教材の整備は、オーストラリアン・カリキュラムの導入を受け、各州が自州のカ

リキュラム・フレームワークを見直すのに伴って行われてきた。現在では、州政府組織や民

間の教科書会社等がデジタル教材の開発を行っている。なお、州政府や教育省が開発したデ

ジタル教材は無償で使用することができる 32。 
上述のとおり、デジタル教材の普及状況は学校により異なるが、2014 年に行われた 8 年

生対象の ICT 教育に関する調査では、8 年生のほぼ全員がデジタル教材やソフトを使用して

いるという結果が、また、2016 年に行われた調査では、全体の約 64%の学校がオンライン

教材と印刷教材を日常的に併用しているという結果が得られている 32。 

  

                                                        
32 青木麻衣子（2020）「オーストラリア連邦」公益財団法人教科書研究センター『海外教科書制度調査研

究報告書』, p.37, 175-182 
33 視察時の印象として、電子黒板の使用が一般的（特に初等学校）であり、デジタル教材は、電子黒板を

うまく活用するためのものと位置付けられ、児童生徒用のデジタル教科書がそれほど普及しているわけで

はないと感じられたとのことであった 34。 
34 青木麻衣子氏インタビュー（2020 年 12 月 3 日実施）より 
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(2) 特徴的な取組 

1) デジタル教科書等の質の保証【重点調査項目】 

オーストラリアでは、デジタル教材やコンテンツの標準化が進められている。具体的には、

デジタル教材・コンテンツには、円滑な検索や利用を可能にするため、標準規格（ANZ-LOM）

に則ったメタデータが付与されているとともに、「Education Services Australia」35（以下「ESA」

とする）により、デジタル教材やコンテンツの品質管理のためのガイドラインが策定されて

いる 18。主なガイドラインは表 6-7 のとおりである。 
 

表 6-7 ESA によるデジタル教材のガイドライン36 

ガイドライン名 概要 

ESA guidelines for online content 
ウェブ開発者を対象に、機能性・頑健性があり、

すべての教育区において使用可能なコンテンツ

を作るための要件や実践を紹介。 

Accessibility specification for content 
development 

ESA のアクセシビリティに関する主義や要件、

National Digital Learning Resources Network にお

いてアクセシブルなオンラインカリキュラム教

材を作成するためのガイドラインを説明37。 

Educational value standard for digital 
resources 

National Digital Learning Resources Network で開

発・認可されているオンラインカリキュラムの

コンテンツが、教育的目的を満たしていること

を保証するガイドライン。 
 
また、クイーンズランド州では、州の教育省内の組織が一元的にデジタル教科書等を作成

することで、その質を担保している。具体的には、クイーンズランド州教育省内の

「Educational Queensland E-learning Technology Center」が、全国から優秀な教師を 50 人程度

招集し、1 人の教師あたりに 3 人のクリエイター（クイーンズランド工科大学の卒業生等）

を割り当てることで、質の高いデジタル教科書等を作成している38。 

                                                        
35 2010 年に設立された非営利企業。連邦・各州教育大臣による教育審議会（Educational Council）32が所

有しており、教育とテクノロジーを組み合わせ、さらなる教育改革に向けた国家的な解決策を考案・提供

すること、児童生徒の学習成果の向上・教師の影響の強化・学校コミュニティーの強化に貢献することを

ミッションとしている。（Education Services Australia（2019）「Education Services Australia Annual Report 
2018-19」（2020 年 12 月 20 日閲覧）https://www.esa.edu.au/docs/default-source/annual-reports/most-recent/esa-
annual-report-2018-19.pdf?sfvrsn=793d8dfa_6） 
36 Education Services Australia（2012）「National Digital Learning Resources Network – Technical, accessibility 
and educational requirements」（2020 年 12 月 20 日閲覧）

https://www.ndlrn.edu.au/standards_for_digital_resources/tech,_access,_ed_reqs/technical,_accessibility_and_educat
ional_req.html 
37 Education Services Australia（2012）「Accessibility specification for content development」（2020 年 12 月

20 日閲覧）https://www.ndlrn.edu.au/verve/_resources/Accessibility_specification_for_content_development.pdf  
38 上松恵理子氏インタビュー（2020 年 6 月 30 日実施）より 
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2) デジタル端末やネットワーク回線等の整備状況、整備のための公的支援 

オーストラリアでは、連邦政府・州政府等により共同実施された「Digital Education 
Revolution」という ICT 教育推進プログラム（2008～2013 年）により、公立・私立等問わず、

第 9 学年～12 学年（14～17 歳）の全生徒に、1 人 1 台の教育用 PC を整備した。また、政府

と民間の連携により、国内の全家庭・事業所からブロードバンドへのアクセスを可能にする

環境整備を進めていた 18。2014 年の調査では、オーストラリアの学校の PC 普及率は他国・

地域と比較して非常に高く、都市部・遠隔地の差も少ないとの報告がなされている 32。 

3) ポータルサイト等のプラットフォーム 

オーストラリアでは、州と連邦の両レベルにおいて、デジタル教材のレポジトリ等が整備

されている。連邦レベルでは、ESA が「National Digital Learning Resource Network」（以下

「NDLRN」とする）というレポジトリを管理するとともに、「Scootle」（図 6-3）という活

用プラットフォームを整備している 18。各州は、NDLRN を通して、コンテンツを自州のサ

ーバーにダウンロードしたり、自州内の学校や他州とコンテンツを共有したりすることが

可能である。この共有・配布のためのインフラも ESA が管理している39。 
 

 
© Education Services Australia 

図 6-3 Scootle における「Science」のリソース検索結果画面40 

  

                                                        
39 Education Services Australia（2014）「ESA guidelines for online content」（2020 年 12 月 20 日閲覧）

https://www.ndlrn.edu.au/verve/_resources/ESA_web_spec_v8-0_3.pdf  
40 Education Services Australia（2020）「Scootle」（2020 年 10 月 8 日閲覧）

https://www.scootle.edu.au/ec/acSubject?name=%22Science%22 
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6.2.3 デンマーク王国 

(1) 基礎情報 

1) 教科書制度の概要41 

デンマーク王国（以下「デンマーク」とする）では、法律による教科書の定義はなく、教

材の一つとして位置付けられている。 
国定・検定・認定の制度や使用義務はなく、政府の定める「共通目標」に沿ってさえいれ

ば、各学校の教師の裁量で教育手法や使用教材を決めることができる。「共通目標」とは、

公立の初等・前期中等教育の一貫校における各教科の目的や、各学年で修得すべき知識・技

能の目標を定めたものであり、各自治体や学校はそれに従う義務を負っている。 
教科書は、各出版社が自由に発行することができるが、Gyldendal 社、Alinea 社、デジタ

ル教材の領域で最大の出版社である Clio Online 社の教科書や教材が、多くの公立初等・前

期中等教育一貫校で使われている。 
なお、教科書を始めとする必須の教材は、無償で給与されることが法律によって定められ

ている。 

2) デジタル教科書の概要 

デンマークでは、デジタル教科書はデジタル教材の一つとして位置付けられている。ここ

でいう「デジタル教材」には、紙の教科書をデジタル化したもの、学習者用デジタル教科書

とともに使用するコンテンツ、指導者用のデジタル教材等の形態がある 41。政府はデジタル

教材の活用を推進しており、2013 年に出された「Digital Welfare Empowerment, Flexibility and 
Efficiency 2013-2020」という戦略では、2015 年にはすべての基礎学校において、日常的にデ

ジタル教材の利用が行われることを目標に設定している 18。 
デジタル教科書等の導入・活用促進の主体としては教育省（Ministry of Children and 

Education）の下部組織である UNI-C（デンマーク教育研究 IT センター）が挙げられ、公立・

私立学校への教材・コンテンツ配信等を実施している 18。また、教科書会社は一般的に、紙

の教科書と同等のコンテンツを Web で有償提供している42。 

(2) 特徴的な取組 

1) デジタル教科書等の活用に関する教員研修 

デンマークでは、デジタル学習ツールの評価等を含む、教師の職能開発のための短期コー

スが提供されている。ただし、現職教師の職能開発は義務化されていない。また、公立学校

                                                        
41 佐藤裕紀（2020）「デンマーク王国」公益財団法人教科書研究センター『海外教科書制度調査研究報告

書』, p.51, 291-298 
42 豊福晋平（2014）「北欧における初等中等教育の情報化―学校教育 1:1/BYOD 政策とその背景―」『コ

ンピュータ＆エデュケーション』vol.37, p.29-34
（https://www.jstage.jst.go.jp/article/konpyutariyoukyouiku/37/0/37_29/_pdf/-char/ja） 
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のスクールリーダー43を対象に、ICT 活用に関する取組が実施されている44。なお、教師を

対象とした ICT 活用研修は自治体単位で実施されることもある45。 

2) デジタル端末やネットワーク回線等の整備状況、整備のための公的支援 41 

デンマーク政府は、児童生徒の学力向上のためには ICT の活用が重要な役割を持つと考

えており、ICT 環境の整備に力を入れている。「電子政府戦略（EGovernment Strategy）」で

は、2012～2017 年に、全学校へのワイヤレスネットワーク整備や、自治体のデジタル教材

購入支援等が実施された。また、2003 年に政府は、自治体が最低でも必要経費の半額を負

担することを条件として、公立の初等・前期中等教育の一貫校における第 3 学年のコンピュ

ータ機器購入を支援し、その結果、新型の教育用 PC が 2.01 人につき 1 台整備された。さら

に、「1:1 モバイル学習施策」として BYOD 等を推進しており、後期中等教育学校では全生

徒が PC を持参している。 

3) ポータルサイト等のプラットフォーム【重点調査項目】 

デンマークでは、UNI-C が運営する「Uni-Login」というサービスにより、児童生徒、教

師、保護者、学校、デジタル教材がつながっており、デジタル教科書やデジタル教材を無償

で利用することができる 18,41。 
また、教育省が「EMU.dk」（図 6-4）というオープン教育リソースを提供しており、初等

～後期中等教育段階の教師、教員養成大学の教職員を対象とした、教育に関する情報を掲載

している 41。具体的には、国のレポジトリ内の教材、教師の自作教材、公的資金をもとに製

作された無料教材、企業による有償教材等を集約し、学校や教師に提供している 18。「EMU.dk」
に掲載されている多くのリソースは、各教科の専門家団体等が作成しており、エビデンスや

質も検証されている 44。 
さらに、教育省による「Materialeplatformen」というレポジトリは、初等・中等～後期中等

教育段階の教育コンテンツを掲載しており 41、商業的学習リソースや博物館等発行の学習リ

ソースのカタログとしての機能を有している 44。また、「教員から教員へ」というコンテン

ツにおいては、様々な教師が、特定のテーマや教科に関する自作の教材や指導方法等を提案

することができる 41。 

                                                        
43 「スクールリーダー」の定義は記載されていないものの、例えば中岡礼（2019）で取り上げられている

前期中等教育学校では、教務主任がスクールリーダーに当たるとの記載がある。 
44 山中秀幸・大萩明日香（2019）「第 1 章 教育における ICT 活用についての各国の状況」国立教育政

策研究所『諸外国における情報通信技術を活用した学校教育事例報告書』, p.1-20
（https://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/pdf/20190800-01_jpn.pdf） 
45 中岡礼（2019）「第 2 章 2017 年度現地調査結果」（国立教育政策研究所『諸外国における情報通信

技術を活用した学校教育事例報告書』p.21-34（https://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/pdf/20190800-
01_jpn.pdf） 
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© emu.dk - danmarks læringsportal 

図 6-4 「EMU.dk」のトップページ46 

4) デジタル教科書等を使用した先進的かつ効果的な授業方法・学習方法 45 

ヘルシンゲルという自治体のエスパゲアという町に位置する、Tibberupskolen という前期

中等教育学校では、7 年生（13～14 歳）の数学の授業においてデジタル教材を使用してい

る。授業では、教師が電子黒板にデジタル教材を投影し、生徒のノート PC にも同じものを

表示した状態で、その内容を説明する。その後、生徒は 4～5 人ずつのグループに分かれて

ディスカッションを行い、ディスカッションの後に意見の発表を行う。 

  

                                                        
46 Børne-og Undervisningsministeriet（n.d.）「emu」（2020 年 10 月 8 日閲覧）https://emu.dk/  
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6.2.4 シンガポール共和国 

(1) 基礎情報 

1) 教科書制度の概要47 

シンガポール共和国（以下「シンガポール」とする）では、法律による教科書の定義はな

い。毎年、教育省が翌年度の使用を認可した教科書・教材のリスト（Approved Textbook List
（以下「ATL」とする））を公示するが、使用義務はない。初等・前期中等教育学校で教科

書を使用する場合は、各学校の校長や教科主任等が ATL に基づいて採択・選定を行ってい

るが、大学準備教育に当たるジュニア・カレッジや中央教育学院では、使用する教科書等に

制限はない。 
国定・検定の制度を有しており、多くの教科では民間の出版社が発行した検定教科書を使

用するが、「民族語」「社会」「歴史」「体育」「人格・シチズンシップ教育」の教科につ

いては、教育省が執筆したものを民間出版社が発行するという国定教科書を使用する。 
なお、すべての教育段階において、教科書は有償であり、各家庭で購入する。経済的に困

難な状況にある家庭に対しては、教科書を含む必要経費を支給する支援金制度が、教育省に

より用意されている。 

2) デジタル教科書の概要48 

シンガポールでは、デジタル教科書は認可された教科書の電子版という位置付けであり、

ATL には掲載されない。民間の出版社がデジタル教科書やデジタル教材等を多数販売して

おり、教育省が優良な教材を購入して、学校に対して無料で提供している。 
シンガポール政府は教育の ICT 化を推進しており、デジタル教科書を使用した授業開発

を国の事業として実施している。具体的には、教育省と情報通信開発庁が連携して展開して

いる「ICT 教育マスタープラン」において、「FutureSchools@Singapore」という事業を 2007
年に開始し、いくつかの研究校を指定して、デジタル教科書を使用した授業開発、タブレッ

トを使用した協同学習等、先進的な取組を推進している 47。 
なお、デジタル教科書の使用状況は学校によって異なる。これは、シンガポールにおいて

は、学校長が各校で行う教育に関して大きな裁量を持っており、各教育段階の卒業時に行わ

れる到達度試験の合格基準を達成できるのであれば、その教育プロセスは自由であるとさ

れているためである49。 

                                                        
47 池田充裕（2020）「シンガポール共和国」公益財団法人教科書研究センター『海外教科書制度調査研究

報告書』, p.26, 95-102 
48 視察時の印象として、母国語・英語の授業では ICT 教材が多く使用されていたが、算数の授業はグル

ープワーク中心であり、あまり ICT 教材は使われていなかったとのことであった。また、初等教育段階で

は、デジタルデバイド等の観点からデジタル教科書の使用が難しいという印象があるが、前期中等教育 1
年生以降では紙の教科書を全く使用しない事例も見たことがあるとのことであった。一方、後期中等教育

段階では論述試験対策として「紙に書く」活動が多くなるため、逆にデジタル教科書の利用頻度が低くな

る印象を持っているとのことであった 49。 
49 シム チュン・キャット氏インタビュー（2020 年 12 月 7 日実施）より 
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(2) 特徴的な取組 

1) デジタル端末やネットワーク回線等の整備状況、整備のための公的支援 18 

前述のとおり、シンガポールでは教育の ICT 化が推進されており、2011 年段階で、初等

中等教育段階における教育用 PC1 台あたりの児童生徒数は 4 人、2013 年段階で、学校のイ

ンターネットは 100%の整備が行われている。また、2013 年には、すべての家庭・事業所・

公的機関・学校・病院等に、光ファイバーネットワークが整備された。 

2) ポータルサイト等のプラットフォーム 47 

教育省が「ICT Connection」という Web サイトを運営しており、教師や児童生徒、保護者

を対象としたコンテンツを掲載している。このサイトを通じて、教師は、教育省や国立教育

学院50によって開発された教材や指導案等や、教育省が民間から購入した e ラーニング・コ

ンテンツ等を入手することができる。 

3) ICT 使用に関する補助員の配置 49 

シンガポールでは、すべての学校に ICT 担当職員と技術者が配置されており、ICT の使用

方法を相談することができる。 

4) デジタル教科書等の質の保証 

2015 年から開始された「ICT 教育マスタープラン（第 4 期）」において、優良なデジタル

教材の認証事業が行われている 47。この認証事業における教材の内容の確認（主に宗教等の

センシティブな内容に関する確認）は、教材開発・認定を担当する教育省内の部局（カリキ

ュラム計画・開発局／Curriculum Planning & Development Division: CPDD）が行っていると推

測される。 
なお、教師が自作の教材をプラットフォームで共有する場合、その教材はすでにある程度

質の高い教材であると考えられる。これは、シンガポールでは、教師の人事評価やキャリア

パスが明確であり、教材開発を含む「教育力」が各自の評価項目となるため、質の高い教材

を共有しようというインセンティブとなるためである 49。 

5) デジタル教科書等を使用することによる児童生徒への効果・影響 49 

教育省の ICT 教育担当によると、デジタル教科書や ICT 教育は、視覚・聴覚で意欲を喚

起できるという観点で、比較的学力の低い層に有効であるとのことである。一方、学力の高

い層は自立的に学習を行えるため、学力の低い層に比べると、効果は限定的のようである。 

  

                                                        
50 学士レベルでの教員養成を行う唯一の機関。（文部科学省「(4)シンガポール」（2021 年 3 月 15 日閲

覧）https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/041/siryo/attach/1417506.htm） 
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6) デジタル教科書等の活用に関する教員研修 

「ICT 教育マスタープラン（第 3 期）」において、フューチャースクール事業の研究校や、

ICT 教育開発校（第 2 期に指定された、ICT 教育で実績を上げた学校）の管理職や教師が、

各校 4 人の教師に対して ICT 指導教員（ICT Mentor）の研修を実施した 47。 
なお、シンガポールの教員養成は、原則として大学を優秀な成績で卒業した教師志願者が、

厳しい選考を経て国立教育学院に入学し、統一的な訓練を受けるかたちで実施される51。そ

のため、少なくとも ICT 教育マスタープラン開始後に国立教育学院で教員養成訓練を受け

た教師は、ICT 教育スキルに問題はないと考えられるうえ、ICT 教育に関する個別の研修コ

ースも実施されているため、ICT 教育スキルを向上させる機会は保障されていると考えられ

る 49。 

  

                                                        
51 シム チュン・キャット（2019）「第Ⅰ部 各国の教育事情と学力是正策 第 1 章 シンガポール 落

ちこぼれをつくらない都市国家の教育戦略」志水宏吉ら『シリーズ・学力格差 第 4 巻 〈国際編〉 世

界のしんどい学校 東アジアとヨーロッパにみる学力格差是正の取り組み』明石書店, p.32-47 
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6.2.5 アメリカ合衆国 

(1) 基礎情報 

1) 教科書制度の概要52 

アメリカ合衆国（以下「アメリカ」とする）では、法律による教科書の定義はない。 
国定、検定、認定の制度はないが、各州または学区における採択時に、ガイドライン等に

合致しているか否かが検討される。採択は、各州または学区が、選定・採択基準を公開し、

教科書選定・採択委員会を設置して実施する。各学校は、州や学区によって選定・採択され

た教科書のなかから適したものを採用する。ただし、教科書の使用義務はない。 
教科書の発行主体は民間の出版社や大学であり、児童生徒には無償で貸与される。 

2) デジタル教科書の概要 

アメリカでは、デジタル教科書の位置付けは州により異なり、2017 年時点では、28 州が

教科書の中にデジタル教科書を含むと定義している53。州により教科書関連の法令の規定は

異なるが、電子媒体や電子機器を用いた「教科書」「教材」の授業での使用は認められてい

る。なお、公立学校においては、デジタル教科書は無償で利用することができる 52。 
デジタル教科書の編集・制作は、主に民間の非営利団体が行っているが、2014 年から、

複数の州と公的機関、非営利団体、事業者が連携したオープン教育リソース開発支援プログ

ラム（K-12 OER Collaborative。現「Open Up Resources」）が進められている 18。 
初等中等教育関連の非営利団体（ASCD）とデジタル教材開発会社（OverDrive.Inc.）によ

る調査では、2015 年の時点で、80%の初等中等教育機関がデジタル教科書を含むデジタル

コンテンツを利用しており、そのうち約半数が教室内で利用していた 52。 

(2) 特徴的な取組 

1) デジタル端末やネットワーク回線等の整備状況、整備のための公的支援 

アメリカでは、ICT 環境の整備が進められているものの、将来的に必要な水準には到達し

ていないと考えられている。具体的には、教育用 PC1 台あたりの児童生徒数は、2008 年時

点で 3.1 人であり 18、ネットワークについては、2017 年時点で、97%の学校に光ファイバー

が、88%の学校に Wi-fi が整備されている状況である54。また、大手教育関連企業による第 4
～12 学年の児童生徒を対象とした全国調査では、在籍する学校の在学者全員にラップトッ

                                                        
52 二宮皓・岸本睦久・内ノ倉真吾（2020）「アメリカ合衆国」公益財団法人教科書研究センター『海外教

科書制度調査研究報告書』, p.39, 191-202 
53 State Educational Technology Directors Association（2017）「Navigating the Digital Shift II Implementing 
Digital Instructional Materials for Learning」（https://www.setda.org/wp-
content/uploads/2017/06/Navigating_the_shiftII_final_June242017.pdf） 
54 EducationSuperHighway（2017）「2017 State of the States Fulfilling Our Promise to America's Students」
（https://s3-us-west-1.amazonaws.com/esh-sots-pdfs/educationsuperhighway_2017_state_of_the_states.pdf） 
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プまたはタブレットが支給されているという回答者は 19%であった 52。 

2) デジタル教科書等を使用することによる児童生徒への効果・影響 

ニュージャージー州モンロー・タウンシップ高校を対象とした調査では、iPad でのデジタ

ル教科書を使用した生徒は、紙の教科書を使用した生徒よりも成績がよく、学習へのモチベ

ーションも低下しなかったという結果が得られている55。 

3) 特別なニーズへの対応【重点調査項目】 

アメリカでは、障害のある児童生徒に対し、障害特性に合わせた教材を提供する仕組みが

整っている。 
具体的には、オンラインの電子ファイルレポジトリである「全米教材アクセスセンター

（National Instructional Materials Access Center）」（以下「NIMAC」とする）が、NIMAS と

いう特定規格で教科書・教材の電子ファイルを保管しており、センターに登録されたメディ

ア制作者（出版社等）が、点字、デジタルオーディオ教材、拡大印刷等の形式に加工・再編

し、州や専門団体を通じてそれらを必要とする児童生徒に提供している。州や学区が教科書

購入時に出版社に対して NIMAS フォーマットのファイルで教科書を求めると、出版社はフ

ァイルを作成し、上記センターに提出することとなっている。 
上記センターを利用できるのは、出版社や州の担当者等、センターに認められた者のみで

あるが、NIMAC から利用者として認められていない、障害を持つ児童生徒・保護者等は、

「Louis Plus」（図 6-5）というデータベースを使用することで、様々な形式の教材を検索す

ることができる 52。 
また、非営利団体のデジタル図書館「BookShare」では、NIMAS ファイルから変換済みの

教科書デジタルデータのファイルを保有しており、誰でも会員登録をすることで Web サイ

トからダウンロードして使用することができる（プリントディスアビリティと認定された

国民は無償、外国人は有償である）56。 

  

                                                        
55 Pearson（2014）「Education design study shows digital textbook impacts student engagement, achievement and 
motivation. Monroe Township High School Case Study」（https://www.pearsoned.com/wp-
content/uploads/CaseStudy_MonroeTownshipHS_WebUse-2.pdf） 
56 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2016）「専門研究 B 視覚障害のある児童生徒のための教

科書デジタルデータの活用及びデジタル教科書の在り方に関する研究―我が国における現状と課題の整理

と諸外国の状況調査を踏まえて―（平成 26 年度～27 年度）【中期特定研究（特別支援教育における ICT 
の活用に関する研究）】研究成果報告書」（http://www.nise.go.jp/cms/resources/content/12447/saika4.pdf） 
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図 6-5 「Louis Plus」のトップページ57 

  

                                                        
57 American Printing House for the Blind, Inc.（2016）「Louis Plus」（2020 年 10 月 8 日閲覧）

https://louis.aph.org/custom/SearchResults_UnifiedSearch.aspx  
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6.2.6 エストニア共和国 

(1) 基礎情報 

1) 教科書制度の概要58 

エストニア共和国（以下「エストニア」とする）では、法律による教科書の定義はなく、

学習材として規定されている。 
教科書は、教員協会の教科部会が執筆し、少なくとも 2 名の専門家（学校教師と大学教

員）が内容を確認する。以前は検定制度に類似した仕組みが存在したが、2008 年に廃止さ

れた。 
教科書の発行主体は国であるものの、印刷は民間の出版社に委託されるため、版権は民間

の出版社が有している。 
教科書の使用義務はないが、学校カリキュラムに沿って標準化された教材が他にないた

め、教科書を使用する教師は多い。教科書を使用する場合、その採択は各学校（基本的に教

科担当教師）が行っている。 
なお、教科書は無償貸与されるが、中等段階のワークブックは有償であり、各生徒が購入

することとなっている。 

2) デジタル教科書の概要 

デジタル教科書の法的定義は不明であるが、教科書が学習材の一つと捉えられているこ

と、すべての紙の教材のデジタル化が定められていること（後述）から、デジタル教材の一

つとして位置付けられていると推測される。 
2018 年には、「教科書」「ワークブック」「エクササイズブック」の機能を兼ね備えたデ

ジタル教科書等が、すべての基礎学校を対象として無償使用できるようになった。2020 年

までには、一般的な教育はデジタル教材のみで行えるようになると考えられている59。 
デジタル教科書等の編集・制作等は、民間の教科書発行会社が行っている60。2008 年の教

育改革により、すべての紙の教材のデジタル化が定められており 58、教科書発行会社は、教

科書をデジタル形式で利用可能にする義務を負っている 44。 

(2) 特徴的な取組 

1) デジタル端末やネットワーク回線等の整備状況、整備のための公的支援 58 

エストニアでは、1990 年代から教育の ICT 化が推進されており、1997 年開始の「Tiger 

                                                        
58 丸山英樹（2020）「エストニア共和国」公益財団法人教科書研究センター『海外教科書制度調査研究報

告書』, p.47, 259-270 
59 Republic of Estonia Ministry of Education and Research（n.d.）「（タイトルなし）」

（https://www.hm.ee/sites/default/files/imagotrukis_2019-2020.pdf） 
60 Republic of Estonia Ministry of Education and Research（n.d.）「Important activities in the 2019/2020 academic 
year」（https://www.hm.ee/sites/default/files/htm_koolialgusepakett_a4_eng.pdf） 
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Leap 基金」により、2000 年には全学校に PC が、2001 年にはインターネットが整備された。 

2) デジタル教科書等の活用に関する教員研修 

エストニアでは、エストニア政府や大学等が設立した非営利団体である「Hariduse 
Infotehnoloogia Sihtasutus」（以下「HITSA」とする）が、ICT に特化した教員研修を実施し

ている 44。ICT に関する研修の受講は義務付けられていないものの、2017 年には、年間で教

師人口の約 30％が HITSA の研修に参加している。研修プログラムは、デジタル・リソース

を用いた指導教材作成や、デジタル時代における学習プロセス等、6 つのテーマに分かれて

おり、受講者は 50 以上のプログラムのなかから自由に受講することができる。なお、教育

研究省の援助により、受講料は無料である61。 

3) デジタル教科書等の質の保証62 

HITSA の Innovation Centre が、デジタル教材の作成や改訂、再利用、質の高い教材作成の

ガイドライン開発等の支援を実施し、デジタル教材の質の向上を行っている。 

4) ポータルサイト等のプラットフォーム 

教育研究省が「Opiq」という教材データベースを設置しており、学習材へは誰でもアクセ

スできるようになっている。「Opiq」には、学校で扱う全教科の教材やチュートリアルが掲

載されている 58。 
また、教育研究省は、「e-Koolikott（e-schoolbag）」（図 6-6）というデジタル教材のポー

タルサイトを開発しており、基礎教育・一般教育・職業教育段階のデジタル教材を掲載して

いる。この「e-Koolikott」は、他の複数のポータルサイトに掲載されたデジタル教材へ一元

的にアクセスできるようにすることを当初の目的としていたが、現在では、教師による教材

の作成や共有、教材へのコメント等を可能にする機能を備えている63。 
 

                                                        
61 猿田かほる（2019）「第 3 章 2018 年度現地調査結果」国立教育政策研究所『諸外国における情報通

信技術を活用した学校教育事例報告書』, p.35-74 
62 HITSA（n.d.）「Learning resources」（2020 年 10 月 7 日閲覧）https://www.hitsa.ee/ict-in-
education/learning-resources  
63 e-estonia（n.d.）「e-schoolbag」（2020 年 10 月 8 日閲覧）https://e-estonia.com/solutions/education/e-
schoolbag/ 
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図 6-6 「e-Koolikott（e-schoolbag）」のトップページ64 

  

                                                        
64 Haridus- ja Noorteamet（n.d.）「ekoolikott」（2020 年 10 月 8 日閲覧）https://e-koolikott.ee/ 
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6.3 まとめ 

ここでは、6.2 で述べた各国の調査結果を簡潔にまとめたのち、日本においてデジタル教

科書に関する制度設計を行う際の示唆を導出する。 

6.3.1 調査結果のまとめ 

韓国を除くすべての調査対象国において、教科書は法律で定義されておらず、教材との区

別が明確ではなかった。また、多くの国では、行政が定めた教育目標を達成するためであれ

ば、使用する教科書や教材は自由としており、教科書の使用を義務付けていなかった。 
デジタル教科書の位置付けは国により様々であり、教科書の一つや教材の一つとして捉

えられている場合が多かった。デジタル教科書等の使用を制限する国はなく、国によっては

すべての教材のデジタル化を推進する等、デジタル教科書等を主たる教材として扱ってい

る国も見られた。 
デジタル教科書等の活用に際し、各国が実施している取組としては、BYOD も含めたデジ

タル端末の整備や、学校におけるネットワークの整備、デジタル教科書等の活用を含めた

ICT 活用に関する教員研修の展開、デジタル教科書等のポータルサイトの運営、デジタル教

科書等の標準化による質の保証、特別なニーズに対応したデジタル教科書等の整備等が見

られた。 
各国の特徴をまとめたものが表 6-8 である。 
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表 6-8 諸外国調査の結果（概要） 

国・地域名 概要 

大韓民国 

･ デジタル教科書は法的根拠のある「教科書」の一つとして位置付けられる。 
･ 2015 年からすべての学校における使用が解禁された。 
･ デジタル端末やネットワーク回線等の整備を推進している。 
･ デジタル教科書等の活用に関して、オンライン・オフラインの教員研修を実施している。 
･ 開発時に使用する技術やコンテンツの標準化を行っている。 
･ デジタル教科書等の検索・ダウンロードができ、SNS 機能も備えたプラットフォームが整備されている。 
･ 障害のある児童生徒のためのデジタル教科書等の開発が推進されている。 
･ デジタル教科書等の児童生徒への効果・影響に関する研究が行われている。 

オーストラリア連邦 
（クイーンズランド州） 

･ デジタル教科書は教材としての位置付けである。 
･ 政府出資の企業によるガイドライン策定等を通じて、デジタル教科書等やコンテンツの品質が保証されている。 
･ ICT 環境の整備が進められており、一部の学年においては公立・私立問わず 1 人 1 台の端末が整備されている。 
･ 政府出資の企業により、デジタル教科書等のレポジトリと活用プラットフォームが整備されている。 

デンマーク王国 

･ デジタル教科書はデジタル教材の一つとして位置付けられている。 
･ 政府がデジタル教材の活用を推進しており、2015 年の全基礎学校における日常的なデジタル教材利用を目標に掲

げていた。 
･ デジタル学習ツールの評価等を含む、教師向けの短期研修や、公立学校のスクールリーダー向けの ICT 活用に関

する取組が実施されている。 
･ ICT 環境の整備に注力しており、全学校へワイヤレスネットワークを整備するとともに、BYOD も含めた 1 人 1

台端末の環境整備を行っている。 
･ 児童生徒、教師、保護者、学校は、「Uni-Login」というサービスにより無償でデジタル教科書を利用できる。 
･ 教育省が、教師を対象として、オープン教育リソースや教育関連情報の提供を行っている。 
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国・地域名 概要 

シンガポール共和国 

･ デジタル教科書は、国によって認可された教科書の電子版という位置付けである。 
･ 教育の ICT 化が推進されており、すべての学校でインターネットや光ファイバーネットワークが整備されている。 
･ 教育省が運営する Web サイトにおいて、教師は、教育省や国立教育学院が開発した教材等や、教育省が民間から

購入した e ラーニング・コンテンツ等を入手できる。 
･ 認証事業や教師の人事評価等により、デジタル教材の質が担保されている。 
･ 教育の ICT 化を推進する国家プランにおいて、デジタル教科書を使用した授業開発や、教員研修等が行われてい

る。 

アメリカ合衆国 

･ デジタル教科書の位置付けは州によるが、2017 年時点では 28 州が教科書の一つと定義している。 
･ ICT 環境の整備が推進されているが、必要な水準には達していない。 
･ 障害のある子どもが自身に適した形で教材を使用できるよう、教科書・教材の電子ファイルが一元管理されてい

る。 

エストニア共和国 

･ デジタル教科書の法的定義は不明であるが、デジタル教材の一つとして位置付けられていると推測される。 
･ 2018 年には、すべての基礎学校を対象として、デジタル教科書が無償で利用できるようになった。 
･ 政府と大学により設立された団体が、ICT に特化した教員研修を実施している。 
･ 政府と大学により設立された団体が、デジタル教材の作成等に関するガイドライン開発を支援する等、デジタル

教材の質の保証が行われている。 
･ 教育研究省が開発しているデジタル教科書等のポータルサイトを通じて、他の複数のポータルサイトのデジタル

教材を一括検索し、アクセスすることが可能となっている。 
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6.3.2 本調査からの示唆 

以上の調査結果を踏まえると、デジタル教科書に関する制度を設計するに当たっては、以

下のような観点を十分に検討することが重要であると考えられる。 

(1) デジタル教科書やデジタル教材の連携システムの整備について 

今回の調査対象国では、児童生徒や教師が教科を問わず自由にデジタル教科書及びデジ

タル教材等にアクセスできるプラットフォームを設置しており、個別の学習ニーズに合わ

せて自由にそれらを活用していた（韓国、オーストラリア、デンマーク、シンガポール、エ

ストニア）。国によって教科書制度が異なるため、このような仕組みをそのまま導入するこ

とは難しいが、日本においても、授業内外で使用する教科書・教材を一括して、児童生徒や

教師が柔軟に検索・利用できるようなシステムの活用を検討することが重要ではないか。 

(2) デジタル教科書等の活用に関する教員研修や情報提供・共有の充実について 

次に、デジタル教科書等の活用に関して、教員研修や文部科学省からの情報提供の充実、

教師がそれぞれの実践事例等を共有し意見交換できる仕組みの整備等を検討することが重

要であると考えられる。デジタル教科書等の効果を十分に引き出すためには、それを用いて

指導を行う教師のスキルが重要であるが、現状、デジタル教科書を含む ICT 活用等に関す

る研修等はあまり多く実施されていない。今回の調査対象国では、教育を所管する省庁（韓

国）や、政府や大学が設置した組織（エストニア）が中心となって、デジタル教科書等の活

用を含む ICT 研修を数多く提供しており、教師のスキル向上に注力していた。日本におい

ても、個別の教師の教材研究のみならず、デジタル教科書等の活用に関して統一的な教員研

修や情報提供の充実を行うことが重要ではないか。 
また、今回の調査対象国では、上記のプラットフォーム等の機能として、教師同士が自作

の教材や指導方法等を共有できる機会を提供していた（デンマーク）。教師がデジタル教科

書等の活用方法を検討する際には、同じ学校内の教師との意見交換だけでなく、他校や他地

域の教師の実践も参考にすることが有効であると考えられる。そのため、オンラインやオフ

ラインの形式を問わず、教師同士が学校の垣根を超えて、実践事例や意見の交換ができる機

会を提供することが重要ではないか。 

(3) 障害のある児童生徒のアクセシビリティについて 

最後に、デジタル教科書等の普及促進にあたっては、すべての児童生徒の教科書を一律で

学習者用デジタル教科書で置き換えるのではなく、特別なニーズを持つ児童生徒に対して

は、その児童生徒の特性に適した形態で教科書等を提供する方法の確立を検討することが

重要であると考えられる。現在の学習者用デジタル教科書には、文字色の反転や音声読上げ

機能等、障害のある児童生徒にも使いやすい機能が備わっているが、それらの機能はすべて

の障害特性に対応できるとは限らない。今回の調査対象国では、障害のある児童生徒に対し

ては独自のデジタル教科書等を整備したり（韓国）、障害特性に即した形で教科書・教材を

提供できるよう電子データを一元管理したり（アメリカ）する等の仕組みを備えていた。日
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本においても、学習者用デジタル教科書の機能を拡充させるだけでなく、ニーズの内容によ

っては別の形態で教科書を提供できるよう、方法を検討することが重要ではないか。 
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